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創立満十五年記念事業計董に就いて

我 日本建築協合は大方各伐の熱誠なる待1111助と懇切なる御後援と fと依り本合; ロ;秒j の !1 的

達成K 巡進しヰ: ] も主主築l亡開l併する事項は理論と宜際K 依燥して・汎く その妊現と指導とに !FY

り';;'j k  :r) J を牧め 、常に建築界の先駆と主主 りて吐FF公益のために前躍し今や我閤 K 於 ける最

も有力なる岡憾のーとして成長し恰も本年を以て創立満十五年を迎へるに至。りたるは拘に

民:ID，高の至りで深く感謝する次第であります。

顧t1ば本合は大 iE六年恭三月関西建築協oと名づけて創立せられ、大正八年一月日本建

築協合と改隅し逐年降官と主主 り、 大 ｦｅ 十五年十月中｛昨 ｩｾ を祉 ｬ 舗法人に更めいよい よ その恭磁

を堅質 l亡し、 合員の如 きも内地は勿論速く魚下、浦 、EZ、支那等に互り その数今や ] 300 名

を越ゆるの大を 致せ り。との問月刊雑誌「建築と祉合」を殻行し批を軍ぬるとと 176 或は

建築関係 Ｏｩｩ［ ［ｪ 書Ｚ を Ｑ Ｋ Ｇ， 版したるもの十数 ｾｻ ￯ ｬｩｊ｣ 及 ぶ 、 叉一面各 ｬ Ｂｊ ｉ の委日合を常設 し て都 ￯ｉＱ 計輩 、

法規、 教化 、資料、災害強度 、設備 、住宅等vcl 却し不臨rr の制作間究を途げ 、その結' * を天

下 l亡公表し攻究 l亡似し、或は建築l乙闘する てn要友る 芯: 見を要路 K 建白し、或は' 自: て我聞に

於ける ＱＱ 百矢とも云ふべき住宅改 ｩ 圭ｾ ｾ ｾｾ ｾ￮ 合をイ ｷ して悲しき成よｾーを鼎げ、或は時に展覧合を Ｑｭ

似して建築の ). :11識持及を計りたる等建築界のill dJ主張主主ーにfi したる事蹟は25 し齢少ならざる

ものあるを自信- するものであります。

古来男子十五歳 l亡建すればとれを 一時機として元服 し脱稿するの習あり。本合は今元服

の好歳を迎 ふ 、即 ち これを記念すると共に史に 一 段と Ｑ Ｑ ｾ 臨暢主主 す べき の時 ｉ ｬＺ 到 った。誌に

於て本合は過去を迫想し将来に備ふるためｻｉ ｾ き年の今秋を 卜 して大 に Ｚ 口義ある記念事業並

に祝賀大合を催し、以て従来常 l亡矯 さん と志 しつ L もとれを 達成 し得ざり し事項その他 を

綜合 し、 との好機を制してとれが清算をなすと同時に今後居ー居の進展を期し斯界のため

ますます貢献するF!i i' わらんとする次第であ ります。

今-下に満十五五. 占年1下之守言詑巴念ヨ功1

乞 はんとす るものでで. あります〉

1  .  住宅博覧曾の開催 6  主要建築物及工場の見串焼行

2.  建築展覧曾の開催

3.  住宅設計圏実の懸賞募集

フ. r建築と社曾」記念持輯提の設行

8 .  園書の出版

4  建築温俗大講演曾の開催 9.  建築曾館建設の企童

5 .  建築巡回講演曾の開催 1 0.  記念祝賀大舎の開催

迫て位ι 「専党合は今秋 と来平手 との二季 1'[ 分って数ケ所 Ic l: 制uすべき7象定でありますが .

1出れも住宅の改善改良を主fl Rとし各住宅設計/，'i61楽の! 限立募集に依りその優秀なる築を在地

K 建設す る立fP. i 1でb りますο

前l: ｾ司

法 人

昭 和 七 年 七 月

日 本 建 築 協 曾



曾 告

緑 ケ 丘 保 健 佳 宅 設 計 園 案 懸 賞 募 集

木舎は万 IJ項合告の通創立十五年記念平業 ごして数種の住宅

設計固案全募集して居り ます J その第一ごして「緑ケ丘保

健住宅設計同案懸賞募集規程」を 七月 七日 附で後表致しま

した 。)感盛んなる廃

きは下言記己了rへ¥郵券頁武℃銭封入! 小iいl 込下 さU、O

大阪市北区朝日 ピル405 日本ffi 築協合総ケ圧懸賞係先

迫て第二・第 三 ごして「大美野田園都市住宅設計図案懸賞

募集規程」及「交際に丈t ; つる住宅設計悶案懸賞募集規程」

を本誌、へ別綴後表して居ります 。
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日米特許一二個・賞用意rr 案登録四六個併用

ス 野 氏EZ災 鍔 よみ. p

〔特許大野式シャッター〕

主 要 製 品

大 野 式 シ ヤ ヴ タ

-
大 野 式 J L ー ブ ル シ ャ ッ タ ー

大 野 式 工 場 用 軸 承

大 野 式 韓 子 入 軸 僅

大 野 式 轄 子 入 戸 車

大 野 式 廻 事 事 軸 抵 抗 測 定 機

各 種 防 火 扉

- - ------- --- - - - - - 一一一一一一・・・・・・・・・・・・・・・・ーー一一一一一一一一ー

日英米備特許三一個・賞用新案五 九個併用

特許不ニガ ｾ Ｇｙ シ

受 托 管 業

会 重 大 野 製 作 所

東京市芝匿三回目麹町二番地・電話三田 ( 45) 園芸誌

耳E付I fUI 民館JJ( ・大阪市民花直上鼠島中二・官Z諸 諸 島 (45)五 八 八

J立正 l  
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大 阪 城 天 守 閣 ・ 第 四 師 圏 司 令 部 麗 舎 ・ 日 本 綿 業 舎 館

大 阪 城 天 守 閣

口約 一Ｍ ｾ民 ・ 脳 ｼ 町

天勺: 闘の， 1，来・ -

大阪城天人) : 閣の造営工事

大阪城天守閣構造計算概要・-

大阪城ll lcの公園計童:
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V" 4  

2 ・天守閣を飛行機より( 府顧す、東南隅より

石 垣 l土地 撚 よ りのi . ' :j さ44尺天守閣 の引 き は 石

垣 1-.端 よりちli 迄 13 1 )也、左 下 の小煩 lユ賞金 7]1:

と平iii してゐ るもの。

~一-- ，ｾ、 ｉｬ＼朝 ｮ 影間 五士 搬｡ｩＺ，



'" 

曾

3 ・天守閣酒北隅よりの何叡

此 の方 向か ら見ると一層高 い

惑がする 、 白髪の墜と金鉱と

が1f 窓高〈スツキリ止袋 えて

ゐるのは確かに ーの威貌であ

る。

1  

0・

、ぜ

-、

:. 

，. - ，' ・ 2ザ

; 手. . .

... ｾ く“
4・.
.:，-， 

跡 、 匂

ー.

4 ・天守閣の夜景

投 光2告を以て1 #1をl ! 脅す と天

守の輪廓が間苦闘 の主主に白 〈

浮 むで 出て 〈る 。

5  VII 
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ー 圃

6 ・第三層破風の鋭 鴎

j¥: :j さ 6 尺、上闘の上より

Ｒ 段目 の 般 に 笛る 、 Ｘ 階ｾ

Jjjj;よ り眺 めた もの 。

e・5 ・天守閣の東南関詳細

ｬ 笠 Ｚ工 ｉ ｾ ｉ モ ル タノ ι 、 上暦［ 土 黒

色人匙石主舎 、殿 t-!!. ! 工銅板 主主。

破 風 宇 軒 D 具 合 が よ く わ か

る、最1- . ) 奇の腰 の[，1{. も光 つ

て 見 え る。



曾 7 ・天守閣南面の三つの破風

下 闘 の 入 口玄 閥 前 庭 よ り仰ぎ淑

たると ころ 、大き な 破 風 が J に

上にと重なって司王て 、 日本建築

の鋭さを 、見るもの に感 ぜ し め

ず にはお かな ν 。

8 ・天守閣の南側にある玄関

入日 時

tl¥ Iよ銅製ラッカー 、 ! . U0: i t 1・

げ、 単純 で 而 も力狙い 、天 守

の入口の模様がよ くIIJ 視 さ れ

てゐる。

7  VI I  



柱 J士長trp ｉ 土イ ンキ ・ ス テップノ， ｦｩ￭ｬ ｾ は由 、 床は 木 のプ

ロッ夕 、 中央は階段の上り口 、 入品E石 併 1.1:1し 、天 井

の中; ; Rこには東西南 北 の 方位室| を吊 す、 ζ L から大阪

の IUT ，J: 足下に 、泣く 闘員! の漣 山か ら瀬戸内海まで眺

め b れる 。

内部 i土質素であ る、 'iir は郷土資

料 の展覧場 に充てられてゐる 。

盤 、 天井はドノレコイレ仕上げ 、

床は !J ー ピアモノレ F ル塗。



パ ネ ル l 而 のプミ

寸 此 を八 つ の プ

み 2 τ! の コ y タ

リ ー ト板に ｴｊｾを

施 したもの 、事

資 特許 で あ る、

読ま1の大き 初 の 長

さf. J 6  Iミある 、

下方 に ｾ 廊 外 ｦｗｊ

に 張 れ る ｻ ｾｾｗ ｛ 綱

方 Ｚ ｾっ て 見 え る

Ｎ｟Ｑｾ Ｒ ・ Ｘ 階 廻廊

下の虎打庄彫刻

ｭ 恨 の 打ｾ L¥彫刻

で み つ て の f自民

斑: 土銅 梨 子 地 一

足 の大さ長ｾ 11 

尺 せ い 日l号、地

は 黒モ ノ，?  " で
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･ＢＢＧＢ ・・四ｾモヲ司］ー甲Ｍ

曾 13 ・天守閣の評先の巴五と唐草五

巴｝｛Ｎの直 ｾは Ｖ 寸あ る 、 員口 Ｑ Ｉ ミ Ｒ

寸 5 分

• 14 ・天守閣の 1層破風の奔みの鍔金物

j¥;j さ 4 尺、古b Jc の 長 さ 13 Iミ2 寸 5 分
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天 守閣 の 由来

波 江
J悌 夫

城 砦 の 設 達

足利時 代は 下創上 の時代であったコ勢 力 や矧げ ｪ が牌軍からｾ ［ 簡に移り 、 更ら ｬ 亡下方修 動

せる時代であって、ＺｦＮｴＭｨ長天下の統一が ｦｾ 主 ｪ ＱＮ地方 ｬζ 英雄 Ｇ呆 ｩｾｾ が 蹴起し所謂戦闘時代となった

のであるが 、之 l亡n点、・て城主雪の殻建が，包: 激l亡起ったので、ある。

既 t亡源平三[1:;ibtl の時rtl 亡もーの谷や屋島 11::城・1! s}を併へて激 しい戦闘を やったのであ るが、

主と して土盈木柵 を廻ら した一時的防禦陣地でわって 、永久的域特とは Ij l されない。む し

ろ上古の金津のヰ11&や太ヰItすに於ける万 r)f)i .J ，X防裂の築妓の方が大規模であった様だ。日i北朝

時代l亡は主として山陵に憾で城砦 を宇佐へ逆投一本や木柵を 廻ら して防禦 を主として築かれた

所 Ｕ ＱＱ 山械の頼で・あってとれも 一 時的戦闘の急Ｚ造城併で，，ｾうるから食料給水の扶乏から落城の

悲涯に陥った ものが多い。楠公の千早城 lζ 在り では攻防雨械の性質を具備して符j永久的戟

闘に士甚へる用立がるったに相違たい。 従って後年の城主与は *1首公の工夫を 利mして主 として

山城と栴すべき高峻友る 山民lζ 煉 った場合が多い。

然るに ｛Ｑｭ 仁大戦以来の 地 方争闘の乏 Ｇ［ 激なる起戦苦 ｉｾｽｪ や Ｎ 'I'J "I勾相食む戟園の時代 fC於ては

兵陸自から分業の! 時代とたり 、共策 iW士也である主約のj心{1:地は化して域主? と友って 米た。

所;111モ城時代であって、川で L は1lli- 戦 IC従事し、 i泣いては峻下 ft[. ft:立を迎へて牛成の長F市IL

ｴｬ ｊｩへ得ぺき方絡を工夫枚目する ｉ ｃ 主 ｉ ｊ った 、永久 Ｈ Ｑ Ｇ Ｐ Ｇ ｝ｪｾＺＡｲ Ｗ の訟 も ｩｩｩ が 完備 する ｋ 王 ｉｊ つ＿と。

Ｙ Ｚｫ ｦ 亡閥以 ｋ わ っ ては永 正 Ｑ， Ｑ ・ ＧＯＱ｜Ｑ Ｑ 亡於け る 江戸城の ｾｉｉ きは 太 川道慌 の工夫 ｬ 亡成り三 郎を 設 け

主将の) ，rI位 す る 殴111の屋上l亡は l!i予勝 li] と糾する後年の天' ，)'1件JI 亡類するら宅捜があ った忙であ

るつ共他長防ニリ十|の家依大内氏の 山口 城 や . 東海の雄A 見氏の掠れる寓 LH械の虫fI きも三車:

の天人)二闘を有する居城であって平時は城主のj点践を示すf引の居舘であり一度戦時IC際して

は化して一大城併 と1 i って攻 防両様の策戦 l亡t/ . l ; ふる策源地 lと友ったので ある。

此種居城の殿町(は主 として鎌合期 lて於ける武家遣の釘( のI ' l ，( 統を迫ひ武兵共他の倉山 l亡は

伐に こL蔵 lてして 塗込のものが股後 l亡設けられて居た。) l iJl!Iojの門塀は高時を梼へ以外にはほー

を; 設け橋をiiE り出入を般にし、 塀は土盈il叉は土壁にして城五I1の! 躍を兵ふる事と なったD

而して此極の 「丘城」を して、 更ら に一大. l 1l 歩友さ しめたのは 武持の張主主であって餓砲

の輸入利mが凶米地方に行はる L 民主 ｉ ｊ っ て 抜 足 ｉ Ｑ はｌｰＺ Ｑ 攻 ｬ ｅ ｊＺ ｲ Ｂ ｾ ｦｴ｛Ｎ入り 一大 躍進をするに到った
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2. 畿 砲 の 輸 入 利 用

餓砲の輪入されたのは天文年間である 。天文といふ年は記11iむすべき種々の出来事がるっ

た J 天文三年には近世:の英雄織悶信長が生れて居る 。同五年 iとは大豪傑巳! 臣秀吉が生れて

居り 、同十一年には一大政治家徳川家康が生れて居る 。而して鎖砲か萄葡牙舶によって鎖

西極が島 K 停来されたのは天文十二年の交であったのであ る。

文化の進歩は偶然な事ーも あり潜 くべき短時日 f[ 急激なる展開をするものでるる 。今 日の

飛行機の殻建ラヂオの利用の虫I喧は忠牟ばに過ぎる弐却であるが 、武器の設建の如きは特

K 偉大主主るものがある 。首時戦闘時代K 於て不可思議なる 近世的武器が山笥より 波うKせる

や字天の聞 を笠む如く 地方英{ 誌の士はとii :って此新武総を迎へ且引究利用を志ら友かったo

ｾｩ ￭Ｑ川氏の如きは最も此新鋭の武慌を利 Ｑ ＱＱ して Ｑ 花 園の 雄武 ｭ 氏を 長篠 の 一 戦にｻ成 っ たの で あ

るが 、天文年間を去る lii か f[ 凶 4三世紀の! 日If [ tt.J - 'i 釘従の餓他を訟へて居った といふ引であ

る。従って此 iit?，器を飽くまで平IJ Jijし得た織旺l氏は漸 く共l威力を中央の舞芸に振ひ . 遂に天

下の新機を掌握するに主IJ ったので dうるが. 此新鋭の武力I ' 1 : : lN抗す べ き城砦が史らに共市j 目

を改めたのは自 然の勢といふべき でるら う。殊K 織凶氏は永総十二年将軍義昭のために 二

僚城を築< 1'1:'，;;:;り 、土盈 iて代る小石垣を 利用するに到り、 元勉天正の時代には;忽ちにして

峻砦の設建を導き 、天正四年織 r:r;氏の築き たる安土械は共規模1亡於て其j威力l乙於て共愛読

燦 明?とる安土時代の華街K 於て、「 天 下平ri Thej の策iJt、; 城と して前人未到の境地を開拓せるも

のといふて も過 言 で友いと思ふ 。想ふ に Ｑ 品Ａ 臣 氏 の築いたる 我 大阪城の ｾ ｲｲ きは其砲を 安土岐

に執り更らに盟壬氏の「桃山時代」を現出せしむるに到ったのであって 、城砦の殻遠の由

来決して偶然でない諜である 。

盟問氏が大阪 ｬ 亡着目した唯 一 の導 起は織問氏 が天 正 ｾ Ｑ ｾｲ ｌｩ ｉ 前 後約 十 年到来の武日与を飽くま

で利用して首年の石 山城である本願寺の本擦を攻略せんとし努力を傾注し遂に誹fll の刊需

を以 て ｉＺ ｛ ｊ 城せし めた多年の戦跡を符 みて天下のｾ容と認めた が ｦ 誌でるらう 。石 山 被攻 防の

武総は主として錨砲であった。

3. 天 守 閣 の 名 稿

城砦の進歩稜逮fL: {'ドふて城主の居fd;は漸を迫ふて袋三在を悩むるに主IJ った。鎌倉時代の武

家iit 居館l亡平安期の1 ' 1創立法」を交へて 「書涜i孟」の ー隊式を産み足らに唱 14利朗の工夫

豪華の慌を初 ｼ へ て、 此城主の宮館には種々の進歩張主主を促して長 ｫ た天Ｇ抗羽の Ｏ Ｚ ＱＭ｜ 現の ｾ ｲｲ き は

共鍛えEるものである。

天守 ｼ 制は天主 閣と 書 き叉殿 主閣と書 く、 天主 の文 字を 利Ｑｉ ｊ せるがｾめ に 天主 教とやす 等 か

の闘係ありはせぬかと の疑問がι 在するのでるるが . 天主教のfllj*は天正十八年で あって

う そ守制 の 山＿ｪｾは 共来 る 事甚だ ｩ 主〈込 利氏中期頃 に師 ｬ 亡天守 ｬ 制 として の イ了在があ ったから 、



此の; 設は一種の僻設K 過ぎ友い様である。尤も天主教の傍来K 作ふてJL州の大友氏、山口

の大内氏の虫 ｉ れきは早くより天主教に何依し大京宗鱗の如きは天主教を奉じて終始せるｾめ

IL 却って問を 亡す迄 lと立主1) ったがf で・あり天守閣に天主教を 奉する偶像を安置する位r . であっ

たので・あって「天主」の名は 却 って阿岡大名方面で使川したかもしれないが、所詐i殿 主 開

叉は天守閣友: るもの L 蛮逮進歩は東問及近讃地方に程遠せるを考ふるとき 、殿 主、殿 ，:)'， 

天勺ニ等の名前は既K 存在して屈ったに問泣ない J

HI中↑ i . l J . 士は天主間の字義は帥教に起り、城中の高閣をみ，Hf f] /I ' C象り 、焚天帝搾天、pq天

王等の偶像を高問中 K 勅逃せる結果、天午 、叉は天主の名隔が起ったとの設を立てられて

hdるが、之れも 一設とすべ しD 鎌 倉以後の前11俳i見合4霊祭時代の起:好文を見ても' . ¥t ; / 時の武将

が. 保約文中 IL l/il ll 併の市I11々を祭って之れに誓を立てた例は甚だ多く、威風堂 kl i被を l堕する

武将の町刊を陣利回天に比する例を見て ｴ 共聞の消息を鋭ふによｾるものがるる 。

ｾ・近大空 ｊｈｗ 士の［設の 如 〈殿釘 Ｈ の最長 Ｚｩｬ ｩＭ ｲ ｬ ｬＧｃ閣を設け て 虫般に利 川 し且つ主君の ｪ 威風を ｲ 詑示

するが矯め lて之を版主叉は殿サ: と栴 ヘ共大なるものを天主、叉はJ位' : ) ' と恥したとする方が

丘際 IL 近 い 株 l亡，目、はれる 尤 も 城l倒のi最高間 lとは名古I手抜の虫fI く日本の榊々を勧進せるも

のがあり建築物椋-'-. 1亡奉祭する棟1・LI ては多〈 我国の ili lll .f，を こ1:産 iji ll l と令配する例は甚だ多い

と同時 IL 建 築l亡佼川する文字の !mきは今日でも宮字が多く共起悦は頗るあいまいの場合が

多い。従って殿午 、殿 主 、天主等任意に使用 したものとすぺきであって唯天主教とは特別l

の闘係丈は友かった:tJ{を 9; 11って世く必要があらう 。

4， 殿 閣 の 由 来

奈良紗IIL しでも . 平安時代 l亡、京 (::Ii の何K は建築物法令が行はれて 、枕のあるもので友

ければ I"J や築地を許さ十 、筒n町IL は木戸を設けて /:H入を般にして交辺整理を行った事もあ

るが王朝時代からの遺風と して 都 市 lて楼閣を許さ主主かった事は庇史に明か友事貨である。

公知 lとしても最も重要なものでなけれβ 地閣はなく大関 rJ 1 府で、あった。苛: 院にしても ;国W'J

を有し植樹の有るもの は特l亡勅許を得なければならなかった 既 K 王朝時代 lて機臣にして

棋| 制を設けたる' : X I亡針 し不 Iｾ ｾの ｾｲ を以て討伐せられｊＳＮ共協同を強＿としめた例があった。平

安 Ｎ Ｇ［ｩｪＺｉｗＮ Ｇ ｈ ｜ｩ亡於ても此の 慣 例と法脱とは可主主り ｩ［ｴｾ ｩｐＺ ｉ Ｇ ｌ 午られてた ｊ Ｍ った 。 宇治ＺｺｰＺ等Ａ院の虫 ｮ きは

寺院でるり f LUリJ117であったからでもあるが、豪ま' 1 ' ( ; ( 信越の沙汰で' < 1 ; った事はqi: はれたい。

然る ｦｌｾ 利ＱＱＢ Ｎ ＱＧ代 ｬ 乙入りて 三 代府軍よ満は政 令 漸く行はれ ｊ ｪＨ 令 天下を瓜 Ｕ す る ｬ 亡及んで 、 潜

越の行 ￆｊｊ 甚だ多く、前代未聞のエピソードを搾山創作して居るが、殊 ｋ 北町 ｋ 金ｼ十ｾ寺を営

み二}ぽ三 市の搬出lを建立するに到ってきょ-悲 共 極 lと主主したのであるが . 首時のむI習と法規を

無硯せる事、前越至極の沙汰であったのである 。寺院に於ても法土佐と しては 三重五重乃至

JL震のものなきに非ざりしも邸宅や私邸 K 三 J1i:の I#J を例めたものは史上義満を以てlm矢と

すぺきである 。 とれ百 IL 近 枇 史 fL 於ける楼閣の起iJ;;l l'CG て後世地方豪膝が競ふて其居K 楼
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閣を設けたる所以陀して 、やがて天守閣時代をH i 現せしめたるものであると考へて発 支 へ

ない。

八代将軍義政は金聞に枝して東山 Ic j R聞を創建したo lF; 時は師 IC時代の推移に伴ふ罫術

の柿味と費用不足のため車居 二重の 聞に過ぎ十して規脱小さく装飾 の ｾｦＱ きも茶u去を郁ぴた

りと雌一代 の通柴事業と して威風を示したる 詑 急 物で dうる事は間迫・ひ主主い。

lE仁の筒L後は下魁上の時代に入り細川三女子松永等機! 壬相機いで中央の舞芸に不遜 の行 動

を敢てし、f1Ii力を得 た るものは出入 K 将軍を 践し競ふて邸宅居館IC聞 を設け饗宴と遊楽と

そして威力を 誇 示する シンボル とした。 松永 久秀 の市者flfC活 躍せ る時代は丁度戦問の員"ffI

中K して、しかも共居 城イ言質ー山 lとは四重の天守閣を設け一代の豪華を重ましたといふ事であ

る。松永氏は好材tの傑物であって茶道や建築lとは特に趣味を有し共信貴山械の天守閣は後

年 l亡於ける織問氏の安土城大天ζ jユ|件lの範と友った ものである 3

前i K も述べたる 如く 天 疋以前H' L於て既 lと江戸城 l乞静W' j 軒 と栴 へた る槌!弘j を結の犀上に設

け?とる太岡氏あり蹄州有岡城 lても三重の闘を翠げたる池岡氏あり 、* 1亡旦見氏西K 大 内 氏

の虫ｦｉき 共に三重のｼ件 ｪ を設けたる ｆｦ ｬ 史上 ｬ 亡見えたりとるり。想ふ ｬ と首 時のｼ 持 ｪ は後年の ｉ ｊ 、 天ｾ ｊＧ

|弘JK類 し居館の屋上に 設け ?とる望挫でるるが 、大 鰭 金|制の最上唐を模したるもので正方形

の卒面を有 し勾欄や火煙窓を配し、凶方 iE商の虫f I き結構であった ー木造建築の事であるか

ら構逝」二屋階を通やるが矯めに三重乃至阿重と友ったもので ある。

後年天守| 初登: 盛時代 l亡於ける犬山城( 現 存) や高失11城の戚 臨l制( 現存) や熊本城の IJ 、天 守附

( 明治十年焼失〉の如きは 話時の天守閣の仰を物語る結構を有するもので 必 らうか。

総HI 氏は尾張に起って美泌を攻時し情藤氏の者「葉山城を陥れ、11附H岐f向も阜と改陪 して共居披城- と

し7たl: o :I}.城k 中を訂訪i問せる F阿q明M肌l

れ信長公の恋歎k待を受け尾濃 の卒虫野Tを一?史花せ し記 事 がa②うるが居宮が館0占; の豪)批H仕:え友主る 事事- を忠賓 l亡報 告

して 居る。

斯〈て地方豪雄の居城 l亡は夫. 1 < I持lを設け て共j或風を 四隣に立体したのであるから城中の

高|件lは城主の威力を示したるも のとして殿f 干叉は殿主の名起りやがて天宰 l亡発ゆる高| 制 iて

天守叉は天主院Ａの隅院を興へる様 ｬ 亡友った もの と信十る。 ＿ｅ ｬ ふに ｲ ｾ ｲｊ治時 代 ｉｃ 於て封建 の ｩｬｩ ｬｪ

破れ Ｎ 金 ｦｴｨ 階級 の大邸宅は殆んど大名 屋 敷を校し叉は大名屋敷をｊＡ ｬｬｴ 入して ＱｴＭｦ Ｍ ｾ の満足 を

獲得せる行動と 同一でるるのでるって 、時代の流行は遂に建築術κ 一大進itーを興へ 、工 夫

と精進との結晶として、天疋四年 tt : 於て織問氏の居城 安土の山陵 l亡七亜のk . 天守闘を附現

せ しむる lと到った。

5. 安 土 域 の 大 天 守

既 ｬ 亡 三重 四 重のＯ ト 天 ｾ ｊ ・を ｾｩＧＨＺ ニ立 せ しめ得 たる元 組 天正時 代に一躍 天 下 の斬戸と るべき純 ｆ ｉｩ氏

が共堂々たる威力を 天 下に誇示す ベ く一躍 七重の大天守|弘lを経営せんと欲す る事自 然にし



て何等の偶然に はあ らや、しか も話時K 於ける築披家である丹 釈氏や明智氏や松永氏等の

群 ｉ ｾ ｾｴ 栴競 ふ て信長の立を 迎 ふる場合である つ Ｐ｛ Ｑ 亡永 松十 二年 ｬ 亡 はイ， ［ 長白から抜刀で ＢＱＧ ｩＧｩ仰を

執って終軍義昭の掃に二僚披の築城lて従事 し?と。tV時「イ i狩り」と糾へて始めてl T&AJ;t '1と石

を斤j ひ近畿一 以! の寺院詩めに荒廃医師したと干mせられる。

安土山妓の創建tては近議十問の兵力を集中 して三年l亡瓦りて築城 lと従事せしめた。建築

美術K は官時の名工をk:Ih致しーー代の心血 をnがしめた ，大工 -::'1 岡氏li 司部氏の 如き後肱氏左

阿孤氏の金J 1 f ' L於 ける )f ll1'n;氏の漆工、瓦はr ，tJ - j ，田氏の手腕 l亡掠っ たとある 。秀吉の 如きは

手兵二高を容ゐて大石] て岩の搬米lてさを力を杭いだといふ事である 。工成って後イ言長公は阿

班牙の宣教rrni を招致し泰pqlc も此の虫nき大建築ありやと質問し宜数(:lji 亦共事/ ; 怖の)11:由雄大

たるを忠賞に報告 して) ; 仕るのみ友ら歩 、信長公の砧筆太[ [ J L トーの記鈍する「信長公詑」 に

は 安土 ｊ 域天守ｼ制の ｋＺ ｬｮ［ ￯Ｍ ｉ ｉ 案内詑 は ｾ Ｎ ｾ J)1 >e停へて遺憾なから しめてゐる。 此七) J i : の大X : 1' 1外l

は外f四五月雪l亡して三月号機l亡二府の叩|えl突 /+'，-1士る立nきj lヲヨーを有し、内部は信長の閉館たる べ

く、 居室客室を設け 一代の 1"，二ni' 町' 永111をして凡ゆる川口の約FLt を前かしめたのである 。

N' !' 哉天正十年II) WI' 氏の叛IC 辿ひー・]:iJ: J股火せられ山行 1<: 仏! ? したのは、遺憾此上もな き引であ

ると同時に天疋期の 一大型術I日l で- ある此大天川制 IC して今日 1，' ，1現存しあらんか金| 制や鋭|件l

の豪別a も亦詰るに ｾらざるものがあったであらうと返す返すも残念主主次第で Ｇｱ う る 。

6， 大 阪 城 の 大 天 守 閣

豊臣秀吉公は天疋十年六月の ｾ ｦ ｃ 際し天 下 空 ｆ 覇のチャンピオンとして終始し 、 先づ明智

氏 を天王 山 ｩ と破り 、 続いて柴ｆｬ ｬ￬ｩ ｬｕ 川 ｾ ｬｦｚび ｬ 亡純間信孝等と交闘肱酬 しＮ ｾ ｦＧｌ 翠十一年 四 Ｉ Ｚｊ 勝

家を !l主ケ指 l乞絞り共ーII -P4日北のI主械に勝家を自藍せしむるや、|百15ド五月近畿川岡三十徐凶

の大名を して大阪城信IJ 始の大事業 K 従事せしめた。 ーは以て天 Fの可I;ij 植を{i ' Ili 町 fC:';;': 掘 すペ

き根蝶士也を築域する需にして 、 ー は 天下の英雄豪傑を長版せしむる手段でもあったが ｾ ｬｬ ， 党

織El 1氏の遺iωl を縦いで日本統ーの大業 11 : : 絶大の識見と手腕とカf立を誇示する仕事でるった

石 山 城の立芸評であった取は イ ｾＨｒ が若き十年 ｬ 乞近き経験 ｬ 乞徴しでも明かであった。世 ［ 時の

石 山JJt( は二w: 幼1¥と純柿 とに よって好伽!の一大築城で、あった。此二草加! はuJ : f ' L 大阪域の本丸

及二の 丸 の城誠となり 、 ｾ・古は 此 地 の俗ｬＧ ｭ 小 字「ノ ｪ 、 以」の 地 名を「 大め り に改め安土JJ主の

例 l亡より使んに 日米大石を i弱j )コ内海の島々よ り運越せしめ J $地令利用し陸跨訴不[ 山の;%9: 11

ｬ と人 Ｉ ｊ を以て運搬せしめた 。 かくて ｬｩ￭ｪ 後 三 ｾｈ として 三の 丸の外ｊｩｩｪ ｩ 迄築地を終〈て大 ｊ 反域は

伶大友る ｾｦｬ Ｈ 容を以て天下の名城と友ったのである。

此時K 苫; り共 rド制をなす八重の大天人) : 聞は天正十一年五月 l亡着手 し? ととある。そして十

一月工を唆へたとある のは危 巧入門を発動せ し めた次第であるが 、 死古 ｶｴｴ ｬ 主の立 ｉ ，ｾＧ， ｩ ｬ を以て

を ｩｩＡｩ の大天 Ｇ ｽｉ 制を築士ｾ ょした Ｇ ｬｩ は ｬ リ Ｑ かで Ｂｱ うる。何となれは・此天 ＧＺｪ ーｼ持Ａは地主のＩ， Ｇｈｩｮ でなく 、 館

内は武具財貨の拘であり且喰挫であった。 うた土械の釘1<  1制共物がh主主のj占館でなく秀吉は
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居館を天守閣と 別 忙 し? と。後年天守聞が犬矢倉の意味を以て 一種のE空機粂倉庫 となったの

は秀吉の大阪城から饗化したのであ る。秀吉は安土城の大天午| 件j K模して之れを八重の大

建築とした 外槻は安土城ーに倣ひ五唐11ごして 三層楼lと二居の聞が務立せる形であった事は

無間家保存の帥界風を見ても想像に捌くない。 下三唐は外壁を自立Eとし、上二唐は漆黒の

ギ ｲｪ 張とし 、 瓦には金箔をｦｆｊひ、最上居 ｋ は勾闘を廻らし飛偽伏虎の総書彫刻を配世せる ｾｦ

1HJ時の文献花残遺せられであるの共外装の豪華;燦瑚たる事官時の耳目を幣かしたのである

事は今 日再 興の大天守 ｼ制を見て ｦｊ Ａ ｾ 三 ｬ モ過ぎ るも のがある ではな いか。

天正文格段長年聞に於ける諸天守| 認l各城主の意闘により今日のピルデング群立時代の様

l亡競ふて大天守| 絹を築地したが 、多くは大阪城を模して大矢倉とした。毛利氏の既応城の

如き 浮同氏の岡 山城加藤氏の公山城市生氏の合津城、l室長年聞 にありでは加藤氏の熊本城

池間氏の姉路城久松氏の松江城倍、) 11氏ο 駿府1i&:i_L戸城名古原;城等皆夫 k の危巧を以て夫々

の大建築を建立し? と。; b l : 現存せるものを税ても首時の偉大なる文化え藍術の力に打たれきー

るを得友い。そして此等の大建築は、皆自国文化の自然的進歩の象徴にて 、外同文化 l亡刺

略されたのには相泣 友 いに しても此 等の建築基術 は決して棋倣文化でなくて、 皆 ｾｾ［ ｬ 自の ｦｪ ｬｊ

作になったものであ る。共形式に於ては寺院や市'I'E設や居邸の古き形式を利J - J j せ るK せよ城

隼建築としその形式美は武人の象徴としてＺ￮ｾ内容宜質と形式 美との 切貨なるを ｦＡＡ Ｈ Ａ となり後

人をして首肯せしむるも のがあ るのである J うを土桃山期の;域機建築は空前絶後の JII 槻であ

って 、世界に誇る べき建築史上の記鍬であると 信ーやる ものである。

一外紙の観 fこ大阪城天守閣

天f・'F閣の計斐が殻表された とき、米間の

「ホ・ストン」の一新聞紙が次の様な論主1;を掲

げた ::: ] { . があります。

「日本 lとは建築E 恕界として二つの流れ

があ る般に惣はれる。一つは泰西文化の潮

流 lと押 さすもので 、今一つは 日本古来の建

築思潮を現代に還元 しゃうとの運ftl Jであっ

て 、此度の大阪市が号|聾する天守l禍Jl J輿の

司f.業 は後者の思潮 を1Il 鰭化せるものであろ

う。唯我々 米間人か ら見ると 、様式は日本

古城型によるとしても構造 設備は 現代 ｲ ｾ 卜 ｷ

の要求する鍛什且つ鍛筋コンクリー トii Eと

して永久的性質のものとしたい。J

右は他山 の石として官時の i li理事者がj任

も悦ば した記事でありました。



大 阪 城 天 守 閣 の 造 営 工 事

富 士 岡 重

昨秋十一月 l年建せられたる大阪城天守| 矧は昭和の御大砲を永久に記念すペ〈 、大阪市民

の熱誠lてよって造り上げられたる事業として共寄附金を以て此が財源lと充て、我が大阪市

が計喪し 、遠き昔時本市の誌を築きたる盟太件! の鴻| 泌を穎彰し、長へに共の戚! 風を: 後世 tて

胎すべく 111公灯IJ 日: 常時のi "f削lて復する主旨の下 Ic J i } 耐として八重の大天守閣と 友 し其構造

は餓 Ｇ ＱＧＩ Ｇ にして鍛 ￭ｾ Ｇｪ コンクリ ー トの最新構築法 ｋ 依って永法性を保たしむべく築 き 上げられ

7ζ もので司うる。

此を桃山時代 rc ｾｾＮ ＧＺ 太ｼ剥が創設したる哲 Ｑ 叫に似せしむるｾめには 、 此の時代主主設の天 ιＩ Ｚ 謝

κ して現存せるものを院く制作して資料を集め 、又一方 lとは最も準燥すぺき資料と併せら

る k 彼の有名なる黒旧民所臓の疋和の役の大1I反陣の 日! } E( ¥綿花撮って22! 公例建首時の形態を

探り 、特 lとj折界のffl U. 点宥? とる、J I " 岡 F!J土 、武Fl I ｴ ｪ Ｎｾ 士 、 天沼博士 、 今井凶書館長等 ο 批評斧

芭を粧て大成せる設計を以て構造は前記の如 I( 餓什誌の両院lが1 1 ' ，三臥東大阪の高主 l亡忽虫f I と

して現II! I したのである。而して此| 耗j内は大阪の郷土史料の展覧場に充てらる L ものである

大 阪 城 天 守 閣 復 原 設 計 の 資 材

れIJ 設の大阪城天守は桃山時代の俗期なるX 正十一年九月 l亡秀吉命を諸候IC1'事へ、令を天

下! ' L 11i き、三十依岡の人民を殻し下毛布良材を献上せしめ 、大いに工を起 ζ して城郭は大fl 豊

同年十一月竣工し、共後継続して工 'F は同十三年 l乞ヨピり、天守| 誌l も共時 IC大成したるもの

と見られるので重うる。

秀吉の大阪築岐に闘する言 ｅｮ ，は紗 ｩ めて少しその経過の託 ＪＱＱＱ を知る ｾ ｪｻは出米ないが Ｎ rと

世、秀吉の ｦｦｩｻ ｩ ｾ 在で・ あ った 大 村 ， Ｑ ， 巳の誌し＿と「秀古事記 ｊ IC よれば大 lピ十- 年十一月ICは天人} 二

の こ Ｑ Ｚ 事が液成したるものの ｾＧ ｉ くであるが ζ れは多分 ー 犬守の礎石崖の事ならんかと考へられ

る、叉其首時1 ; : *[I ! ' L 駐在せる耳15iN手数(:iji フロイスの報告千れとも[ 天正十一年より日夜三回; の

人夫を伎役し、 二r. 'Ji .のi 1 t むに従ひて之を 二1({ し、 三年以上を抗して完成したり」と報じで

あ り、コく「城壁は削る正:j 大 lζ して悉く石を以て強めり・…・ ・欠合及び城壁はJ一七の高大なると

瓦 ｬ 乞金約を施せるとにより ｪ 辛抱荷 ｦｾ より ｦｒ 見し作ぺ仁此の外 域 内 ｋ 著包の建物多し」と云

つであり 、主主享11はどj > : 丸、二の丸、三の丸とに分れてみ; 丸のYff んど中央lて天ど):1#1あり. 天ιj:

は五Ｉｾと稿せらる ｌ が 、 とれは外観は五府 ｋ 見ゆるもので あ って、内部の階数は八 ｉ ｐＧであ

った t の L 様で dうる 。それについては文紙として左の如きものがある。例へば天正十三年
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十二月古川粧をどの泊息l亡小早川隆景と古川元長が秀吉の案内で天守K 登ったととを語って

「彼天 ｾｦＡＧ 泣御成 ｩ ｩｉｊｪｻ叉秀吉枝御案内 ｋ て見せ被 ｬ ド 大天守は ｉ ｜ ＮｉｄＺ ｉ とて不及言語事候」

とる り、 叉殺見郷詑lと天正十五年二月城内秀吉謁見の伐に

「相図仰云可被見殿主之仰也、各起面之口テ開各入I"J 、八重計鰍 J

と述べ 、更に天守各居t亡武J 1 金銀其外唐物等を世いであるから七珍高査中 k 難書識 しとあ

り外! 閣内部の結構ともに大目告は1m察がさるるのであるが特lと内部の部屋 々々につきでは玲

んど記されて 居主主い。 522し首時の天守| 酬と して最大のものは安土と桃山と此の大阪の三者

で-あった事は明かて・八重式は七震のもので最も此大なるものに局する。叉蕊 lと大阪城天守

|耗lにつき最も貴重友る参考資料 としては前述の如く 黒出f実家所蹴大阪llili )j. 7風で・あるが共の

大きさ縦四尺九寸六分凶十一j ミ九寸五分るにその事者ーにつきでは二説あるが大阪陣lと従

軍し＿とる人の筆である ｾ ｪｻは疑を入れざるととろで 、 大阪陣後間もなく苗きはじめ Ｎ 黒町長政

公が夜したる 元手口九年八月以前 K 出来上ったものと見られて居る D 恐らく大阪陣後間もな

く構闘に若手し? とるもので・大i茨城の規模を最もよく努髭たらしめるものであらう。

闘は本丸のJ i J f で夏陣即ち元利 ie年五月七日の戦況の一昔I1でるる。とれによって見れば天

守は n.府の建物で二iJi : 以下は 塗詣で証うるが 、五重は廻廊勾欄 を廻らし、勾係! の上l亡は鶴、

下にはr J f . の金色の彫物が絞められで ある。切JEの金具も亦黄金である D 瓦は全部銅でるっ

て上月号の脱及び棟瓦等は 金の色をなしである。右方t J . る大建物は所謂千挫敷で・ある。要す

るに大阪城は秀吉公が天 下lて蹴令する根燥地と して大規肢の築岐をえEせるものである から

共の天守も信長の安土域に倣ひ てしかも之氏勝れり ともあるととろのない ｊ ｾｉ 大 なる建築を

興せる lJ;r. は|明かで ある 、がう恥|て城のk，，'，(/年は「信長言E . J fr. ;; .H:I I1Ir . 詑鈍されて居て各室内の装

飾 l亡亙るま で詳しく安fl る司王を得るのでるるが . rとピうえ: 土城tとあっては信長は天守闘を常の

居f1: として居たのであって、従って室内の装飾や総高等も善美を極めたるものであったら

うが、大阪城 lてあっては天下は巴 Ir . 太平の策運l亡向ひ居たるが矯めに 、秀吉は此の| 組内を

常の肘住所と左さす=、財IT等を j討すみす るととろの倉wのfflf r . 充て 、居H. Iモ刑ひたるととろ

の他の殿舘に大 fr . 装飾を力JI へた るものと見られる。即 ち天 守閣は必要の時lと首りて臨時笠

閣して四方を展望し、または ー判事ありたる時に筒城のmlてのみ居住するものとさ れたの

であるが. 外j国だけはf i ，pま』? を上唐勾協lを廻ら し、 彫刻物を飾りつけ、之 lζ 金色のm飾を施

したるものであった事は決質叉は肝 ｊￆ｜Ｎ 絡によってよく知る ｾ ｪｻＮが出ういるのであって Ｎ 天守閣

の外慨は此の大ii 反附界風納が最も披るととろとされるものである 。

我問の ｘ 人Ｉ二五Ａは ｙｧｸ 閣ｼ時代なる桃山期を以て最 ｅｅ 時となしｾ ，くの江戸時代の始期にかけて盛

に逃皆せられ叉共の建築技術も極度 lと張達した るのでるって、今其の現イ長するも のを求む

れば似めて少数であって 、研究の資の僅少友るを喋ぜられるであるが 、それ K しでも桃山

時代建設のま L 残れるものとしては誌に五指を屈する事が出来るのである。

.E! fl ちー下の虫11くで、ある。



桃山時代の天守闘にして 、現存するもの

築 城 年 名 者G 築 城 者

天 正 二 年 丸 岡 披 柴 悶 勝 家

天 正 十 七 年 成 島 域 毛 利 郎 元

天 正 十 八 年 松 本 1攻 石 川 康 長

院 長 元 年 大 垣 旬並 伊 総 面li ｾ告

民 長 二 年 岡 山 :lJ i証 字 主 : 多 秀 家

以上のも のも其の後度 k 修理をカ11へられて漸く現存するものであるが 、此皮の太| 茨城天

守|制 l年建の設計 K 際しては大 K 参考資料とな ったも のである。

仏政III 音sの建築的装飾や手法については 、主幹lモ此時代の: J t山期の建物が数多く近畿心地 IC

挫存して居るので此等のものを多く 参考と する 事が出" * たので b る‘ 即ち大1.
1

他Ji忠lS1マ寺fr.庇nr門
t

リL、 ｉ ｾ凶 !卯日

ヨオネ本トド旨正;願ミ寺t干
2

内飛雲閣等は袈柴2第i百5の迅

物と稿せらる L もの『κと引{御t卸P香官表門 、高草子f 表門、 盟国ili lll M止I，tfl "]、 本願寺山内門主与がるり 、

書院には西本願寺白書院、黒岩院 、金地院方丈、l干
jijini 寺小方丈等がある 。共 ICいづれも桃

山時代の美 しい喜術をうかがう事が出来るのである。

桃 山 時 代 の 工 墓

大阪峻天守| 制はその内部の結構 も首時の文化工笹美術の降をあ つめたも のと見らる L が

大阪城完成後K 出来たる伏見桃山峻は金銀善美をつ〈し後場成天皇の行幸を 1qJ ｾ、だ京都栄

紫 ｕｾ 共に今はなく 、 官［時のま ｌ のしつらへ を見るとと は出来ないが 、 大阪岐が以て犯とし

たると云l生れる安土城天守閣の伶闘を[ 信長記 J IC 記しであるととろを見れば金銀 、J! -i貨

ｻ 俸給 Ｎ 黒 ｪ 案 、 朱安を以て数十の鹿放を飾り 、 絡は金泥 ｬ と名匠 ＱＧＮ ｪＺ ｬｬｩ￭Ｇ 永沼等が雄他方主る ｾ ｲ ｜ ［ を振

ひ、金具は名工後藤卒 ｄｾ 郎 ｬ 亡 、 大工 Ｎ 漆 Ｈｲ ｩｬｩ 、 瓦職 何れ も首 代 の第 一人者が命に従 って馳せ

参 じた dl が見へて居る。也'1亡安土時代の美術の結lfl! とも 云ふぺきであった。思ふに大阪城

天守|制内部のjlt 麗も また之 l亡燃やるも のがあったであらう。

豪快なる性格を有する ?; 占のととであるから 、此の時代の工翠美術は縮@'i といひ 、工製

品といひ、風俗 と云ひ自ら豪放でi間違なるものがあった
J 建築 l亡於ては前記の凶本願寺の

山門、 書院、同構内の飛芸: 閥 、大iJE寺唐r']. 盟関 ir，II IM止。庇門な どは楽祭215や、桃 山峡のi立

物であるが . 前持代の室] 汀時 代の様な 地味なとと ろがなく 、積極'i'J I ' L 忠ふ存分やって見る

といふ時代精神がよく 表はれてゐる 。叉檎苗やj彫刻が'.llt lc 建築物にまで舷用せられた。 ヰJE

K 天守閣内に も華麗なると れ等の ものが脱皮に施されたものでるる。縮茜lとで はめと野祇に

永徳や 山楽が出て桃山抜や楽柴第の陣子やb
二

fJ!li l l'L共の雄世sなるさ去を探ったもので、とれ等

は織固の雄大彩色の些却なる鼎に共の特長ーが見へ. 時代料請111がひらめいてゐ る。彫刻には

2 5  
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かの有名なる左甚五郎たどの名こじが11' ，た。韮五郎が左利きであった事は有名で・あるが 、色

k の不思議友る体設が津山 l亡主義って泊るのを見て もその名工であった事が分 る。 とれも 多

くの建築物に共技をふるったのは多く現存して居る コ

茶の湯の主f I きものも前時代I ' C ij  1きつ ピきて益々伎に行はれ、千利久などの名人が出?と。

従って茶械にも種 k の名品が/1¥て漆総や陶持は頗る褒逮したものである D 叉蒔檎も大K 進

歩し? と。秀吉の夫人の浅野氏の l利居したる京都の高草寺には共の模範的の名品が多 く残 つ

てjit るが、必、部、紅葉1 . J . どを巧みにお生的 l亡表はして居るが. 此のたぐひのものを世に

高草寺蒔繍と云はれて居る 。

此度の再建の大阪城IC もi侍約彫刻等をmふる司l とし、勾欄のある最上府の廻廊の八方の

il .1: sJ11 ' L は大時給を施し、八委の舞鶴の漆I痔絡を施した。此の岡裟は京都の樺部靖五郎氏の

乎をかlはし、漆工は金滞の人名工遊部石到す氏が地工したのであるが 、コ ンクリ ート 板の 上

つの特色である コ一面八つD ブロックに分? とれlと直 l亡漆を砲したる特許方でるるのが叉

て張り込まれである。その鶴一泊の太さは約六尺あるのである 。叉型! ! l 似の下の八つの笠岡

には 黒 地に 金 の虎の ｾ ｾｊＮ 肉彫刻を現はした 。 之は 銅 奴一枚仮打出し彫刻であって共の 一 毘の

大さは 長 さ約十一尺 高さ 五 尺 と 云 ふｦ［ ｾ め て 鬼太なもの で あって、我図打出し彫刻としては

最大のものと郁せらるト 大阪の人 J..:. 図書郎氏の原型築 lと似てるも のである 。

さて此の天守| 制再建の工事は斯界の昨j点x.を集 めた天守|制出岱委員 合が定めたる大*1却の

下に大阪i I i 土木部建築却 に於て 訟，; 1也l亡工ヰ i の主仔を な し株式合祉大.j :，j¥k: Uの請負 l亡より施

工完成されたもので②る コ

ｾｾ の 脱校 の ｫ ｬＡ ｬ 持 を身まぐ れ ば

IH- ]は脱出川十 l ' 米突 を有す るl(イ i を以て築き 上げたる IYi 北7: '.) 二: I-I IIJ !.k凶 /) ト八/l iJ の 日lS!

J-.l c ill ぷせら れた ので b って。

Ｈ州ヒ寸 法 ｬｾ Ｇｉ Ｉ ル ｨ
ｾ Ａ＠ lilj 寸法 1'17 ＩｾＮＮ｛寸 Ｏ

3o:2 I'l" 7介 7 勺会F建

1二34上'1' 2介4勾士1'.延

建 築 面 積

バと ドq ， ｊＧｩｊ ｾ Ｇ＠ )¥_) 市 ｾｴ 寸 ｩ ＮＱＺ［ Ｈ )υ  (  1'1、j
tJ 't joi  ｾ＠附
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高さ地盤面より石垣上端迄 44 尺

石垣上端より大棟上端迄 131 尺

暗 高

1 階 16尺
G 階 12尺

2 階 18尺
7 階 14尺

8 階 18尺
8 階 14尺

4 階 18尺
計 120尺

5 階 10尺

構 這

構造の主瞳は鍛骨・銀筋コンクリ ート忙 して周壁、床及屋根地は凡て蟻筋コンクリ{ ト i去

にして現存の石坦上地盤中央部を十八尺: l ) f f i 下げ総訓りとたし、銭骨・錨杭コンクリー トの一

枚基盤を構成 し之れに二十四本女) 主要鎖柱を建て斜梁 、支柱 を以て建物の重量 5DGO 噸をと

全部 中央部に集中せ しめ周監の下端は翠 K 四周の石I E と接するのみにして之れ民事11mを頁

荷せしめざるものとす。

柱、梁、壁梁、中間梁、持出梁及び斜梁、支柱等の大荷重を負ふものは梯子組叉は楳剥1

杭迭と主主し之等は凡て鎖筋コンクリ ート を以て被覆す、屋様際の雨負 、前包、 裏 1-1' 、I波風

姐等は銭筋 コンクリ ート 打とし、化粧車百匹、茅負はラス張りモルタル塗と し、 屋根地 ilLTl-f ¥

の部分は鎖骨構造l亡ハイリップ張りモルタル捻りなしコンクリ ート 打とす。極水形及木ili

J協子は潜形 コン クリート打型を屋根裏にボルト締めに取付けたり。

仕 上

外装は最上暦は那智石漆黒人浩石又は黒 t ルタル銀腕仕上とし四居以下及 1-.屠萎は白 モ

ルタル塗り仕上げとし階段室及び手摺等は人也石初 1- 11し仕上げ、床は最上階は木ii!i プロッ

ク張り廻廊は人逝石研出し共他の各階床は凡てターピアモルタ J t- 主主りとしたり。

屋根瓦は黒銅を以て本瓦立とし、軒先巴、及唐草J . f は金絹張りとし各棟、下り棟 、隅秘

等 は 鍛筋 コンク リ ー ト打出しに銅板包みとす。八基の籾Ａ蹴は青 ｾｦｩ￬ 舘 ｩｩｅ 金絹張り、鬼板 、 品

会、及飾飾り 、破風銑は銅仮打出し金約張りと したり 。

各窓障子は鋼製に して窓外部には鉱絡子建込み 、各扉も銅製としペンキ叉はラッカ ー主主

りと す、上居廻 りJ像の勾欄並各階段手聞は鋼製黒漆塗とす。

階段は餓筋 コンクリート i立にして一階より五階迄は州日|問、五階より八階定は二11r. 1所に

して此の他は二基の昇降機 を一階より五階迄 l乞過すτ。ーー件?には 7k0l 使所 、手品l 所 、看守控

室、下足場、及物置を置く。

起工は昭和五年五月ペ日地節祭を行ひ 、同年 )L 月二十八 日より基礎コンクリー ト打をDH

始 し、 同年十二月十七日餓'iT立柱を始め 、昭和六年同月二十四日上陳式を来行した。同年

八月 三十 日大練蹴の上 昇を行ひ 、 外装の施工の先日ｾをなし、翠九月上居の叫時紛の張上げ

を了し、同年十月三十日工事の竣工を逐け・た。その間十七ヶ月二十五日を要したのである。

工事費は四拾七高一千四百九闘を要した。

2 7  V If 



大阪城天守閣構造計算概要

竹 内 政
ム

口

、

可

J

・

此度建築協舎が大阪城天守閣を誌上 fC : 紹介されるに 際し村lpili 概要を要求せらる、本来訪

建築物の附造計算; 並K 設計は元Ili.)支(:iljJ II 口先輩の宇 陀たるも の友れば氏が直接説逃せられ

る折: でるった。然る f(" 稲作干近時氏の多忙なる震首時時浩製岡 l乙首り しノj、生tて是令委託 され

之))川原石r' ::jr:者切首ij 一 日友り念棟認めたれば事的l乙失すると 111口氏本来の御持論と杓: 合せ ざる

やの! 長なき にず|三十も 、文官小生にあるものとし柿isfit 援を| 附辿する事 ::j，くの如く である」

11]. 01; 天守 I#Jの敷地は勿論哲氷収{ ( の基出石垣上てJ 七の高さ! 日:11)己主的基より石煩天端迄H 尺

その 内郎は すの他 ｬζ て係 Ｑ 尺内五 Ｕ 寸の石塊及び土塊を以て ｬ ｦ ｾＱｾＺ 硝 とな し、共 の周監行ＮｴｩＧ ｩ

は花i布石を以て入 念に些積 されたるものであるが 、周知lの虫n< 古米再度の兵誌 により崩壊

せね迄 も可成の損傷を来し本来の機能通り lc: aiXf，lj せ しむ る4f f . の似め て危険なる事を知った

閃て周虫陀は絶針 Ic: iPX荷を泣け; l ; b! 立内怖のこL塊を日，' ( : k ( (i O} I!_ x  7九尺 ) 深さ を銃イf 二1: : 表商よ

り約 11. )叫1饗して新基礎を築i s : し本建築を起 したる もので dうる。

基礎地耐力 は荷主試験 ( Surface test) K 因て基壇上部及び基型脚部地盤 。二例 所

l亡分ちて是 を行ひたる K 、前者 Ic : 於ては「銑餓J 20  ton の以杭試験10 日l亡於て何等沈下

を認めや。先十政荷力 4 tonj 口 と 推 定 し、後者に於ては 河椋試験 5 ton 一週間累積試

験により七分の流下を兄 、( 雨の話相々不完に失す) 安全i!(!{ 許可1J J ・2 tonj げ と 推 定 す る

建物の組、重量は 8: 060 ton  

地誌水平努力に依り基堕 IC : 及す霊長

地i I K 悶り基礎下 IC:カ11はる 1111能捺

基礎の服装 60尺 x 75尺

従て基礎下K 停はる朕ブJ 最大は

JO R G 8 0 15n750000 

川 τ =一二一一一+ __' ｶ Ｚ Ｚ ，， ｟ｶ ｾ ， ｶ ，，ｾ＠ ｾ Ｎ＠ ^  =  1. 025 +  1.丹85

1;0 x  7.') 

]  Ｎｾｮｯ＠ ton  

:; P h= 15!1，750，nOOI
持

= 3.61  t onj 口1 く4 tonj巳11

1. 300 

水不リ ｩｪ ブ ＩＱ 亡射して要求せるる法礎下 ｬ 亡 ｉＩｾ 、る日 ｉｉ i nncr friction 係肢は τ 一一一 = 0.15 9); る
。.り00 - .  -- ;; .， .  .， 

ｦ ｕ 島国自 ＱＱ Ｚ 石塊智 ｩｖｴｬ ＧＮｊ濯 ｩ を拾するに失の女 ｮ くである 。 ｊｬｬｪ ち日 ＱＱ のＮ目、 ｦＨｾ は積物等に闘する各

報告を参J ! ( "I，して大関lと45、伐と考へられ 、更に地主主の場合 l亡於て'ι 度 0. 11c::f-i して約 r を

減 歩るものとすれば、 民広 0 2 とするも 35

0

の危険息J f Jl と安全ならば先十該構越はスタピル

で" a ; らうと イ言や る 。|天lて基型の脚部地盤; u{ l HC: : 於る周縁石l i ' ( 内商より 35
0

勾配のづ li Al 似内
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に基礎を包含 せ しめば息角 35
0

fZ: : 於て tan350 -+ O.Io5 と友 り、前述の水平明力に よる fill

i nner fri cti on 係 敢 に 劃 して 勿倫安全である。

Rヨ押耳，t J i . ノ処 線 長 岡

キ

更iに亡基壇脚部埼地l盤tに乞於る戟力を見る iて基 礎下jIi砧叫端lkG出i1泊;1j より息息、f戸向{J Ｔ必 ｪｾ 寸 Ｚ の勾配を ｕ以、て ｲ眠《がれる ｰｲｩ に 」

smJ 内:土I上1塊 の sur char屯ge IκE官市前ij 出建築物 重量を7机'JI爪1: へて 小:計計十. 1防5，'

地 震 ｉ ｺＺＺ亡よる上部 よ りのモＭメント ］ ｾＮ Ｇ日 ｯ ton  feet 

Pri sm 底面の水平努力 =  2.350 tOll 

故に基壇脚 部地盤 tて於る最大魅力は

F 15.660 9.750 

山 ］ 寸立支 Ｑ Ｍ ｾ ｩＺｊ +  Ｎ ｾｾ＠ ＢＧ Ｎ Ｎ Ｍ ｾ Ｑｬ ＴＲ＠ =  1，063 十0.035 =  1. 1  ton/口

] 29 x 一寸了一

則 ち地盤耐力 1.2 ton/巳1 と見れば定金でるる。

以上の如き地盤上の考証を経たる後基礎は鎖骨・梁 と鍛筋 コンクリ l ト梁とを経緯格子刺I

の 、ベ タ基礎盤とし、周縁は突梁形に張出部分を以てこt:を H歯締め安定主主らしむ 。

上部構遣は震度 0.15 として耐震計算l亡耐えしめ、前基礎上21本の主棺住を基本とし

て鍛骨を Cage &  Ri gi d St ructure として結 櫛 し 、是 t亡餓筋を布1¥1回、し concrete を以て

被覆せる耐震耐火柿ii!i である。 f，'，J その阿周に取付く雌風廻り及i J tTの類は建物の闘係上外型:

諸共 IZ : : 例の主鰐 l亡釣下げ或ひは突張り一切従材として取倣ひ可及的荷重の中央集犯を量っ

た。尤も従材と栴するも W indbrace 又は diagonal menber  Iとよって剛枯せしめたるは

勿論である J 出来上り主韓控の断面は下居 lて於て 90 c m' 鍛材は等脚 angl e 八伎を以て

pheni cul ar syst em IZ: : 組成し web tie pl ate  I' C より縦f1Ii 交互格子型に連結す。此の佐型

は該建物の如 き卒周型K 於ては . 梁との連結上最も令理的K して且充分剛ならしめ得ると

共に銃鋲 も僅 少 とた り現場 打 ribet i ng を少か らしる事 K は最も効果的危りと 思 惟せらる

梁材は大館中央 深 45 c m 支 端部に於 て 1; 0 c m の 出来上り断商で鍛骨は矢張 . 等脚

2 9  V I I  



V I I  3 0  

angl e 4 枚 I 形組格子梁である 。主鰹柱脚部K 於け る nor mal thrust は平均約 400 t on 

である。

床は鎖骨鍛筋コンクリ} トの大梁ノj、梁を使用し? とる beamgi rdersyst em とし sl ab は

鍛筋コンクリ{ ト厚約 12c m とする。

壁控は厚 15 c m の銀筋コンクリート 壁なれども鎖骨筋違を入れて剛ならしめたるは前

述の通りである。

架構の計算 は所調 Sl ope def l ect i on met hod tL従ひ、 更陀斜材を有する 場合の解

法は次の如く是を蹴張する事が出来る 、別ち斜材の場合任 むの貼 C の 毛ー メン ト Mr. と

して y 軸方向の提み を y とすれば

3  

財

B  

匂ら司串

当主J

.l - 一一--<8'

二 五 之 =_____t_生_ wher e ｦｾ＠ young' s  modul us 

d x '  El c os夕 、" " t I  moment  of  i nerti a 

なる閥係る り。此の場合B 史(.;の d 駄に到す る相法j鐙位あ る場合に

所謂 ｒ の係敢は普通 の 釘 ｼ く簡単なら す］ と ｾｦｾ も 、 直陪 力 の影響 を 無

視し従てB 黙の知 A I 亡到す る相笠J鐙伎な しと考へ らるる場合に は

普通直和i 材の場合と金〈同公式lと依 る事が出来る。但し 仁川 ，C
B A は Hor i zontaI di st  

a- nce ( l ) を以て表 は し剛比 K をill lJ るに l j cos ，? を以てすれば . 也線材の場合と全く 同

公式 を使用する司王が出来る。

上 越 の ｾｮ く ｳｬｯｰ･ def l ect i on ｭ･ｴｨｯ､ を斜材に迄鎖張し 、 更に元数組めて多き 此 のｾ ｦｉ

き架構l亡は適首i ' L i terati on 法を 以て近似解法を行ふを千平過と するコ

荷重に就て 動荷重は建物1m究者の符集度を一入賞り ] ..'5 平方尺と見て Max. l lve 

load=  ｬ ｏ ｏ ｾ Ｏ 口 と定め dead JOl d の評聞は凡て市街地建築物法の規定に準捺した。風

眼は霊直商 40t - i O持/ 口とすべしと! i ! f!同地震影響が c巾 ical なれは・架構汁算iとは考へや

地長度は前述の如く 0.1巧とする 主し天守閑の地 居は古米石 山本碩寺とて要害E昼間の地

山たるが 、そ の後期震度を 0.3 と見る時共の弾性限界を考l征して安全度を 2 とし 、梢出設計

lと用ふ る 民 度 を 与一=O. l i> と仮定したのである 3

更に建物自控r . t ｰ ｹｲ ｣ ｬｭＺ､ ｬ ｬ の悩めて探訪 ｬ とは安定なる 庁 長ｊｦｩｊＺれ定 、 ￭ｾ Ａ支 も それ以 ｩ 二 ｬ と

考ふるには及ぼやと 思慨す。

トラスは闘式解法により 、不都定なるものは leas t work pri nci pl e  IC よって未知数を

定めた。

梨中 ｬ 日［の俳法は以上の原理 ｉ Ｇｃ［ｉ，ｾきたるもので Ｑ 注目＿的説明は極く附 ｬ 切にた ￟ ベる事にする 、

建 物 重 量 の 計 算 主桂 濯の軸塵カ <i  l 1柱)

8 階上部荷主 1，275，000枠 8 附 49，32仰

8 階 床 の 府

7 階 床 の 厨

]  ，353，(;80持

1. 389，200持

7 階

G 階

114，120神

]  30，320持



日階 l末の M 1，818，000枠 5 階 195，120者

4 階}未の 暦 2，213，000者 4 階 259，920骨

3 階 床 の 屠 3，304，000 !  3 階 324，720非

2 階 床 の 居 3.117，400者 2 階 389，520非

1 階( 穴蔵) (基礎自 重共 ) 4，950，000件 1 階 454，340持

基壇 l乞か L る総荷重 1' 8，660 t ons 基礎 624，940者

⑨地;広に よる水平術亙と lJ 近l梨燐各居のS " を示す。

11架椛分布係数の和 金水平的力

屋根 底全水平! J H力 191，200者 3  5 .  =  63，800持

8  階 394，000非 3  5 ，=13J ，400持

7  
階 u02，000書 5.5 5

5
=109，与00骨

5  
階 875，000骨 6.5 5 ，= 1;34，与00件

4  
階 1，207，()OO持 6.5  53 =  186，000件

31 vl l  
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l'f i  11判 前イ'{ J，t.hhの内滞

在銅ｷＮｾして礎石をほり ＡＡ ｩ

したる もの

u's 2  ｉｉ ， ｾ ｉ＠ ｾ， ｴ 磯 Ｑ ｜ Ｑ Ｚ 方 を光 ｦ

して紛コンクリ ー 卜を 打

っ た 所 士 示 す

第 3 ｛ ｉｾ ｬ＠ 'X. '!'J・9J ' ; 込の完了

を示 す
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大阪城1 a J : の公園計董

椎 丘
〈市原

昭和の御大躍を氷遠に記念する主主め大阪市民の熱烈な愛郷心によって 、奮大阪城の! 長捕

が公園化し三百有後年間失はれてゐた天守閣が再現せられて桃山時代 そのま L の豪華な雄

姿 は俄然 として芸表 le 鈴え立ち 、大 大阪の新らしき表徴と友って市民は勿論来阪す る圭園

民の箇慢の的となった事 は 拘 ｬ 亡 ｬ 砂、ばしい脳みで 、 御大位記念芽 ｦｾｾ としては蓋し之れが右 ｴ 亡

出十 る ものはたからう。

想、ふに大阪城は史蹟陀乏しい大阪にとっては宜 l亡史的機j点であって 、之れを開放し公困

化す るに富; つ ては . との城泊1: 公闘の設計の悲調となるべきモット ーを何れ K 置くべき か le

就 て は齢なから す］ 考慮Ｚを要した〉叫んや大阪城の如きは身を寒族に起して段高 ｌ 反 ｉｩ ｾ の大業

を成就した、 一世の3 t f祭巳.'，l太閤の)Ii 闘を偲ぶl ' L il る祈有の名妓たるに於てをやである c

顧れば十二年前、自分が大阪市 lと来任した苫; 時との大阪城を近き将来K 於て 、大阪の中

央公園たらしむぺき理想 、の 下に「大阪 城 駈公闘設計案 ｬ を稿したととがある。その ｾ Ｎ ｉ 整案

は ， ｖｾ ｪ 大規模で‘るったが っ 々大阪市としては首然とれ位の ｲ ト Ｑ 央公園は必要であるとの見地で立

楽 したのであった。その後打続く維機界の不振の薦め之が貫| 際化は 困難でdうったが 、今 回

好機舎 を得てとの計霊の核心と友るべき ー・部の宮現されたととは自分K とっては云ひ知れ

ぬ快7伎をf 感じてゐる。更に越年かの後に許防ミの手 l亡よって全計聾の完成を手伝ってゐる次第

でまうる。女 iて制稿の 'I
J

j.子を抄記して今弐の大阪城公園試計の要旨となった出張駄を明示し

て世とうコ

i .JJ IJ 々大阪城は之れが環境l亡何等雄大友る 山Mの背景無き平凡友卒地 K 築迭された抜草11

で斯くも崇高. 議Mt の観を有する所以は主として品It 碧の深泌 l工大なる域壁、聾え立つ隅l制

等の 建築的月上芙が海然綜合して 一種の ￱ ￍｬ ｛ｬｦｾ ・ｾ賊するからでるらう 。 此の崇高の念、とのｊｉ｜ＢＺ

草の憾とそは常 le我々に探述なる fY志の設動を促して無映の感化 と教訓とを興へて :呉れる

もので . 如何なる放心の徒と雌も一度との岐頭 l亡立つ時は疋然として - H不可似・な敬度の

念 l亡布I i はれるととであらう 。之れとそ所謂史的生命の利l秘力でなければなら友ぃ。 とのり!

的生命と楼jぷとを絶割に傘君主して 、現代の時代将jllil[1を加味して jj 皇賞の設備を施した友らば

之れとそ市民 文化の源泉となり 、真 lて意義ある教7今' 的友公閣として菅K 大阪市の一名勝た

るに止 ま らや、 我が閣の誇とするに足るものが出来ゃうと信やるのであるコでは自分のf好

調時 i¥_ 精神 を加11床し?と施設とは如何なるものかと云ふ l亡、}' II .li 投. 記念館、美術館. I組|書: 制

枇交舘. 音楽堂 、髄育館、杭物園 、競技場 . 大集合場、豊岡 ilil[ ljltt等を設けて 市民の智育 、

3 7  V I I  



大 阪 抜出上公附設言1- L J ' 而|叫

徳育、韓育及趣味の瞥殻 ｬ 亡育せんとするの意である。又公 ＱＸｾＱ 設計上の様式 ｦ と就て ｪ Ｚｭ［ｾ、れば

大阪被sJi:f亡於て最も遺憾とする知は名古屋城、姉路城、和歌山城共の他の:岐sII: の如くその

中心とな るべき天守閣の存在せさ由ると、減配として必須な穆然天を J!芦するが !mきλ 樹巨木

の存せざる率直でるる c ｕ 佐 幸 ｬ 亡 二の 丸の ｈｾｬ 、渡柏門、冠木門、 ｉｦＮＺｴ ￮ を使用し＿と ｬ 及問、宏大完工

城濠等の雄大豪放君主人工的建造物のみによって往時の盛視を迫恕するに ｾｾｨ からざるを欣ぶ

もので 、斯の:域事11形式の統一美を遺憾なく護部せしむるには自然芙を主とするよりも人工

美を主とするの勝れるを肯定するものである o との故に前記の時代和lf 'lill lを表現する諸建築

物を油首に配置して更に人工的建築美 を盆々護部せしめ、之れに去図的施設を瑛ら し自然

美を以て調和を計り、 Ｉ Ｑ ＱＺ重ｴｊＮる威容と清 Ｍ ｭ なるま ｬｈａｦｪ 趣味とを以て飽くまで古 抜 ｾ ｩｉＺ としての

- HJ.，'<匝? とらしめんとしたので②る。

若 し然ら守して全闘を悶ひて景図的治図施設を以て撹ひ現形を甚だしく 主主更し、更に是

れに縮景式或は自然風景を模造す るが虫f I きノj 、市ru工の手法を ))11へ、金属lを遊覧、娯楽を主と

する俗悪の計聾 は元より我 k の執らざる庭でるる。
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以上の要旨を以て 号| 聾した大阪被fi!. 1上公国計笠岡( 柄iliXB 民参! ! のを次K 解樺して置とう。

先づ公国地域は域内法共 17 高 8 千坪£ 外周 9 高 8 千坪合計 27 711; o 千坪であって 、外

)，I，'Jの公園地域は南はまi T I l"j 外防接 より射的場 K 立 札 西 はtP兵第七 制覇司令部、元地方幼

年早校:&Jji 谷 IUJ 二三丁目 l乙至る電車通 りまで. 北方は惜行枇一回、京柿より目IjJ'll: i' 橋 K 至るi TI :

兵廠の一部、東は外泌1'11沿ひでRi1!i I"]K 至 る迎週路で限ってゐる。史K 施設の内容を常設し

てみれば

1. 本丸内には次の各設備を整へる

1. 天守閣の復興

2. 皇室の御用 K 充て奉るべき 御 殿 と して紀州御肢を改修哨築せんとす

3.  大11ft I亡閥係重うる皇室御版代の{向JX;J)業をi且憶しぶるべき記念館建設

4. 水道貯水池を改造修飾して公園として自 Ij I I ' C利川し得る やう に施工

II 二ノ丸、 三ノ 丸には E誌にの泊り施設 を加lへ る

1. 樫門前東方に美術館を建設

2.  :1子活門内に大温室を建て純物WIを設く

3.  大 手門内北部 ｬ モ大競技場 、 武 ｾＺｴ｜ｅ Ａ役 、 背楽堂を建設

4  京橋門より 背屋 口1"] I'C至る 間は ;立遁散策を iがくにせしむべく j瓜致的地臨をぷけ本丸 と

の連絡の矯め哲極然橋を復哲す

5  玉造門内より 育犀 口を主主て京橋口 l亡至る匝 11I J を純物| 舗に充つ

IIr 外周 一帯即ち外苑には次の設備を撃へる

l  京橋 口以東は 小供遊戯場に充つ

ｾＮ＠ 同 西 ｾｴ 腕場 ｋ は闘 書館を建設

3. 玉造門外股壌には盟国府Ilffi止を建立

4.  城 南濠沿は 大手 門外 刷脇と Ｚｪ ｾｾｌ 紘樹上也併に充つ

5  大手門外隣場は玄閥 口なれば天満谷111J 線及城南緋 に| 羽まるる 一享11を充て中央 l亡町'("IK

地を造り六 つの欣射路を 設 けJli '(制定E る緑地を形成せしむ

以上の各項 は自分が' 喜て起楽した大阪城ぬ1:公 l)i ij の計苦笑の大間を ;t } t 明したつ もり でaうる

が 、紙 数 lと映り があ るのでとのはに止めて今度目施 された大1聞記念事業大阪J成公凶の設計

施工の在際K 就て筆 を進めやう。

要 す るに設計の基調Ir.I:医史的得 肢を傷けるや う友一切の施設を避けて城が1; の本質を波却

せ宇 、而も域凪:美の夜七11を助長し得るやうにとの方針で城枇の公国化を 註現したので dうる 。

即 ち 紀州御殿の庭園は純 日 本式のＮＮｦＺＮｦＺ ｾￍＨ としたがその 他 は大般に於て整型をみ ［ 位とした折衷

風の様式 を採って多数の米同者 l亡公闘 としての使命を: i l l 憾なく述 し得る やう 白m化を考lむ

K 入れて質施したのでるる 口大手門 より 二 ノ丸 を通って本丸 l亡到 る主幹路西側の改造の如

きも 、山 里丸の在来 の 桐ｾ ｕｬ を ｪＩＺｾ v、て庭園設備を整へし如きも 、又j貯水池周回の廻遊路を改
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修したるが 如 きも 、 ｦ ｌ て ｊ ｪｦ ｊｊＦＮ 問機であった ｊｮｑ ｾ ｊｴ のｻＩＮ ｛，訪日を ｲ ｈ ｊ Ｑｽｾ平 ｊｊ J  ＱＩ する主旨 上 、 ｊＩＦＺｊｗｾ Ａｬ ［ｬ 特

の環境に制不 ｊ ｊ するやう各 Ｉｪｊ 白 ｩ ｬ ｌ ｾ 汚ＱＮ ＰＺ し て計詳したので主った 。

公隙! と して/JiJ!Jl された 地引は JI，占 lス，1 2 出 2 千 63 ￞ｲｾ と大手前 Ｘ 千 Ｖ 百 ｈ 主 ｆ と介ｾ ＭｉＧ 3  

ｾｾ ［＠ 7 百 i TI' とでがJ I O出 I ごf- J f可卒ブJ 米 lこ吋る ι 昭和 同年 二 月 の di (-¥" で 此 事 業 案 が 議Jたされ 、

陸 軍 首 局 の 許 諾 を 得 て 同 年 八 月l亡iW工 、昭和 六年 十一 J=J 1と竣_T ! : 背げたので、あった o tiJJ 留

された 公 闘 設 備 の 概 要 を 制介 してとのl i' ，'Sを柊るとと L しゃう。

一 、闇 路 改 修 及 新 設

主 幹 路 は JJ，x頭 開 場 よ り 大 手門 、位l門 を来ii て 紀 州 御 殿 riijを過ぎX : r/件11亡到 るもの でrM' ; U 4  

問 乃 至 Ｗ 問 ｬ 亡取扱げ路 ｲ￹ ｩ ｾ ， Ｑ￬ 法は砂利よ ｅ と友す 。 其 他山 Ｑ ｪ｜Ｚ ＩＡ ｌ ‘ｊＡ ￭Ｇ Ｗｫ ｲｩｬｩ 周同等 ｬ て廻逝・路とし

てl陥員 ] 問 乃 至: l ! 1l ' 1の 闘 路 を新 設す。

二 、紀 州御 殿ji f. J ) 必林泉の改造

在 来 の も の を改 泊 し て 柴 山 を築さ . 泉地を功J¥り純 " 本風の林五えを設けて J/I:i J)<{ (J:る 地 合lζ

相 l悠しきものと友す。

三 、水道} 貯水池ト1¥'J内Df.l欽

域内のｊｬＧ￮ＧＷｫ池は本メ ｌ の ｾ ｩＭ ｭ ， 亡て ＩＨＧｽｉ 詳 ｪ の点Ｈｬ Ａｊ ｝ｉ亡が ｊ ＭＡ 千りＨＩＱＧドを ｉｬｩ 有しＮ明治二 ー ｼ ー八年 ｴ と

ii!i られ た) ( 阪市最初のltj' Jki 也友るが、 J.' ，JI:'i -lI ζ は 八 重 機 、平戸の) ( 州、ありて花時の; 創出他

l亡比すべきものなしつよって -- -)，I，'J し作る担遊路を泣けて開放ーし、東方の展常好き 11，司JViK

休 憩 日!とf捌を設く 。

凶 、 ｾｌｊ 箆 メ ｌ の屋王国設備

在来の桐ｴｬｴｊを整開 Ａ して怯 ｉ ｾ 与を設けｊｬ ｉＧ｛Ｂ［ｊ く他を ｩｬｩ りり討を築きて森林えの佐［闘と す

五 、植 樹 張 芝

ｊｊｽＨ 内は過去数度 の 火災の矯め大本日樹 ｬ て 乏しきを以て 成るべ く多数の若木を勾 ｾｍ し ｈ ｩ ｾｅ

の繁交を期 ｦ 与するとと ｌ せり 。 大手 ｉＢｊ 前の ｍ 樹の榊 州、 Ｒ 住む ｾｴ ｩｩＧ の陛 ｬ 並木士曾 ｴｲｦＨ 、 紀州・ｼ御殿

前 芝 生 の 改 也、天守桝l市 子 芝 生 新 ぷ 、御殿佐: の己j ( i1: ｉ 亡 ｮ ， ｾ、 Ａ￭ 付近の干 ｊｦＨ 樹 Ｎ 其他各 Ｑｩｬｲ ｩＮ｟ｬ 二の

植 樹j長芝等 lとして 派川 したる出血は 7 ツ、 クス 、ヤマクス 、 ケヤキ 、エノキ . カ シ. ウ

バメ 、ヤ ツ デ 、 サツキ 、 ヒラ ド等を 主 とせり 。地 被 知 は l弘地1r ; J : シバ( ノシパ及* 京シパ)

を! 民地にはジャノ ヒゲ‘ クマザ 、を使川せり。

六 、 ｾｾｉ ＧＷｫ 設備

泊路及 Ａ市 場のｴＺｊＺ ｪ Ｗｫを捌除す るＱＺＺＢＤめｽて ＱＱｫ 路の，， ＱｾｦｩＡ ｊｪ ｉ ｌ は ｩ ｊｴｩＩｴ ￪ -1  :  ｩＱのＨｴＡｊ ｪ 摘を ｩｬｩ り 、 共他の ＱＴｾ 路

ｬ とは ミ ｬ 三石逝のＨｪＡｊ ｊ 講を設け各月ｊｪＧ Ｑ 亡 ｾｾｦＺ ｊ ｊ く合 ｎｩ を ぷ 世 し、 ニ ｲ Ｚ ｾ［ｩＧＱ 止に より干ＧＱＺＪ の Ｐｬ｛ｬＩ ｩ 及 ， ｎ ｲＮ Ｗｫ 消 ｬ ζ

辿手作して城主会民放水せしむ。

七、休憩 設 備

紀州側l殿 催 閣 の IlgN'i及 IJy-lt ィilr i._l てi'L ｩ ｊＡｩＺ ザ月 ｩ 及 ［Ｇ＾ ［ ｾ Ｑ を、ＩＨＧＺＱＧ Ｑ 科 ｊ ｬ ｬｧ 子寸 ｩ Ｎ｛ Ｈ 上 ｬ 亡買庖食堂 ｉｃ 接

し て ＱＡＡｾ 料休旭 川 を 、山 県 丸 ｰｧ 北問陀大 円 ｊ Ｐｩ 棚を 、 同点 Ｍｬ ｴＨ ｬｩｊ ｊ ｦｌ賢人 ｩ ｬ Ｚ を附設せる支出の休疋 Ｑ



所を . 貯 水 池 東北 間 1[. ij '2 C{-:)iJi を;泣け 、 との他 l乙も藤棚二箇月Jr を設 置 し、別 l亡各所 l亡木迷、

石 造 、 混 擬i: Ｚｩ￟Ｚ ｬｦ ｾｩｬｴ ぜ総 Ｎ ｉ ， ｾ ｉ Cfi 強の) J 要一1¥を自己世して米国者の休憩の川 lて充つ. 猶 予 枕 飲7K

j哀七111i1 、イ更f川五棟 を各所 に:地試 せ り。

八、 )1祝日月設備

闘内主 Ｇｾ ￭ｾ Jff. 1  ｛Ｎ 市ひ約ｾＨＱ問 主 ｈｌ 地下ケー フソ ｌ 阿国 ￭ｊｉ ｾ を以て Ｓｩ 出土製 ｔ ｇ 煙主 Ｑ Ｚ 六十恭 、別ＱＧＺＺ t霊能

型 ( 龍山石 製) の もの 十恭 を設 備して. l ! HUif の }1j 1'L 充 つ。

九、 運 動 遊 戯 設もIHJ

天 守 間 四方 の 低地 約 2百:1;<1の 五/; を特i L xij' !' 遊 戯 場 lと充て廻佼式 滑 り 華、 ブラン コ、シ

ー ソ ー 等各種の遊戯片品具をや ｪｂ へ ｾ ＼Ｚ岡山 ｩ ￬Ｇ ｩ の使ｽ IJ I ' L供す。

十 、共 他の施 設

大手 門 内 ｬ 乙千 許可物預所を ｬ ｩ 立け ｩｬｬ ｾｾ の Ｑ Ｑｕ Ｑ Ｇ 詑 客の 利用 ｉ ｌ 1JI、し公園案 内|謝 、公 園 及 天'. ) : 閥入閣

にMMする例規を掲示 し巡 覧 に 似 し、 JJ&:r"]共 他の史蹟三一卜三 ヶrlJ i f'Lは，i止I切札を 立 て 共 山 緒

を明かに せり。ｾ Ｎ ｾ他 ｉＲｉ ｐ ｊ ￭ 1こ餓製} f !t泊 三 卜fll oI を備へ了イ品|の 民 芥焼却肱目を築き多数の闘惜来

闘 者 等 1'1: よりて生や る 塵芥川物の庇世を誹やるとと L せり 。

Ｑ 伐天 Ｇ ＺＱＧ Ｑ Ｃ Ｑ は 抑 土 Ｑ 然史館として経営するととｾｴ［ｲ｟ り 、 大 阪の文化史 Ｑ ＼ＺＺ 閥係、ある郷土研究資

料を蒐集| 涼ダIJ して 公開 して ゐ るが;!等米 は 一 居 の完備を期してゐる 。

大闘記念事業と して 支出 された 150 徐 高 [H[の 中 で、大 阪J攻gl[ 公闘のiiE国 工事 に要した経

費は 21 ) 徐高 似|て・あった。 (7. G.20)

大 阪 妓公 開 ・ 泉水から ノ ｾ ': 1'  r品H 見 た と と ろ 、
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大|仮J攻公開

銀 水 の 井 筒

大阪J成公園

古I礎石 を利月j し

た飲水芸:

大|波J波 公|謁

大阪J成天': 'J 二院1下

の壁元之



慶 長 年 間 の

大 阪 城 園

現在の大阪城園

信4

江 戸 時 代 の

大 阪 城 給 園
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黒 田 昇 風 槍 闘 に就 い て

千 原 隆

は し が き

荒世の英傑盟太閤が共の有する椛勢と財力を傾けて築き? とる大阪城K 就き 、共の射7麗極

なき有様を誌し? と文献rc . 甚だ乏しいのは何故であらうか ーかの天E 同年信長が築いた安土

城 K 就ては、か友り詳細l友言E鍬が信長公記やイ言長言E. I' L出て ゐる。 55E し従来の築城はすぺて

小規 模のもので 、 天守閣もせいぜい 三重 ， はのものでる っ たのが 、 とｾ I亡突如として出現し

た安二1:: 城の院大友る規枝、特} 亡霊表 l亡後ゆる 五居七重の大天守閣の}H: 麗さ l乞、話時の人 k

は如何に驚きの目をみはり信長の樺勢の偉大さ lて畏服した とと であ らう。即ちその耐筆太

悶牛ーは信長公言Eを誌すに首り 、特に一節を設けて規模の雄大友る結構の華麗なる様を詳

細1 f C . 述ぺ、以て其主信長の偉業を後1止に停へゃうと してゐる 。

然るに其後数年を /:11ない天疋十一年 . 故主信長に代って天下を 掌握し 、共勢漸く故主を

凌がん としてゐ ろ秀吉が. ととに共JtI 慌|の手初め に己が財究を諒 して築いた大阪城の如何

に見事友ものであ ったかは、 とて も安土城の比で・は友かったで・あらう 。しかもそのj仕大な

る有様を ｾｩ ｬ 世 ｬ 亡 物 持り記鉢 ｉＧｌ {f/ め? と文献は殆んど皆無といってよい程で、太閤詑秀吉事記

巴 ｴ 鑑共他秀吉 ｋ 闘する故あ る 記録の ｾｬｬ ｬＧｌも、大阪 城につい て はただほんの申詩的に 一 寸 へ 網

れた だけで、信長記や信長公言巴に見える安土J波IC . 闘する記録のやうに 、詳細を極めたもの

はとんと見首らなし、。かへって秀吉とは直接関係の友い大阪物語、家忠日記、隠徳大卒記

柴川退治記、 粂見lil'P詑等K よって僅かに共片鱗を覗ふのみである。な ほ首時来朝 してゐ?と

耶蘇宣教frlj iの記主主として日本西数史 、モ ンクヌス 日本誌、耳目蘇舎士日本通信 、ムルドック

日本史などに彼等外園人の目 l亡映 じた有慌がかなり Jι 置に 詳細 K 誌しである 。是等は吾人

K とって甚だ貴電友る史科であるがしかもあまり確然たる もので・は主主い。

安土城でさへあれだけは っきり した記銭を持ってゐるのに 大阪城は友 ぜ詑鉢に乏 しいの

であらうか 3 共原因について探筑するのは本編の趣旨でないから叉後日 K 譲ると して惑に

との文献K 恵まれない大阪域 IV f t - つ燦然として高古K 共雄筆を i揺はれ、吾 人をして歓喜

せしめるもの K 我 黒悶界風絡岡が②る。質K 天にも地にも かけがひの友い唯一の貴重注参

考資料である。以下乙の黒問肝風給闘に就いて少し論究してみやう。

黒 田 界 風 繕 圃 由 来
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さて 黒IJ llJ l 風約出'dl 亡っき論究するに先立ち、がj J 々 黒 f+1尻風とは如何友るものでるるかー・

寸説明 して世か う。

ｾｮ 川 凶瓜 と は俗 ｦ￭ｾ であ っ て ＱＱ Ｚ し く は Ｚｴ 川家什物人ｼ坂 Ａ ｉ ＧＡｩ 給凶風といふので六 ＱＱＱＱ 一双 其 大さ

は表装を除いて縦 ーリ¥. ｾｊ τ ｪＮ＠ G分、-1st 1 丈 1 J (  8 寸であって、と1 . 1乙掲叔し た自民は其- 1¥11

分で天' :1' 併j をl-j J 心とした本丸、 ご: 之丸のー音1¥を示した ものである。

と の納 ｬ 並 ｼ の Ｊｬｦｦｾ ｦ ｚＺ つ いては文与 ＮＱ ，士以 ｉ ｊ ｉ Ｉ 乙 次 ｬＮ￭［ のｽ￭ｊｲ論 に 黒 川 侠 出 家記銘 編纂係中島利 一 郎

氏の考 J JE として 左の通 1) ili べてゐる 。

ｊＺｾＺＮ 川 家

1 1 - 物

大 坂 陣 給 扉 風 圏 考

然回 侯傍若dl 物 、大 阪 隊総B手風闘の筆者については従来二設あ り、 ー は之を給制i八郎兵衛のま在と
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い ひ ー は 之 れ を 久 左 衛 門 な りとして永 た' 何れ を良な りと もし革I f し 、黒 悶 家 主 賓 故 貨 の誼布I i たる御数

寄道具古士官と い」、舎に臼〈

大 坂 陣 御 扉 風 ( 一 双〉

長 政 公 黒 岡 美ff に被仰付粉飾をゑらび気力つよく舎可t I -1者 を 吟 l法 し八 良1¥兵衛と1 j ，1すも の 一人に て

書 交候 由 無E叫J : ( 候l i ' H目呆 tl l と云 々。 他 に 無 之互会敷御N - 風な り。

とml l l 美 作 は創 業 秘 舎 の お者 と し て 文筆 にも長 じた る廊| 河務老 巧 の 武 !I守山。 大 城|昨'- 1'こあ り て は先

長 野 芳湾 所 ;}I ｾＱＱＱ 本 ｲ
鋒ー の右 列 に あ りき。 か L る美 f'f が秘 主 黒 田 長政 の 命 に よ り て給 日Ili 八良11兵衛は八良11兵 衛と あ り 、を招

致して ζ のｼ 品 Ａの製作に合 ら し め しも亦自ら ｾｈ 世 ａ ｊｪ白なるもの あ ｐ 、 さ れ ど惜らくは 八 郎兵衛は 此 の

作ｼ 尚 Ｑ ＧＱＧ に 於て 病 を 狼 て鈴 れ たるも の ｌ 如 ｉ ｌ 、 附 し て「 一 人にて等 、 工候出ｾ粍 ｾｪＨ 候市 相 来 」 とあ り て

J j J f 対害虫は書立て に て 令 初 め の窓 也 、 また必 らず しも 完 成 を 意 味 せ ず、然 る に 他 !ζ あ りて は 竹 森 行

則が J少記するかI の竹 縁家仰に日〈。

，1-: ヨ怪

大 阪 夏 陣 、長 政 公、秀 忠公 御前世ii に御 列 iiii r，li 左 術門21-御 flt に 召 巡 られ落以 後肢場 の模 様 納 i4Jーし

た るに よ り、大 |坂御 11'li 大 !f(o風御{ l i '，の儀仰{ ナ ら る。主主 l'こ|刈 て江 戸 mr 給 r. lli [11町に久左衛門と川l者 二1' ，佐

流を準ぴたるを召寄せ委車岡市 合 む。 自 ｬ ｴ 左 衛 門 も長 谷 川 等 似 ｾ Ｑｴ を 塁手 び侠 故 ＺＨｻ 寄の 次 第下給をかき文左

衛門 ｬ Ｇ こ 見せ彼者 の ｆ ｬＧＺｦ守 出来 の 上御 ｾￏ に 入る ｌ 。此 ｾｦ 長 政 公惣 じて 武 者の ｲｾ 下 髭 なきま ｈ は別府ぬるき

もの也 、 予 は若 時 よ り髭 な し、 此 仰の 給r' j ' Fに E立を少しか くべ き! 担御沙汰あ り、無 科 御 下 関 白!?左 衛

門 御]( j ; に残り給出 来 御 閣 にり 下 り 御 覧 に 入 る 込 、此 意 l亡 111 ひ 御秘 淑 被 遊 る と也。此御鮮民 のけ' 1'こ粟

山大勝国IEれ て骨ii へたる は御恩賞あると- t l Lo ［Ｎｾ山 に騎 馬 ー ｕ Ｍ ｷＮＺ ￭ 、 滋 Ｚｲ ｲｪｩｪ 百 挺、ｴ｜Ｇ 1] 旗 二流 、共外 線兵御 本 体

よ り五 nlJ 程 械 の 方 へ 出版仰を きE め控へたり。

と、長 野 うず務 ifr り|御11(，風 i氾録とい」‘ も の は今It:i!: fたして体 ら ず と 鈴 も芳子持 の 抄する j斤に よれ ば 波書 に

一 双六 枚 御 脚 風置 箔sit 砂 子大 阪御 陣 の li ，"1級彩色

右 は江 戸 田 町 に居 巾 久1.r. 1:(1門とI j l治 的i の筆竹 森 貞 幸に被 fllJ 付 同 人室長li，札を以書調之 lお人形 五 千 七 十 一

人。

とあ り竹森貞幸の江戸に作るや最も防州の重量工雲 谷等 と 親み途 に五!』t法 を 得 殊にE童画審布袋のニ|品lに 長

ず 。 叉 巧 に 山7k梅 竹 を払li け り 。 長 谷川毒事故 の 流 をみぶとい』、も 吉正しと の際の 引 な る べ l 、 市 し て 貞

ヰ も ｩ ｊＩ［ 大阪 陣 Ｇ ＱＧ の 一 見 ー しなりき貞 幸 ｅ 正 に 誌 に 志し 親 しく 戦ｾ ＧｪｩｉＭ こ も ｆ ｩｴ ｳ みたる粍 なれば 長政の命じで之

が 併 li，，1をfr らし め た る も 以 あ り と い は ざ る ペ か らず。かく の如 く し て 二設各々取る べ き あ り て 繭 者

の是非は今俄に紳じy ' iJl : し。思」、に或 は八郎 兵 衛的 め mll1-:f!: ff の 意 を 承 け ( 1，，1しJ t - t 1' 主主にして迷 i並す

る に 及 び 竹 森 貞幸 I l : l でて久t r _ j: 0 門 をよ(( は し之れを 完 成 し た る も のにあ らざるか、今 MJ ! ! ¥を1[- 車聞 に検

し ＪＧ れ ば ζ の絵 筆 様法 に 於て二双 のＧ ＯＱＱ Ｑ ［ 々 ｾＧｴ Ｑ 手 を交 」、るが ｾ ｉｉ ｉ きも のあ りて粗松長 ｩ ら倍 程 あ るを認、め

ざ るtiEは ず 策 L :il 令 〈八良11兵 術、ク、左 衛 門 の 二者 相次〈・がnなら んの み。

とは 大 阪 11'li)tU味li ，7，1の 製 作 1F.代 は未だ考」、る 0i な し と 銚 も 竹 森'ポ 停 に よ り 聞 か に 長 政のよk 前 に成り

し ゃ些 の疑 ｩｩＲｩ を袈せず 長 政は元手 ＱＱ 九年八 ・ 月を以て ＿ｻ し たり 、 然ら ば 少くとも こ の紛 ｍ 風 ｬ ｩ ， ｾ Ｑ は大阪 ｉＢ ｬｩ

後 ｉｈｊ もなく構 Ｑｩ Ｇ，， Ｑ に 着手 し元手ｦｉ 九年以前 に 成りたるも の なる べ ｌ 。訴し 大ｼ坂 ｉＢ ｬ ｩ ｲｾ Ｑ とし て 最も惣泌すべ

き絶 好 の 資 料 た るや 論 なさ 也。可i 最 も;'11憾 にi誌へざ るは当E符八虫1¥兵衛 、久 左衛 門 二人 の姓 氏 Iり] かな

らすして兵人物性行 の ー 班を［ｉ Ｂｻ Ｇ かにする能 は ざる ｾ ＩＧ［に あ り。

秀 吉 の 大 阪 城 造 皆

)f U臥精を諭する l亡先ち大阪城の概念を得るため秀吉築械の有機を主kべてみ や う。

天 If. 十年で LF六月 二 自信長本能寺 lて4ないてl切れl大; ヲちのため に暗殺されるや 、四1t E 1-1:

1
の秀

吉 Ｚ￐ＺＭｬｊＺ主モ利氏と不 ＱＱ を結 び邸 ｬ ｩ 惜十 三 日山崎の 一 戦 ｬ 乙Ｗｉ二秀を亡し Ｎ 十月十五日信長の非 Ｇ ｉｬｾｾ を大
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徳子'i' Ｈ 亡執行巧に 人心を 牧 ｩ 賢し 、 山 ｾＱＺＧ ｦｦＧｃ Ｚｦｾ寺 ｊ ｽｪ ｬＨを築きて之にゐる。つい で十 一年交未 四月 二

十四日北の庄J攻fて勝家を ifj i し、五 H1言ネー をili ひ自殺せしめ、六月一径を降す。信雄叉巴に

版従、凡そ従来信長の分圏内は ーとして秀吉の庄、の如くえにらざる はなかった。しか して東

の徳川氏、西の毛利氏も やがて欽を通じ上杉景勝も亦来り降った D

かくて信長死後一倒年 l乙於て、 秀吉の牧得 した勢力純国は寧ろ信長率生の努力を以て牧

得した もの より更に院大となってきた。

誌に於て秀吉はやがて部i業成るの 目、 諸 1共に到 して 己がj威勢を示 し之K 披令せんとする

ーー大居城の匙営に着手 し?と。之 に先ち己が有毛1) の料三十六人を封じ. 新に分図二十ヶ園tて

j攻主を立て親族及割近の諸)1守を配して畿内五固に封じ 旅鮮と な した 3 諸1守共恩 をl必じ之 に

報す= る所あらんとす口やがて築 11止の命ー下るや彼等と L ぞとばかり虫11何 lモ相官Vii l J 以て此工を

助け たるかは想像tて難 くない。柴川退治言E K

， ｾＨ，今所成大政普読者 、 先天主土翠也。英高英大 ｔｦￜＧ 四方八角 、 Ａｭ ニ ｬ ｾ ｬ ｜ｬ ｕｾｽｽｩ Ｍ 良匠以二細墨一雄 ν ［Ｇｬｬｩ ニ 斧

斤ー不 ν ;品' " J号。 三十 i除箇 凶 之 人 数、近 園近発11打 散 、陣地苅路大石小石集来者、f以ν 群峨 入 ν )j i_-; 主古

今三日包之大功也。皆人 iそこ耳. 目ー而巴 。言者園城持来、 大 名小名悉( r : 二大坂ー也。人々構二築地一連 ν 筏

双ニ門戸一 三 ｴｾ 脊鹿愈ニ 荘厳 ー者 出。

叉グ ラセ日 本西敦史民

此 都城を築〈に ilI n¥] :'1 六高人の工人を使用し夜はi M を狽らしめ之れに十分の 71 < を引たるは其深から

んが低なり 、叉此建築に JH. i 、るJ f r の石は認候等1えび市色の fr にして二十盟叉は 三十 虫を陥る sr の主主

地より加を以て迩徐せしめ 、 J主:.)j! i盆高官は堺の市街のみにてこ百般を備へ 、大 坂の新 市は j芥と };{nrti と

のI l nに辺 り各々ー阜の「日j 人委託充塞せし耗の康大僅か薮月にし て成就し 叉此郡城は其 j手さと高さと大

級 同 ー なる切石の! 笠を以て脳続せり 。

叉ムルドック 日本史に

減 ｬ 韮は 悉〈石で Ｑ ￜＺに高 大 であった、久イ ｊ ｾ 'lj : の混雑を江主くため各 結々l玖 を設 け其持場を定めた 、而して

濠内 l亡湧 ( 71 < を汲み干す可〈夜 I:¥] に多数の人夫をもI!J¥I した。 特にf苦くべきは石 のなき 大以の 何民主よ

P 斯く迄大小各種の石を運搬し符たかで あ った 、秀吉は大 Jt{ 阿J )li の諸 伐に命じ何れも鮒にて之を i運

{;f しめた。きれば単に J1I の ー継のみにても毎日二 百般 の石般を出帆せしめた 、Tfl J して我等の家より

は時として 千般 の 石 加 が満 ltfl. '亡風を学み l泳を成して 入港するを見た而して} !、一石さへも通常の世日rr

を1: :] ;主へぬ様細己、" こ注意せられ荷くも J主元を 長 ト 鐙 i陪なく ては何人も 他or に放位する 能 はなかった

コワベ

工事の管l附法として 、 J主役を課せられ た る討; 侯の人夫が不足し若くは怠慢に流れたる時には直に

ｊ 日目伐 Ａ土 放逐 せら れ 兵 ｬｦｲ ｾｮ を ｩ 引先 せられた 、 城伎と減 ｩ 笠を絞る ｦ 韮挽と は 其必 ｾ々と し て鍛え且つ ｊ 主 主主

が悉< ' i 覧会箔" こて捻り立たが j; b めに何れも法方より能〈限に斎いた、而して其 の城中にはs 1 ' 許 の)11

殴なる ill 築物が群った。

以上の詑鍛t亡より此「事が如何K 大が かりのものであり、美艇を極めたものであったか

が惣像できる c

秀吉が工 を起したのは天 i E+- Ｎｾド五月＿、共 ｾｬ ミの十 一月 には己ｦＧｃ ｦ 多居したらしい 。 其間

僅か ヒヶ月 l亡過ぎすらとの短期間 11 : : * してよくとの大工事を局し得たのであらうか。疑う

徐地はあるが荒 し工事措官者の' 凶劫宜しきを得たのと 、且石山本防寺奮城を本と して之を

怖足修結利用したのにもよる。勿論総ての城廊、殿館の全部完成 した のは数年の後だった

らしい。
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VI ' 48 

耶蘇合f : ni 文フロエ ーの報背IC: よると 1583 5ド一天E 十一年一秀 吉は至宝宇及諸門跡l亡大阪

移行:を ;ilJ うたo 市l して此政から約 3 同 人を 日となく夜 と友く大11反J}{ 築造 l亡使} J j し、共成就

迄には 三年以上を貸し共人夫 もイ{f1J11して 6 ｾｾ ＧＡ［ 人在使川 した。 而 ｩ して フ ロエ ｻ が天 ￯ｅ 十 同年

の五 六七の三箇月 を日本本土 l亡idi i したが 、?1;時i攻泌を繋るI l J <  6  ;E' J ' !;人を佼mしてゐたとい

ふc 之を以てみて も全部完成までに は数 年を裂したととがわ/ J ' る。

か〈して完成 した大阪城は 本丸 ・二の丸・ 三の丸 l亡分れ、本丸の殆んど 中うたに五暦八重

の大天守閣発ぇ 、大小の殿町之を繰 り結構の美を極めてゐたo :;-ドメL を回んでこの丸がるる

二の丸の西部lてるる - 'Wli を商丸といふ 〉二の丸を It;j 純して 三の丸があった o fi'! i して点は大

手u川 、北は淀川、 商は .li Hs( -lI11¥ 111 、Fトiは昼;豪を sl{ りとす。是: . f t - - - t ( メL ・二の丸 ・三の丸の川I! (J

合計 ＳｾＸ 町 友りといふ 。 成大なりといふべきで は ないか 。

界風繕固に表はれたる諸建物について

闘をみて第ーに日をひ〈 ものは五居の大天守嗣である。以下しば らく との天守制につい

て述べるととにしゃう c

闘にみる通りとの天<:j '閣は五居になってゐる。果して五居であったかどうかについては

従来色 々 の説もるり疑問主主主 Ｏ ｩ も友いではな いが Ｎ内 部が八ｊｬｩＺで Ｎ ｾうったとと ｬ 亡就いては極々

文献 に徴して明らかである 。即ち天正十三年十ご. 月古川経うえ: の消，日、によると 、/J 、早川隆景

及吉川元長( 元存の子) が秀吉の末- 内で天人) ー聞に上った有 l去をふ:のやう K 説、してゐる。

「 彼大天守 井 御成 Ｑｭ ・ 是 叉 側 ｉ ｾ ｉ 様 ｪ ，ｴ事案内にて見 せ Ｃ Ｑ ｛ Ｑ ， 大 Ｗￇｾｪ Ｇ は八五にて鉄 、 不 ν 及 ニ言 ｉ［ ｮＭ Ｍ ｾｊｾ 候 ｊ

叉粂見卿詑l亡 ( 天正十五年二月 )

中日図仰云可 ν 被 二段 主一之仰 也 、( '1
1
略 〕各入 ν 門八重 :1 鰍」

と叉 クラセ日 本岡敬史 l亡，J_[j府 ] 58.'5 ｾ ｉ 三カ‘スパル ・ ケロ等がえＭ吉 ｬ 亡凶 ｩ ｾ守の節 、 ク 写古親ら彼等

を天ιHて主案内したその 11寺

rmli 父空宇は ET; に k りて 第 八 級 に 変 るJ

とあ り。之等の記録により内部が八主であったととは先づ疑は友いもの とみてい k ム思ふ

然し外間がt皇居であったかについては何等雌たる記鈍がないのでイ1すともいへないが . との

闘にみると明らかに五府に なってゐる。

註一一層とは外観より見たる用語にして重とは内部より考へたる 階数をいふものえより

抑 居々と! f i : が: 必す= しも同じ C ないのは構造上からしでも 、ズヘj '紺技法の過程からしで も

官; 然あ り作るととで、居の_/-.I 乙棋を築いた初期天1悦lの外 '(1史上のt.Jdiit さは 、やがて内部俳iit

を複雑友らしめ必然のがU1Hf.iーと h千の不一致を来たすも のでるる 。かか るが放に初期天守治j

ｫ 泌すべき首大 ［￭ｴｾＩＩｫ 天人 ｪＧ 闘が外部五居で、ありＮ内部八王なりと 断じて も他 の 数々の白 Ｈ�Ｑｪ ｬ 乙

徴してみれば 、決 して不都合はないtt- で- ある。 現 lと岡山 J)，xはj 正月ヰ六 lTi : であり古川路J)&: は1，府

七 草 で ある。出んや ＱＲ 給 ｼ 砧 ｉｦ ｃＺ陥として五磨子市かれである以上、たと へ 此の給 ｬｩｩｾｉ が約日 ｉｉｩ の記

憶凶なりとはいへ 、他lて何か主Ir しい記録の現はれ主主い11日はそれでい L 筈であり 、且叉との



緒闘の貴章なる 所以でもある。

さて次に各暦の関係を調ぺ・てみやう。第一暦は南北に短形をたし上暦にゆ くにつれて東

西側は各居共ほピ同じ3 i i J 説家で後退してゐるが、之 tて11 し南北側は第三居までは東西側と

同じ容で後退してゐるが、第四月壬では東西側 lて比べて涯誠容が遥かに大きい。従って第三

厨までは卒商が短形でるったも のが第四居からは正方形になってゐる。 而して恰も三居の

屋葉に二居の楼閣が乗った形を友してゐる。との事質は嘗給匝lの貴重友るととのー要素を

なし、此の給闘が質需に近いととを示してゐるものである 。即ち唐の上に楼閣を築いた初

期天守の形をよく表現 してゐる 。しかも第五府lとは廻廊勾欄を附し、閣の意味を更に高調

しー居之K 意義あ らしめてゐる 。 との勾闘の有無については従来色々の議論があるが、長:

土城にもついてゐたらし〈、叉熊本城、犬山城、丸岡城、高知J波其他の初期様式に屈する

天守閣 についてゐる所から推すと、大|坂J攻にも有ったのが事賓で との給固ぞ信じてよいと

思、ふ。

ヨたに屋EJf 廻り tてついてのペる。南北側には215一唐. ＿ｦｾ三居 、 ＱＱＵ 五唐と三つの大きな入母Ｚ

屋i i I 主風が相買って偉容を示し、之に配するに東西側IJI 亡は第一屠に千 鳥破風を二つづっ凶居

l乙各一つ を以てし、よ く均整を得させてゐる。而して最上居東西側IJ I' Cは此の時代に最もよ

く好んで用ひられた庖i波風をつけ 、Mt l' l &さを ー唐狽めてゐる コ

各破風、妻木、謹絡7乙及び各居監の腰、隅角、窓極等が黒くなってゐるがとの部分は恐

らく木造であって之 i亡何か発ったか、 さも なければ鎖阪を張った ものであらう。闘中各暦

控の腰の黒〈友ってゐる部については、木遣の下見張であらうといふ設があるが、どうか

と思ふ口岡山城、熊本城、松本城、間島域共他 lて例がある j引からかういふ設が起ったもの

と思ふが、大阪城のは下見張では友いと思はれる理由がある ζ 岡中御殿 l亡通十る長廊下K

木浩の下見張がみえてゐるが . 之と 天守のとは筆法も色彩も すっかり 異ってゐるのをみれ

ばたそらく木浩の下見張では友〈、羽目と稿すぺきものに前述の手法を施 したものでは友

いだらうか。金保:城の附のやう l亡粧を表は し銭板を張り共聞の壁l乙五を張った例もある。

之等以外の壁鴨は白漆喰だが、第五居は全部黒・色になってゐる。との部分もやはり木造

でギfj をきせ黒 i漆仕上げ、型; 問は黒漆日食塗り であったものと思ふ。 而して之等黒の部分K は

勾欄の金飾は勿論のとと、共の上 lとは舞綿、下 l亡は伏虎の黄金の彫物を巌め、旦{ 波風とい

ふ破風 I' C は全部金の飾金具を錆めてゐるのが闘でもよ〈わか る。かく黒の 中に金を遣う しら

ひ、共効果をー居j曲目前友らしめJ仕J設 さを供加させてゐる手法 l亡は感服の外は友い。主主ほ偶

虎の金の彫物 l亡っき一言すべきは 、荒し安土域天守 lζ も肱鉾飛龍を用ひ 、品目1・天守にも亦鶴

虎をJ I j ひたととは官時の趣向に愛好の動物彫刻j を大nr.-;. に! 悪用した; 設夜と友り、 tZ時の気風

が現はれてゐて商白いと思ふ。而] してとの気風はやがて降って江戸時代初期に及び首時の

大名屋敷建築l亡も之を見るととが出来る。 !:Z; 長見聞集七 l亡

扱 叉諸[ え大夫の原形作りを見るに た L 小山のならひたるが 如 し、 械 は」・光 り蹄き ( 中略〉是をふ り

さけ み んとす ればノd l¥光 うつ ろひま は ゆ く し て 共 か た ちさ たかに見えかたし朝のめ〈り門の ほ とり

には成か風に毛 を」、るひ獅 子 かは しらす る」、せい誠に主主き で はたらくかと身のけょたちあ たりへよ
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りかたし云云

といひ叉参考落穂集悶には

又 井 伊家の中島政 四 つ 各 喰ひ木戸門 の内の屋敷へは Il s1J 日藤 清正造作 したる 催 IC て 凡二百年 I C及びて

至干今類侵せずして存; {r:す。 ζ の犀舗の表門の冠木 に荷正 長 さ 三 尺 僚の宮町令にて虎を作置紋とせり

然るに此紋朝日 に輝 〈、品川浦魚驚き去って猟すくな〈なり誠人殊の外渡 111; 雛俄のよし云 々

といってゐる 、が如何にも商臼いととで参考までにあげておく 。

瓦はどんなものを用ひたか納で・は判らたいが遺物によると土瓦でその瓦首には漆下地に

金摘がN しである。第五府の大棟の雨端K は金色の銑が燦としてかj( いてゐるのがみえる 。

クラセ日本西数史に

其九 は 丸 〈塗1 i > . したるものにして 11土人の設に之を警へて地の太陽は殆ん ど天の太陽を暗〈すると言

へるが如〈光邸側々たる者也。

といってゐるがさもあるべしである。

窓はすべて突揚窓 とな りよく古式を体えてゐるとの式の好例として熊本城天守が ある

全悼の釣合から見ると高き K 失してゐる コ もしとの割合でゆ くと高さ は石原の上から約

170尺 程 に た る 。 少 し アウ トオブプロポ ーシヨンである o 之納(: I!I が融商の上での絡妻子の

い L やうに勝手K かいたためであ らう。

たほ各涯の屋根の棟の績が交互に相重ってゐて安定の感を興へてゐる貼に注意する 必要

がある。

外部に ついては大関以上の通りだがとの金色燦然たる大天守の内装は如何. 果・して 外接

t亡相隠するだけの立i民な ものであったでるらうか。記銘lて剖するK 他の股舘の内部の結構

JII :ul I 1i 有様は後越の通り諸帯に散見するが. 天守の内部については何れもたピ 2.rS
8 附に上

ってその高きに鴬い?と以外内部接飾について は申し合せたやうに何等ふれてゐない所をみ

ると 、何等接飾の
1 i かった王が事賢であったらうと忠はれる 。信長の安土城天守に附 して

は内挫の結構なととを細々とかいで あるが . とれは 天

つ7たts助闘b割l係係、か らl必必広必、要上かく し7たともので、 メミ坂城 ｬ 亡 Ｓ ないては城主の住む』直結は ｾ ｉｊ I'L存 し、天守

聞はた ピ出挫であり旦一城の中心を示し城主の威勢を 同隣に致揚するために設けられ、叉

兵伴を納め財買を貯ふ倉山とも友り、 一朝事ある時は城主切胞の場ともなれ城中最も重

要なる建物であるがなほ 別 ｩ 亡接飾の必要が友いのである。完走見免ｾ記に「天守の各唐武具金

銀其他府物等主 ｔ き七 珍 ｾｩＱ ［ Ａｾ 中 ｫ ｲＮ Ｑ Ｑ ｾ ュ 書霊ー 也」とあるをみても 天守聞が倉庫の 用をたしたと

とがよくわかる 。之を以てみると天守間内部K は装飾のなかったのが良質であらう。

以上で・大積大天守閣について。説明を終ったが次K ノj、天守閣について一言 しゃ う。

、
l

 

'

 

天
' ‘・・
可T 間

|品lでみる通り 二暦の塗節也 で大天守か ら少し離れて立ってゐる 、一府、二府則廃を巣 く

ぬって あるが、仕上げは大天守と 同じものであら う。上層の大械が大天守の大棟と直角を

な してゐる のは他の諸抜の質例により間違ひのないととであらう 。而して上層の大棋が点

VI I  5 0  



叉旦でとときぺるあ然上道構はのるゐてび延に北南が棟の居下、し封に のるゐてつ友 iζ 西

古い形である、然し現存する小天守墓をみた人は策がつくとと L 思ふが、現存のものは小

天守のあ ったた・らう と，思はれる部は東西K 向って長方形を友してゐる ので、之 Il : 南北の入

母屋 をかけたとはどうも合結がゆかえ主い。之は恐らく千鳥で、あったのだらうと思はれる c

さも友ければJ夜間の入母屋に南北の入母屋が丁字形に合 し、其の合したJ i J i i 'l : 上居が乗った

とも考へられる。然し叉との闘が全然誤 りで、南北の入母屋 lと東西の千鳥をつけ共交黙に上

暦を乗せたものと考へるのが. 現存のノj 、天守章 Il: nl] して の最 も安首な読売・と思ふ 然 しな

ほ研究の絵地は多い。チCK下居西方の中央から 渡廊が下の御殿 につピいてゐるが、現存の

ものに西方雁木を破って孔があいて居るのとよく 一致するから、 事賓か う友つてゐた もの

であらう。

千 墨 敷 御 殿 及 其 他 の 殿 舘

小天 守 : 南方長廊下の輩 きる所に槍皮茸の屋線がみ えてゐ る。 之が例の千晶J肢と揺する

御殿 である 盟大閣が鹿長元年明使迎接のた めに建た ものであるo 塾千昼敷 きたるにより

との名がるる。

大 棟は 銅でまき 、 菊 桐の飾 金具はす べて 黄金 を以てし、破風 の鍔 亦 金 色 ｬ モ 員 ｾ ｦ いて ゐ る 様

が よくみえる。 内部の絢瑚たる光景については

モ ン タ ヌ ス 日本 誌陀

ｦ 存わイ 也 側には 更 に脅さ壁に ｾｪ してＭｳＮｲＮてるこ宵殿見ゅ 、 その各殿に於て床に千帖を敷＼ . ー帖は 長 "

1 J J ( 牛幅四吹牛な り

と叉 臼4吋q教史に

闘 1':1殿下は此言を撃てよ主座を立ち宵殿の華麗 な るをf ，rli 父等: に見せしめんことをジュード ー右 近 に 命

じ師父等美麗に援飾したる綿々の案内を巡覧せるとき殿下 は之に合せん然自ら出て来られ (rl' 略 ) 13

にして閥 l与殿下は 師 父等の前に接近し侍女に 戸 を開かしめて日〈 此房は線、て銀を以て装飾したる も

の なり 、此E患には幾多の 紡 細了ーの種類あ り。彼j i ) j ; 1'ζ1: 1: 甚だ高{ 買 な る吾が武f . 1 f をET厳し常に人に耳守護

せ L めたるあ りと、( F 略 )

叉日 く

上下ともさ位合として防 Ｑ る美鹿に彩 Ｑ 脅し た るプ王室に附父与を誘ひ 此 ｉ Ｇｃ 於て 腕 ｬ 当殿下 は司 ｾｬｭ な る ｦ＿ の上
に座し〔云々)

叉日 〈

此 盈は納〈美しき主主廷にして長さ 四 尺 i 卜り幅之 に乙|主11 し令或は絹の縁を つ け絡 子 を 置 きた り木材 は

悉〈良品をJ l J ひ J比内に入ればよz( ，l > 色の光り耀然たるを 見 るのみと

以上の詑鍛tとより共大要を知る とと が 出来る 、と の外lと兆去をの問 、黄金の問 、tJ' lの間 .

厩つ L きの開問 、舞幕 、式事 2 間四面の大行燈 を釣した葺所納戸 友ど あった らし いo 何し

ろすばらしいも のであ ったにちがひ友い 3 之 lてつ ピく 共他の殿舘もほピ同 僚のも のでるっ

たらう 。

西 の 丸 天 守
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It，)1中千斡: 敷の西方l亡発えてゐる四府の相が之である 、との天守lと関する記銘は殆んどな

い 。 たな‘家忠日記上曾柿迫力 ＱＱｾ 告十三に

ブL 月十二日( 慶長凶作〉大和11君 大 Jt ( の減凶の丸に修り京」、 3曾回長感長束A 家元を 112めj J qの丸に天守

を築き大草i I ' 手n: 市! ; ふて是を修し傘る此秋よ P 忽年六月 l亡去って大阪j J qの丸に御( r : 披みり

とるり又閥ケ原戦記「内府ちかひの僚 k J に、第ヒ係217八僚に 4ないて本丸と 等 しき天守ニを

穆げたととを指越し、攻撃してゐる以外には一向記鍛がないゃうで ある。従って文献に似

するととは出来ないが存在してゐ? とととは確かで b るo 闘に見 る通り雌然とはしてゐない

が 、二府の上l亡二居の1#1が乗った形を友してゐる、各居の椋は交互に uiftj をなしてゐる宮、

はノj、天守と同じく装l討の '11戸を有する普通の窓で、大夫ぐJ ' の央防窓とちがってゐる 思Jj l'L i t 

意を要する。

共他の諸建物については記すぺを資料を何等持ってゐ主主 いので. 之でき在を沿くが最後に

是等諸建築物を線、質してみると、たほ二三の疑駄が残ってゐるのに気がつく。即ち大天守

と其他の諸窪築とが共外装の趣を 大分異l亡してゐるととで重うる 。即ノj、天守γ 円L天守等が白

漆喰の惣塗fむと なってゐるのに 、大天守は上唐の黒仕 t は別としても各{波風樫木連格子等

が巣く、且窓は突揚となってゐる。之等は何によってかくも相泣がるるかo 思ふ l亡給f: i 1i 製

作にあたり闘中最も主要な と建築物たる 大天守:1矧を特l亡自につくや うに技巧を撮らしたた

めに 、 かく相違を来＿としたとも考へられ 、 叉前主ｬｩ［の通り約Ｈｲ ｭ がＯ行手 ｾｉ 亡して縫更したため

手法技巧がすっかり臭って米たととにもよるかも しれない。更に赴等の相違は事官であっ

て秀吉築城に際して 、先づ2JI ーに夫人'J ' をあげ係る後1' Lt : 1Yr 次他の建物 l亡及ぼしたとし 、ふ記銘

に よ り推憶を jZ しうすれば、或は天!.J! だけ特別に取扱ったも のと も考へ られる 。或は三者

のいづれもが共原因となってゐるも知れたい 後日の研究K 謀ると とに しゃう 。

次 t亡大天守閣の西北隅から小天守K み? とやう友波反ii が下方 lと向って辺じてゐるのがみえ

るが . 果して事賓とん友ものがあったであらうか。天守| 掲の/ ' 11入口は唯一ケ所といふ原則

からみても、亦天守 ｾＩｪ 禦の上からみても、沿そらく之はｭＺＺｸＮの設 て とん友ものはなかった

と断言 しでも 芳: 支へ友いと思へる 。

Ｚｪ，くにー惜此の厚Ｎ ｾ は何庭を表はしたものであるか 口 問の ;! L天人' J ' と千品敷とがくっつき合っ

てゐて建物の配置が随分混飢してゐるやうである口此の押入し? と幻民では肝風のほんの

部分より/ ' 1 ' ，てゐ友いのでわからないが向って右方にある I"j から JJ&: 兵が打って出てゐる所が

あ り、門外はやがて砲煙を遇して天王寺あたりの職場 f' C 通じてゐる rl} Iが拙かれである 。之

によってみればとの門は大手門であり 、との廓内は二の丸 、三の丸をつピめて一つにしYil

k 域内として取倣ひ共中 K 主要友建物を配世 したため. かういふものに友ったのではある

まいか。

以上設〈所K より黒悶界風約| 酋lについて云はんとするととを大関悲したつもりで あるが

とにか く大阪城の建築物を研究するに あたり、最も i ' l ' w. : 友る資料はとの県 IJ llrU臥約1，川|をた

いて他にないととを繰り返し誌に ｾｉｾｬ 筆す Ｓ
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官1 ・第四師園司令部沼会の全景

天守閣よ り の ｏｦ Ｎｾ 鰍で 手首 ［ ｊ に 見える には

軍剣道 Jおそ の右 の建物 は JUl I公 時代 唯一

の必 物た る 御 合議で あ る首 ｬ ￭ｊｬｩＡｩ滋 路 をｾｬＱ ｩ

て紀州御! 岐 に劉山手し御E去を附 亡て 角杓

に I，;ilf，立さ れ て 居 る

2 ・通 用 門 時

門 柱 ｊｾ ｾ＠ Ｑ 百Ｇｾ Y.民 製 組 立 で

オ リ ー プ 色 に 仕 上 げ 公

閑 の 風 致 に 部 ｬ 平 ｮ が ｦｾｾ た

れ て あ る

55 v u  
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個 4 ・ 貴 賓 室

床 は 綾 ｩｦｦｩｬ 敗 、 ｾ天井は金糸入鍛子 ｅ 臣 、 梁は周陀 ｬ

線 的 石 膏 彫 刻 イ y キ拭取仕 上 げ、 木部総てチ -

p ，f J ラック 仕上げ 、主主純慢がヱピ茶系統の温か

い感じを出しである 、向って右はフレンチ ・ケ

ースメ γ トでポ ー チの上に出る ζ とが出来る

曾 3 ・正 面

正面桁行95米高さ扶欄上端迄 15 米 己O 糎

腰廻り及びポ ーチトt 紫雲石痛出し 仕 上げ 、上 部

は制 色茶色色斑なスクラッチ F イノι 張 、 パラペ

ッ ト鈎石人誌を石洗 UH在、笠 石はテラ コツタ素爆

を用 ひである。

各 隅 々の F レツト 及び パットルメ y ト、アーケ

ード句作Iれも古減の級式を備え 、 ポー チの大 ア

ーチ は ノルマ y 風な車fl T ui 彫刻で鈍1 f T . な感じ を出

して居る。
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相

5 ・ 正 面 主 書 量

同 地 上 よ り 扶欄 上総i匙 :<1

米 35胸 、下層窓はfi 賓室

のケ ー ス メ ｹ トで桝ｾ 1l¥Jは

切 子 ガ ラ ス で あ る、 御 紋

草分鍍令直j'i¥J 氷:511唱ら る

. .  6 ・車 寄

腰石」え床は花岡石、壁 /Jl.

蛇腹共紫雲石、内部腰初

n紫雲石張、出入口 飢最長

テ ラ コ ツ 担 天 井 プ ラ ス担

ー仕 上

殴尾根床 はクリ y カ ー タ

イル敷。



1  . 階 段 室

床釘旧 タイノレ J抗議21'- 石張腹初日 は紫 雲 石 を

焼 い て小 豆 色 の色彩が出て居 る。

主l l . 柱は紫雲 石、階段 は 大J盟石 ダ y ロッ プ F

イヤ ゴムが抜いて あ る。

手 探j は大川 石 扶側 装 飾 は石官 製でおl煩 仕 上

げ、 アーチ J;t;他の装 飾 は悉〈ロ ーマ ネスク

の;i J :J子 で徹底し て居 る。

8 ・玄 関 受 付 窓 時

床は 部品長石 7)' 俄 告、天 井 プラスタ ー塗 、壁

は 口事{ j ili 1) 、笠 木 l士テラ コ ツ夕、主11縁 紫

ｾ ｾ 石和 ｬ wi 彫 刻 、慾:廷 は 大I 'I' 石弘i'Yr"総 て ロ ー

"'I' f スゲ彫 刻 であ る。
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9 ・ 師 園 長 室

床 は 紋fl El1設、壁 腰 は プ ロ ケ ー ド

rtl 5i : :粉!火付け 、天井プラスダ ー

捻 蛇腹 ｊｴ 他の装飾 ￭ Ｎｲ， ι 子 ｲＱ ｩￏ 立ｾ ｾ ｾ司 Ｚｊ

J1i:. は 総て ロー 7 ネ ス ク の 彫 刻 を

地 L ｾＺｅ ｩｬｬ な是 正 持を表 は して居る

個 10 ・4、 曾 議 室

床 は 紋 浜 致、腹 互 理 目 は

治製 、 ｾは 裂 地張り 。



賀ｾ 2 階 平 而 |凋

寄 "

1;ti  1 階 '1三官)j I品l

I也|省 三l斗 iuI 凶l
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第 四 師 圏 司 令 部 聴 会 工 事 新 築 概 要

位 置 ・ 大阪域内啓本丸

工 程・ 起工昭和四年十 月一 目、 竣工

昭和l六年ど 月二十 日

線 工 事 実 ・ 80 前回l

卒 積・ 1729. 92 平方米

延 平 積・ 6765. 60 平方米

内 譲・ 地階ー 16 5 1日 平方米

粁

一階ー 1729. 92 平方米

二階ー 165 1. 6 8 平方米

三階ー 16 15. 68 平方米

四階ー 116. 64 平方米

高・ 地盤よ り四階扶制上端迄 2 1. 3

5 米 、地盤より 王階扶棚 上総迄

15.64米

建 築 儀 式 ・ 近 l止式古城風

構
進・ 総位 俄筋混凝土造 、 但し外ｊＮ｜ ｾ

nt: ・パネノL 枠チー ク材、 パネル

裂i也E民、天井 ・プラス ダー塗

都裂地張 、梁形彫刻は プラ スタ

ー製にてr""' ;/キ J 伏き取り仕七

京賓室南北健室 ・ 床 ・米松板娠の上 に紋縮政、

峻 ・ 裂 ｪ 也ｾ正 、 ｪ Ｂ ｾ Ｚ官プラ ス タ ー 捻

天J t : .  i事H会塗

師園長室・ 床 ・ 紋従敷 、 ｾ ・ プ ロク ー ド

塗 、 七ｦ，ｊ Ｑ プラ スタ Ｍｾ在、 天井 ・

j奈uJt塗

師 園 長 次 室 ・ 床 ・鍛組敷、!笠 ・裂地授、天

弁 ・ ＷＧ ラス ター ・ ｾ ｩｾｽ 裂地湿

第 一 曾 議 室・ 床 ・紋 佐 敷、壁 ・オーク腰弱

目 、 仁 ＷｾＱ 裂地輩 、 ｘＺＡ ｆ ・ 漆喰塗

第一曾 議 室控室・ 床 ・紋 旋 致、壁 ・プロケード

主主、 七官11 プラス F ー塗、天井 ・

は中 ｾ ｲ コ ｹ タリ ート プロック ｊ 漆喰塗

併用 、間仕切一部木浩 liz び煉 光 司令部附少将室・

治 、基礎下餓筋悦凝こl四杭 打 参 謀 長 室 ・

外 部 仕 上 ・ 腰ー紫雲石E臣、 ι 部ー 「スク 各 部 長 室 ・

内 部 仕 上

ラッ チ タイ ル J * 、制姐一人池 上 席 法 務 官 室 ・

石iJt H.l塗 、 パテベッ ト笠石ー テ 床 ・紋邸敷、民 ・腹は I コルク

ラカツ ダ J 入 """: y キ日大付仕上 . 仁i;11 7・ラ

スタ Ｍ ｾ在 、 天井 ‘ 漆喰塗

車 寄・ 床 ・花| 謁石二度目[ Ii J : L， j笠・ 高 等 官 食 堂 ・ 床 ・|コ ノL ? J 下虫 、 リノ リユ

腹 11 紫袋石2民笠木テラカツ F 、

上ｪＧ ｾＱＱ Ｗ ・ ラスター主主 、 ソ Ｎ［｟ ｾ ｉ Ｚ ・ 漆 喰

主主

ーム敷 . 壁 ・腹はプロケード主主

上部 プラス タ Ｍ ｾ在 、 天井 ・ 漆Ａ喰

主主

玄 関・ 床 ・磁 器 質 F イノL 、 ボ ーダー 高等官食堂消層室. J.よ ・リ ノリユ - A敷 /え級官モ

:.j EI謁石 7]<. 磨 、段石は 高成石 7]<，勝 数、日E ・腰 は裂地張 、 上部 7 ・7

皇室 ・. 艇は日諮石 、笠木 テラ カツ ス ぷ 一 途 、 Ｗ￧ｾＱ ・ ｪ 伊良塗

IJ. . 上部プラ スタ ー塗 、天 井 ・ 第 二 曾 議 室 ・ 床 ・「コルク j 下援 、リ ノリ

漆喰塗 ューム数、壁 ・オーク腰羽 目、

各 階 康 問 ・ 床 . IJ. イノL 敷 上 Ｚ［ｾＱＷ ・ テス ダ ー塗 、 天井 ・ セロ

正 面 階 段 ・ 床 ・大班石コ・ムマット :政、腰 テツF ス厳

紫雲石〔焼 入 手 摺大 迎石 、壁付 公 判 廷・ 床 ・ Ｗ ロ Ｍ ｾ ｹ グプ ロ ック ー

笠木は紫雲石

食 賓 室・床・ Ｊ松板磁のトｾ［Ｚ， :紋樋敷 、

iW*占! ?A敷、壁 ・オー ク腰理署目、

上ｩＧ ｾ Ｑ Ｑ Ｗ ・ ロ スタ Ｍ ｾ室 、 天井 ・ セ ロ

6 3  VI I  



テ ア ク ス 張 屋 階 階 段 ・

第一底捜室・ 床 ・ 紋民放 、 ｾ ・ 肢は「コル 各 段 ・手拝! ・腰 入 港 石 間 出 、!笠

クj 入.......:/' キI ! k付 、 上部プラス ・7・7 スタ ー塗 、j-: :t t-・ 7・ラス

ター 塗 、大 井 ・漆日食塗 ター塗

第 二 日 産 接 室 ・ 小 使 室 ・ 床 ・挫 数‘ 壁 ・プラス F 一主主

鰐 護 人 鐙 室 ・ 床 ・コル ク下 張 、 リノリ ユ - ＩￇｾｴＭ ・ 漆喰主主

ム敷 、壁 . Jt臣 、仁コル クJ 入""": ' : y 製 本 室 ・ 床 ・オ ー F 板 張、一 部 必 数、

キｾ付 、 L.. 行1i7' ラ ス ? - 塗、 k i芝 ・プラスタ - t傘、腰 ペン キさ在 、

井 ・漆日食塗 天 井 ・漆口氏主主

第 三 鷹 接 室 ・ 地 階 倉 庫 ・ 床 ・モル F 凡さ室 、壁 ・腰モ ル

VI ' 64 

新 聞 記 者 室 ・ タノι 塗 、 J-.; ; J ; プラ スター さ在 、 ノ4

床 ・ リ ノ リユ ーム敷 、 ｾ ・ 腰ぺ 升 ・漆 喰 塗

y キ塗、 ヒｩＧ Ｚｩ￭ プラ ス ｆ ー 塗 、 ｪｾ 建

引・ 漆日食塗

一 般 事 務 室 ・ 床 ・オーク板! i l l ・壁 ・腰 ぺ y

キ色在 、 七 ＱＧ Ｚｩ￭ＷＧ ラスター途 、 ノＭＺ ｾｴＭ

奥・外 ｭｬ 錦織 ｗｾ ， 内ｦ［Ｑ ￭ 木 製 、 ￯ｅ而

階 段 雨 fl[l J には 防 火 11I 1ステ ール

シヤクタ ー」、 地階ＴｩＧ［ＮｪｩｦＨｾ ・ に 合同 ｦ

院を設〈

漆日食塗 附 帯 設 備 . jJl 房 . Ａｈ 空遺 Ｗ ｊ ￼ｾｦＡＮＨ［ｭｐￆｲｴｾ 友

利 任 官 食 堂 ・ 床 ・人詮石殿山 、壁 ・腰 は 色 房 設1由燃 僕 族 計 娘 二基 衛

1'" ツト F イノレ j 仁官1; プラスタ 一 生 ・ 市 Ｗｾ 訟によりＩｬＺ ［ＡＷ ド械を経て

塗 、ノ4井 ・漆喰在住 給 水 す、 使 i所I'I 7j{ 洗 式 汚 水 自 然

一、二、三、階廊下・ 床 ・人遺石研出 、壁 ・腰 、 人 海イヒ梢付「エレベ ー タ - J ・「シ Y

建石研 ｩ 封 、 上 ］［Ｇｾ￭ 7・ラ スタ ー塗 . グルラップ トラクシヨ y J  1I !  

天 井 ・漆吹台主 tG動 自 助 水 平 着 床 式 二 基、 r リ

地 階 廊 下 ・ 床 ・モノレF ノレ途、M ・rlJ 木モ 7 ト」・抑主n<，l : 自助式 一基 、fE燈

ノι ?l ; . "在、腰 ぐゾキ主主 、 U; l i 7・ ・ ｅ ｊＮ似配線牛 ｮｾ 接 ＡＡ ￇ｜ ｉ り ｊ｟ fJ 需 ・

ラスター冷 交換ｾ二 ｾｮ ｬ ，Ｇ ｲ こよ り て各室私設

手 洗 所 ・ 床 ・1' 1色光将司可担イノL 張 、!1.t

腰 、 1' 1色 F イノι iJ1之 、 仁f;11プラス

?l - fi 在、 ;-::J I: ・t春日食主主

浴 室 ・ 床 ・豆 砂 利 洗 IJ H在、監 ・人tE

左 右 階 段 ・

石田干 11:1、ノ4井・モノレ? ;1- ｾ在 、 ペ

y キ捻

? よ話機に jl I J じ是が四日新lは床下E'

ｩｬＡ ｩ と す ｝ｌｊ 折 ・ 各階湯沸川 Ｏ えがえ・ ｬｾ

)IJ 、共 他 ・表 示 燈 ・呼 鈴 - RZ年i

時計・ 、11A時鈴 ・無線71L信 機 ・消

火栓・盛芥投下筒・ 去す: を技術す

敵計監督・ 第四日 ｬｬｩ ｬ 事 ＱＪ ＧｩＱ ｦ ｬｾ ＺＺＧ Ｚｩｬ

工 事 施 工 者 ・ 合資合点l必f ノド組大 li !si支 J. 1j



第四師園司令部廃合新築工事に就いて

卒 国範 政

本建物はrri なる事務所建築であり 、そ の構ii !t大きさ紫飾設備等K 就ては何等詰るものが

主主いのであるが 、 英敏太 ｬ 謂の偉業と天 ｉｩ ｾ 元手 Ｑ Ｑ 兵馬の照史を千古 ｬ と 誇 る我が大阪城 ｾ Ｑ ＱＺｦ亡 、 室Ａ日

城 (: !Ii 図仰憾の府を定め 、而も共の地は民家借紫の卒和郷たる公園として 一般 K 公開 された

と云ふ事は. ｾｉ 乙 軍隊の使命を表徴し＿と芯義深き も のであり、地味高燥にして静ｩｬｉ ＺＧｪ 俗墜を

地けた庭、亦官臨所在の地相t z : 最大の利を崩ち得たものであると 、此の製li 柳か快哉を lぷや

る次Ｒｦｾで あ る 。

慈K 設計加工 lr. itMする漫談一二述べて見る事とする。

此の地は元ｾＨ干 ｩ 山 の［皿 ｍ があり 、 妹 ｋ 対 ｉ ｾ 大豪 Ｉ ＱＱ む築城でもあるので 、地 盤は相官Ａ ［ ｾｬｲ ｜ｉ ｾ ｬ ｮ な

ものである様 ｋ 担像 し て居たのであるが 、地 質試 ｬ 肢の事 ｴ ｩｾ は意外にも 地 下 川 十 ｪ ては減の ｴｬ￬￻

上げニL許りでなく、制めて組雑不均等な ニ1'. 砂で・事11立てられてあり. 地| 耐力は じ・六日首i桂皮

より主主いものと排定されたので 、法rd告は武官式公礎工 ベタコンクリート打としたのである o

ｾｾｾ＠ ｛ＱＮ施工中は ￞Ｇｩ 金の 太 刀の ー 振り ＱＢ ｲＮ は抗 ｬｩ 上け ・ 犠と云ふ懲張った意気込であったが、全く幼 ｉｾ

つでも幼ｾ｜つでも士許 ＱＩ 花咲爺の苦笑孫 ｬ 除なき能はすＮＧと云ふ次第であった 、 然 し 石 ｪ 性の裏込

が問問乃五 Ti .11日似はあるだらふとの政tHが見事外れて、石J i j: 天端から災へ約十二聞のぷ: 込

が施され全部川沈而も築城22t 時 D 焼石であると想像される相首大き主主計石が無数に l皮込ま

れであ る の に 一慌を 反 すると共 ｋ ・裏込 の ｩ いから石の地蔵傘や諜銭 ｾＱ￭ 大岡越 ｪｪ￭ｩ ヰ ｦ 各献の ｩ 査

読 ｪ 武内式部少 。 ｩ ｊＮ ｪ ｪＢ［ 寄進の ｲ ｾ Ｑ 円 葺 Ａ仰などカｾＪ事げ山して来るのは仲々興趣深いものでもあった ｄ

ｾ ， ｻ時には車内の保減反気とｉｔ￮Ｗｫ ￬ 套透防 ＱＱ Ｍ Ｎ ＱＮ ｾめに ｦｦｬｬｊ 壁内 ｦｴｬｩ ｝ｬてはＺ［ｉ ｊｉｉ Ｉ，比式コンクリ ート ホロ

ープロックを使川した。此のブロックは同時 l亡堰仮の代月j ともしたのである、陸屋般にも

之れを使用して近風防暑の法 E 試みたが 、臥績は組めて良好であると認められる。

外壁) j 要組りは紫雲石張府出し仕上げ上部は常滑スクラッチタイル色班を使用 して居る口

扶 ｈ 主 ｬ Ｉ 石は常 ｉ ｦｪ ・テラコツタの素鹿を試みたが索。鹿友るがｾめ 二 上質と火度の選良調ｩＧむには少

なからざる背が Ｂ をｾｪＺ .o1c己事で‘ あった。階段宝) j 史初闘にも紫雲矛iを二千度程度 l亡'I'stいて張っ

て見たが 、焼 過i煉瓦の犠1 J . 色禅で一寸'bl:u、味がある犠K 思はれる。

建物 の ｾ光通 ｊ Ａｬｬ ｕ 亡 は特 ｬ てｦｻ Ｑ 意 し である、 Ｒ 副会の巾も八 ｪ えとしてあるので 、 地下室の虫 ｮ き

は常時はな聞 と し、一 Ａ Ｎ ｬＮ ｾＺある場令直ちに防昼司令部と云ふ様完工事務室として使 ｽｉ ｊ する事

がIH米得る女11 ＼ 汗 ｼ 費 ＱＷ さ ｾｌ て居る。

各室内部仕上け1乙付ては詰るべきものがないけれども 、今駄の大i } j r符K は行在所となる
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ｾ￯ ・ で ｴ あるから 、 御 参考 迄 ｴ 亡 貴賓室の仕 上げ丈けを述 べる とととする 。貴 賓 室 は ｅ 商玄関

上の二階西向 きの l¥j ;屋で坪数は 19 tf  5 合左右 lとG 昨の料室を有して居り lJ .故以外に は絶

釘使用し え泣い事になっ て 居 る 。床 は下 敷 フェル ト 問産最上等の段通政 ｾ ｩＡｩ は金紛入蝦茶 地初

安 及菊花模様の縦子裂地張、 天井前黄色花菱校椋椴子張、窓掛縦十長金赫入鳳j阜! ;j:N羨椴子、梁

天井二蛇腹制拐、等総てロ ーマ ネスク彫刻が施 しである 、西側窓はフレンチケースメントと し

ベ ランダーに出る 事が出来る 、硝 干は線、て切子ガラ スを月j ひステンド等の華美た接飾を避

け清楚を 心掛 けて居る。木材は杢部チ ー ク材で塗は経費の閥係上コーパルワ エス塗 となっ

ている が今度は ラッ カー艶消し lζ 捻桜え る考へである 。天井電燈は金色ボ カ シ切子硝子の

シヱードをf I j いて人17る、 暖房は蒸汽で電熱をも併用し得る 如l く、 フルアスタンドデスクス

タンド 、花台前立帽子台BJ 掛扇風機等の設備は整 えであるが型ー聞の崩制と か時計 とか云ふ

ものは之れ を殊更11.余いである 3

屋上に砂嚢を積んで妙Z珂i防ーlトー とする迄の用意はして危 いが . 高射機関銃を担イ寸け無線電

信ラヂオｷＺ ｮｊｉ｜ 島班市動幻員等の設備は遺漏え工く施 し である。建築設備に ｾｈ し兎角バラック

式な思想の強川崎市にも時代の幣は弧く鋭〈進運を促し吾人は今欣然と してオーチスヱレ

ベーター の自動式 ボタ ンを. j ljl し能率の哨j.lli と敏所在業務 K 精進してゐる 、誠 Ir:亡H吋時千守寺T: 勢は移る

の感感尉'1似 |

建物の外槻桜隊ニ式 K 就ては相官首;議論のあ るE率41 と思はれる。多鋭妹kミに天守|閥矧札、棉、紀州御殿等に

圏続され針|持 して居る 闘係 k之れ等と 同一様式のf好調 日本建築K 仕様と云ふアカデミツク

友思想は 勿論設計の首初 ｬ て ｉｊ ｾ て ＲＱＵ ー ｬ 亡想、 起し たのであったけれ ども、 更 に推 敵熟 慮を 重 ね

た車t，! i ふ本建物I' I 純然たる事務所であり共れ等槻立 (I"J 叉は紀合:的 fr: 1r殺の憤他を持つ もの

とは全く立場を j廷にして いる以 上、 屋根の建築であり控の建築であり 而 も脱めて不経怖で

あ り非能動的である日本建築を諮 ｬ 亡泉 川す ると云ふ て おは 、 徒 ら ｬ 亡 耽 美 とＧ月 Ｍ ｔ 在 に Ｑｇｾ し新しき

時代の事務所?とるべき 建物本来の使命を宵 ;fi するもの であ るとの決断の 下に御覧の如く束

n趣味を採入れた洋式建築 とし之れに質貰| 岬IJ f 往左るノルマンあたりの古J攻の而影とグ イル

石材 lζ 泊予ーな色司Zj を配し、グレ ツ ト. ハットルメン トl亡以内相週十る城足'11気分を 出して四

国の環境を孝子ねざらんと努めたのである C 見w( の机述。と論議の是非は参スι であろふが願 く

は古色蒼然たる大阪城UII :Ir: - . ) 阪市新な之 近代 l，iJ fJ ，'Jを湛 えたものであるとのすt:f }H亡識者の納

得を乞 ひたいと 思ふ。
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1 ・綿業曾書官外観

地 1・ 6 階 、地 下 I 階 、軒 高 8 1 )号 、延 坪 1，81 2. 83持、

主位は似筋金量骨造 ・外 壁 ・1要は石で積み それ 上 り 上

ｉ ｾ＠ 5 防まで特級ダイノL 、6 階。よ人治石プロックを蛍

り蛇版 ｬ ｫＮ 窓、廻りはテラカッタ ー を使」、てある 、 ＡｩｩｦＺｾ去

のあ る穏やかなク1淑 を 曇 して ゐる。

Q9 vl l  



2 ・正面主要人口

ブ ロ ンズの模僚のｾＮる ｬｩｴ

の 下 に入口が 三 つ :M;: んで

ゐる 、納旬、繊 * な プ ロン

ズの杓子がI > f J されてある

V" 70 

個 3 ・正面内玄関

周! 日lの笠はヒシヤ石張リ 、床

は;{I: ! 主i石 敷、gr，. は プロ y ズ製

際 き模様精子を{ 政込 tr 。



5  • 1 階Jl' 間昇降機前 田砂

瓜nHJ の一隅に傍玄関平地下

気へ下りる階段への仕切の

格子と昇降機のｾとが見え

てゐる 、 」づれもプ ロ Y ズ

製民主き。

個 4 ・1 階康問から( 木惣室を

Eむの仕 切 は{憂muな プロンズ絡子

に腐蝕撲も並入リの石1守子を Jv: めて

ゐる問闘 に諜〈 出て ゐるのはト

ラバルチ ン援の壁である。

71 VI I  
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6 ・1 階庚閉

会部伊太利i l l ' i トラパ ーチ シを 使 JHし、lt: も大理 石

の市松i J Uの)11:五な もの、疋而階段前 には寄‘ 111. ) 者の

等身大の銅像が 泣かれ る漁定であ る。



7 ・大階段

附段、 手摺 皆伊太キIJft在トラバ ーチ

ン、 何蕗から見て も1ui ｉ ｾ ｉ＠ ( 見える

-砂

但 8 ・2 階大談話室の一隅

説 明 は三大京 に詳述 しよう。

7 3  VI I  



9 ・大談話室

7 ア イ ヤ ー ・7 ' レ ー ス

VI I  7 4  



11 ・談話室内の階没 時

2 階大談話室

倶当時郊 の中心 に な る部尾で 設計三野も心、.n¥l を この一弘11 にそ L が れ

た援に見受けられる 、 1 1猪股聞の簡 素 に してJII ::ili な る ものと 、

ζ の 典 雅 に して優麗な るもの との到 照 は、確 かに成 功 を納め て

ゐる。腰 ｬ 程 、 柱、 ス トー プ の 上郊 ｬ 主 クルミ材 、 上 ＱｾｩＩ 壁 面は セロテ

ックスＪｾ 一 隅 に は Ｈｪｬ ｾ スリー Ｎ ＱＷ イルを使月 ｪ す 、 床はキ ルク ﾭ

F イルである 、 天 井 市 23 尺、 11 [，1に見える階段をJ ? ・ると 31惜

の廊 下 に i判る ととが出来 る。

75 V I I  
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官 12 ・ 1 階 中 食 堂

個 13 ・同 天 井 詳 細

1 階 中 食 堂

| 下の二段に 5) 1: 泊れ てゐ る、肢 は 令 部

セ ロ テ ッ ク ス ・プ ロ ッ タ で ペ ン キ ・ポ カ

シ仕上げ慾ドに陥 Ａ 借 ￭ｾＺｪ の 十日 Ａｊ｝Ｂ を利ｊｉＱ し

て俊夫ーな俄 g，日lI. の令 441 を入 れてある 、

中 性 は 目当E石 、天 )1 は下 li.-，;Iで 刀 納 に 見

え る伐 に 木 ｉｉｾ 、 石膏 ｪ 長の厳Ａ彩色である。



14 ・ 中 食 堂 と 康 問 と の 仕 切

7 7  V I I  
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2 階 曾 議 室

ｾｪ｜ｪｉｭな部屋であって 、 ｩ 笠 ｬ ま 裂地張 、

巾木知縁はオエ ック ス大r' l!石 、床 大

J ' l l 石市松張、 下1，"1で汗・内のは子が令

部 見 られる 、 t 悶はその 隅を示し

た もので 日 ｾ ｾ ｦ ｻ［ な 前 ＱＱ 部がよ く了 ｩＧｊＧＨｩ ｉ ｉＳ Ａミ

や， Iう。

個 16 ・曾 議 室 の 一 隅

.. 15 ・2 階 曾 議 室



曾 17 ・2 階特別臆後 室

曾 議ｾの 僚 に忍Ａなる都屋で

それ と同 じ様な苦喜美な もの

である 、墜 懐材 鏡板E民、天

井プ ラスタ ー石'11' 模様 入彩

色、 床寄木張。

19. ・3 階 小 食 堂

少し他と 越の 縫ったもの で、 スパユツシ

ユ式である 、A: .モ天;JJ: J 七に犯l 而 ベ ンキ 0: 1  

q， ¥少ツド ・プ υ ツク。

... 18 ・2 階 食 堂

舎説室厳 に集合家主 食堂と が並 んで取っ

てある 、 とれば大分近代王にのもので日本

趣 味 が 大 分11日l比 され て ゐ る、笠古JJ 来 板 張 、

床キノレク F イノι 張り 。

7 9  VI I  



2() ・6 階大食堂

鉢援や休憩 ｾｾ ｾｾＺが ｭ

有F してゐる 、 多 人

数の集合 ｪ 日で ｾｴＩ［

の 設 備 も あ る 笠 天

引 j 七、 セロテック

ス床m依。

VI I  8 0  

但 21  22 ・地下階

$  食堂及休 憩室

闘方共有[ ら L ぃ 様 式 で

技 巧 を と ら さ れ て あ る

上 凶 1，1休憩室で F 闘は

食堂である 。

食堂の壁は模造 トラパ

ー チ ;/ 1fdi !l 地材 、sJ! t 7)<

［Ｆ ｾｪ 氏込照明 Ｑ Ｑ［Ｑ Ｑ りはグ

? ス タ イ ノι 、 床 セメ ン

ト・ F イノι 各食堂の天

井 j照明は皆間接照明 に

な っ て ゐ る 。



B  

図m

Ｚｅｾ宝

内

-
E邑 5 i 宝

l寅 閣 ・

三5 関

圃・ ・・

‘"宅

• 
中 食 堂

• 

ｾｩ＠ 1 階平 面 li;，il

地 下 階半面 白l

81 V I I  



第 3 階平面悶

第 2 階平面闘
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• 
さ諸島 T ょ 91

• 
L  

曹

• 
計1 錨 競 合 曾

• •• 

• 
d-X  ds 1: 

• 
H簡 閣 よ 部

曾 2韓 宝

1士ごS ア

-1‘ 食 堂

食 堂

-
ｾ曾宝Ｎ

-



薗

宙 空E

'  

第 4 階 卒 商 li，;i l

第 5 附 l Ji. iui 1品il
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パ ッ テ 4 ノヌ? ') ー :ノ

ゴ j レ7 鯨 温 繍

1毛 と 半 面 [;，，1

ｾ＠ 司色

ｾ＠ Ei 

- -

休需 ｾ y  

• 

- -

犬 食 堂

B 色

第 6 階ヱ1'- 而いl
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白 木 綿 業 曾 館 新 築 工 事 概 要

{立 置 大阪市 東区備後町三丁目八番地

敷 地 面 積 355均三40。

建 築 面 積 28 0 *70。

高 さ 事f 高81ノミ 、屋根頂f ，11迄90尺。

総 延 面 積 1，812坪 83。

内 言早

地 階 301坪80
0

階 275坪 01。

中 二 階 12月、02
0

一 階 242坪98
0

一

階
213珂;57

0

四 階 259上ド95。

31. 階 258坪 110

ノー、 階 199坪 07
0

昆 階 13坪 920

屋上建物 43均p s。

工 程 起 工 昭 和5
1FJ 月10日。

竣 工 昭和6年 12月28 日。

各 階 の 室 ｩＺｉｾ 遺

地 階 一 般食堂 、 休 ｭｴ ｾ 、 料 ｅｾｪｴＵ ＮＮ 刊 ｾ袋 、

ｩＢ ＭＧ｜ ［ ｾｦｦ 室 、 危気案 、 ポゾプ家 、 羽胤機

械 案 、倉庫 、支 那t: ? ，検査室 、使川人

当号、{近所 l 土手洗場。

階 !氏/l日 、倶楽部食堂 、談話室 、楽 将 棋

言 、玉吉建築 、外套新築 、間際 家 、t叱

l冴l土手洗室。

中 二 階 電 話 交 換 室、物 置。

四

ノ、

階 談話室 、日本座敷、浴家 、熔接家、

合議室 、集合室、食堂 、 ボーイ rfi' l、

似 j升」土手洗場。

!管 紡*;'1聯合合E在、判事実 、倶楽部事務

室 、食堂 、研究室、似 所J 土手洗Jb、

削除集 。

階 l品l脊:卒 、新 聞記者室 、i王1]'; 務2京、似

j万i土手洗以;。

階 it 事務室、使所 i 土手 ij¥) 15o

階 大食堂 、舞 主主、休憩、第 、柊卒 、 むらt

索 、両日脈家 、外套預: 去、似品rr Jk手 1凡

;場。

展 階 物 泣 。

尾上建物 換気機械袋 、昇降機機械筆 、 ゴノレア

練習場、 同準備集。

檎澄概要 本官官は総て銑' 11鍛筋 「コ y 1' リート 」裕

治と す。

外 袋 線石/土敷石 、段石は 岡 山l降、向 島商;{E抹l

石にして 、 腰石Ａ Ｎ ｾ香 川 県草夜の「ヒ シ ヤ 」 石績とす

壁他は粗lllii 化粧「タ イルJ Lk. 入浴石厳にし て各蛇

版 lk. 窓加j りは凶熊「テラ カッ ター」を使 )I J す。

屋 根 陸尾根は 防71、!骨を施 した る 七十こ I?< イ

ノι j を張り 、勾耳目尾根は 「ア スベ スタス モルタ

イト J を塗り た る ι に銅板立と す。

内部仕 上 一般事務室は床 「リノリウ ムJl 段、壁 次

天井「プラス j l - J塗 とし 、廊下の床は 「トラゾ」

仕 上とす。

使 折、手説) j ，}空宇: の床は「モ ザ イツクタ イノι 」、l笠

而には大組石& f ?<イノι j を使 j 日す。

各機械室は同<Lえ腰 ijj えに は 「タイル 」を使ハJi- ，J t  

他の各家 に して特種の仕上を砲 したる内: i l l なる

ものは次の卯l し。

地階食堂2え休憩案、 床 「セメン トモザイツタタ

イル 」 壁面構法「 トラパ ーチゾJ 2土「グ ラス モザ

イツク Hi型地「ベエヤ H反及 17・テス ター J 。

玄閥 、床 、錆 色2え!l.Hと崩石フlく見書 、壁「ヒシヤ j 石、

7dl t英迩「トテパ ーチジ」格フ王子|一。

l資問 l土階段室、床「 トラパーチ y ｪＦ 泉大 ｦｬ ｾ 石盛

岡 「ト ラパ ーチ y J  ｒ ｪ ｾ Ｎ＠ 1プラス j l - J 彩 色村十ソ三

井。

一 階 談話集 Ｚ 及娘然 室 、 刷、ウッドプロック ｊ ｾ 国

E型地物白板、R J lf プラスター j 特 Hl 仕仁彩色、

給 総 松 色付。

一階食堂 、 r+i 拍板、i立而凶桁 「セロテツキ スプ

ロック j ー 郊に 鍛 製銀色象依模様入 の もの を向日

すo ｪｾ Ｇ［ｉ ｾ Ｎ＠ rプラス j l - J 地に石背次 臨地材に て

模絞を付 し、極彩色を施す。

二階令 言葉家 、 床 伊 太利時大別 Ａ 石 、 Ａ笠而 裂 ｪ｛ 山ｾ 、

ｲｬ Ｑ 木 ＦＧｦ，ｊＱ 縁希 Ｑ 艇 長 ｾ rオ ュツクス 」大理石、R J I

8 5  VI I  



「プラスター」地に石苛模様を附し彩色す。

感 接 家、 床 寄 木 、壁 面根 羽 目 板天 井 「プラスタ

ー」地石膏模様を付し極彩色を絡す。

浴案床「モザイツグタ イ ル ｊ 壁而 ＮＦｫｾｊＺ 、 「ピト

ロラ イト J &I タイル '0

二 階談 話 室 、 床凋溢製「コノL - ? ?i' イノ・ J 、壁 面

「セロテツキスプロック j lえ削粟羽目板「タベ ス

トザー タ イル」プリ J'I プラス ?i' - J 特級{ J : 上、 梁

形「 ラ フコ ー トj 彩色を施す。

集 合 筆 、及 六 階 休 憩 室 、床「コノレク F イノL- J 壁 面

「カンパ ス」限 り 銀箔 ち ら し 並 に 彩 色、一部 大 理

石を 使用す、 天井「セロテツキス j 。

二 階 食 堂 床「コノ' L- ? ?i' イノレ J 、壁 画 UJ粟 「ペ =

ヤJ 板。

三階 食 堂 床 「ウッドプロック j 、壁/ 士夫) J ' 1プ

ラスタ ー」特級 仕 上 、梁形松丸太色付。

六 階 大 食 堂 床 楢 板、壁 而 「セロテ ツキ スFJ l 木

及 柱 形 其 他f命、天井凶絞「アコスチーセロテツ

キスプロック」。

民間周悶特fiJi f間仕切、府民ij と食堂界は餓製模様

裕子を取付け錆色の拭1反仕上とし 、休憩室界の

ものは砲令製模様絡子を 取付〈。

建 具 窓E背子は令部「エーヤタイト j 式の「 ス

チールサッシユ」を使用 しｾは正面玄闘に砲令

製模様椅子入のものを取付け、{ I ! I J 而玄闘は「レ

ポールピングドア J を使 j 日す。

「エレベータて J 出入口 扉 は一階には「プロシズ J

僚にして模様椅子戸を附し各階のものは倣板製

扉とす、共他のタト:篠山入口には 餓 製) 罪 、内 1' :11各

議のものは機[ チーク」等の ，%とす。

媛 房 設 備 反空低限蒸気t安 房 装 置 に し て 米 凶 製

「アイ ヂアルウオ F ーチュ ープ ボイラー」三基を

骨Hへ何れも石油燃幾技 置機を具備す、 t変房は各

室に放熱器を配置し冬期 に於て華氏70皮 の温 度

を保たしむ。

按気設備 新鮮なる外気を取入れ空気i慮; 品機1主力日

熱70S : を沼じて主主風機により各1 i : に遁' 占? なる温度

及 isFtt を有する法風をなす。

食堂、料迎! 拐、侭i所生宇には通風管を設け、煽風

機により機械的に排気をなす。

給 水 般 備 飲料、手洗等の用 7. K は市水道の海水を
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使 j 日し 、奇襲}日71"-は嬰引 7. K を使用す、何れも吸71"-

「ポン プJ にて屋上貯水純に 引，上 11 たる後各所に

給 水す。

給湯重量備 「ス トレージ ?i' Y ?  J を設置し之れに給

7.K 1 ' i ' を連結し別に給湯m加 熱 蒸 気 機 よ り 蒸 気 管

をl ?l y ? J 内に通じ て湯 を作り給湯行によりて

各給湯栓に ｩｾ るもの とす、給 循環「ポプ Ｗ Ｇ ， ｊ を濯

縛 し て 給 湯 管 内 の 湯 温 降 下 を 防 「。

防 火 設 備 防火栓は各階に 2，個所宛設置し I ?i' -

ピ YJ 式消火「ポンプー|にて給水するものにし て

盟主 j J:7.K: & ' 市水訟を適宜に 切 替へ使ハl し1{1: る装置

とす。

衛 生 殻 備 倶i所 は線、て iJ l : 滋式に して汚 水 は汚 水民主

王盟梢 に導きて 際化訟 に泊、議されたるものを附近

の下水滑に排出世しむ。

昇 降 機 人員用とし て容 量2:00ポ Y r" 速力毎分

2001 } ( を有し「マイクロドライプJ 装 置 を 具 備 す

る米凶「オーチス 」合枇製のも の 2 基を骨ii へ出入

口wは「ニューマチックドアエ y ジン Jfすのもの

とす。

各 階 食 堂 料 理 運 搬 j 日として「ダムウェ- ? l - J 4  

基を骨Hふ。

型建電設備 費警E騒音止は動 1J mとして 301 キロ J 3菱 電

燈F I 1 とし て20r キロ J 3撃を設備す。

六階の ｔｅ 泉家は ￍＧ ｾ Ｊｬ 士清Ｚ席の危灯照明を自 ｬ 担Ｂこ

操作猿到の儒開防総マグネットコイノι J .& 1バ

イロッ ト」苦手を取付けたる間電然及 9 !I，¥I の! 照明

知Ｂ成袋世 ， ｬｦ￩ に ＱＰＱ キロ ｪ の単倦努ｾ Ｇ Ｈ，停を技術す。

電 燈 設 備 問 線 i立総 て「チュ ープf工 事 に し て 電 灯

は主として牛| 間接照明器只，. & 特績の器具を設備

し地階食堂には特鶴間接照明を併 IIJ す。

電 話 設 備 局紋F I 150到「 ケープノι J を引込み交換室

には草 式 2 座席共む式交換機 1 ;撃 を設置す。

電 気 時 計 阿部式fS主主時計を使川J L  倶 楽部 事著書案

に毒見時計 1 f問を設置し之れに時;11<70S: を作 j 日す。

非 常 報 知 機 各 階 消 火 栓F付近に設置し守衛潟、小

使 室 、書聖司Hト: そりーに非常に際し信械をなす装置と

す。

避 雷 針 焼 失上 部2土屋 ι 別問に設置す。

殴 計 監 督 波 溢 建 築 事 務 所 波 溢 節

工 事施 工者 合主主合 niH¥f7J く組大阪支応。



日本綿業曾館新築工事 に就いて

須

牧

藤 隼

野

人

忠

日本主iU業合館のお真及内容を建築協合誌上 陀 拐iほし. 既く建築界に紹介さる L 事 は 誠k

l去賀の至りで有 りま す。工事施工手干と しては鋭 立工#t 逃 沙に努めた次 第で有りますが、何

分 多 種、多椋友 材 料の蒐集及複雑なる乎法の主主相官 の背心を要 しましたが設計 YYri 'f子抜rr!lii 度

溢首 ｩ 氏以下側係者諸氏の御指導 ｋ 依り 、 大ｩＡ 泊先Ａｾ < 竣X)J を見ましたのは誠に仕合とイ長歩るの

次第で・有りま す。

工事施 工 K 闘し、イIIJ か執市して11いたいとふーふ協併の 御 rjl 込みで 有 りますが、日IJに施工

上 K 闘し特別に qi_f -，げる科の iJ  ｩｾ も 有 りませんが 、 ー ・寸思 い ＱＭＱ｜し＿ と ま ｌ を 書いて 御克を象り

度いと 思 ひま すC

1. 先 づ 第一 IC金問的地工方針・としては 、現場内 ICて各作業共下J存を一切せヂ現場は下持

;l Jn工出来簡の物を取付くるのみと致しました 之は現場地工に首り まして放も 重要友 る

瓢で有らうと思ひます。

抄次:1に亡2江{5ト-一4 階 IC亡は材

内 κ 持持 Ｚ 込み、直 ち ｬ陀 てＢ｛Ｉ取収 付付 Ｎ場 ｲｾ川リ列 ￭ ｬ ｃ亡配世する ｬ事 ｊｩ好ιｪＮ ｟ 内部 Ｑ Ｑ ｒ［ 泣ＮｬｴＮ 代 主 宰は一切 丸 太 足代を Ａ Ｗｅ し 「例 Ｑ

:iI :J 佼 JHの事 lて致しました。

2 ， 打合せ合 Ｎ 之は工事地工上 、 ＺＱ Ｑ 主も主要な ｾ ｈ で有りまして ｪ 皮遊 Ｒ Ｑｪ 氏 自ら加工方針及詳和 ＱＱ

ｴｊＮ そ工 程を説明され 、 施主及現場 肢 行員 Ｎ 訂 ｗ ｬ 手 ｾｦ ｬＡｬ ｊ ， T J，!i : t J . 者全育li参 iJミ、 i手ι 卜・同之を

行ひ設計者と施 工 Ｎ 者 ー Ｑｾ ＺＱＱ 乙於て忌 ｊ 向 ｉ 無 き質 ｉｉ ｜｝ 、 ｬ 位 ｻ答 を ｭ ね ｬ ｩｩｬ 渦 ｉ ｣ｔ 司 Ｑ 地工ＺｩＱｴ渉を計りょ し

た。 此貼は私共としましては jj&1亡結構なおで千J りました。

3 ， 直営工事と一式請負者Ｈｩ Ａｉｊ 施工工 ｾ ｊｩＮ とのＺｩ｝ｦ栴 ｦ ｲＮ到しまし て は、前記 ｬｪ 令せ併に於て充分

ｬ 乞辿Ｎ絡を取る Ｇ ｊｩ が ＯＱ｜Ｊ 非 常 に ｬｩｾＱ 渦 ｬ 亡運びました 。

4 ， 主位餓筋コンクリート打工事に於て材料配介をＺＱ Ｑ 立も正叫にするｾｯｊ ｬ 床 ｬ てをきまして 、川

砂を勾: 日工事yE手前lと出li 検 、川砂 lモ令有する7]( -:;:: を制作し、以て正味川砂の) [ を算出し 、

川 砂 IC合 む7]( -:，i:! C依り、コンクリート混合K 裂する 7}( -;，，: を加減 して施工致しましたので

比較的良好なる紡県を見ました。御 承知の如く川 砂 '1' のノk の合有料の多少に依り、川砂

が非常 ｬ 亡 膨脹 したの、或は比較 的膨ｾ寄Ｚの少友い弘 ［ 合 とが 有りまし て 之を同一蹴 し て「桝

J  ， ζ て計 ｦｩｴ して ｉＡ＿ る都合は非常に え ｾ［ｙＺＺが生十る ， ｝ｩｾと成りますので、此出 ＱＱ を故も簡単なる

方法 l亡て庇理して行きましたf 首手法はヂi' lll l}す〕。

5.  定規後 之は民主量的氏の li .丸¥1を: 施工された方は御承知の :- ff と思びますが 、官; 合訂( 工 事
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lて釘 して は徹頭徹尾之を質施断行致 しま した。之は主腫工事出来後、直ちに「 プラ スグ

ー」仕_} : げ商を定め て定規を打廻 し之を仕 上商 と抑へ「フ。ラスタ ー」を仕上げました。

此方法はプラスタ { のみに限ら十大理石共他、 3 i ! i 作セロテックス張 り等あらゆ る取付け

物の下地K 全部使用 し、従って仕事の11頂序として は先づ左官工事が第一線の施工 と主主り

ます。之の方法はH佐、E互に左官工事が立祇 tz : : 仕上がると云ふ事のみで無 く、 各遺作共他

仕上げ材料を左官材料で汚損する事無 く、 仕上工事全開を通 じ非常に美 しく、手際良 く、

はかどり ま した。壁紙等 も主主作取付 け前に貼 りました。

6 .  木造浩作工事 ｋｾ ｊ し ては非常たる作意を用ひま して、 木材乾燥、工 作 の精練等の黙 に

鑑み家具製作所にて施工せしめました。

7.  美術金物等は設計 三百ーとしても非常の御苦心で、現 寸!rr; i 1のみ lモては感じが出友い矯附切

りにて火iit りをさせました。

8 .  倶架部各室の気分を表現する震のm意周到友る材料の使ひ分け 、及塗ff l] i仕上け等に於

ては! f . ' J二に 設計者と して附切り指導 されま した ラ

誠に簡単なる事で FIヨ詳が有りませんが一寸a 思ひ出を申述べまして御菟を裳りま す。

池 図 賓

椎 原 兵 市

; 益 谷 五 郎

須 藤 隼 人

武 田 五

瀧 漫 農 弓

竹 内 政 治

千 原 縫

徳 政 金 吾

波 江 悌 夫

牧 野 思

平 田 範 政

富士岡 霊

古 塚 正 治

南 f言
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本 誌 執 筆 者 紹 介

工撃士、東大建築撃科卒業、本合高11令長 、池 田建築事務所主に して座談合 「特斡三建

築を主題として 」 に出席さる。

京都高等工芸基準校卒業 、大阪 市公闘課長 、座談合「特 輯三建築を主題と してJ に出

席さる。

東京高等工業率校卒 業、大阪市立郎烏工業率校建築科長. 座談合 「特特三建築を 主

題として J に出席さる。

"!; '7M11大阪支席次長にして 「日 本新i業合館新築 工事に就い てJ の執筆者 、同官官新築

の工事長であ った。

工事博士、京都帝国大製教授、本合同日合長にして座談合「特斡三建築を主題にして」

に出席さる。

工事士 、 品 ｉｬｲ 戸高等工業製校教夜 、 ｐｬｾ 談令「特緋三建築を主題にして ｪ に出席さる。

工製士、東大建築科卒業 、大阪市技師 、大阪市ホテル現場主任として大阪市 建築課

在 勤、「大阪娘夫 主1#1併症昔1'1' ; l :概要 j の執筆者

工号室ー1: 、京大建築塁手科卒業 、元大阪市技手、「炉、打IlJ 下風給問に就いて j の執筆者。

工手製校建築科卒業、7[; 1，!;-' /<#r l大抑止支 JJ.i長、 i{，'政工君主応終倍、座談合「特続三位案

を主題と して」に出席さる。

工製 ー ｉｾ ，東大建築事科卒業、清水車R大阪支 I古長、l1i i 大阪市建築課長にして大阪城天

守閣の設青 Ｑ ・ 者 、 ＩＧｩｾ談合「 特科 三 建築を主題にして ＮＱＱ￧ 出席さる。

日本市ii 業合向? の工事1慢性t 者 、「日 本和ii 業' @"官'[f 新築工事に就いて」の執筆者。

陀. iT{ 技師に して第四 日市 陸l工務科に在勤 、第四郎防11司令部隊合の設計者、第四師 悶司

令部脱会新築工事 Ａこ ｾ￦｜ 、て ｪ の執笥者。

工与士、東大建築撃科 卒業、大阪 市建築課長にして、大阪城天守閣の工事を挽1 ¥' ・さ

る。日2談合 f特;J"よ三建築を主題として」に出席さる。

工事士、早大 建 築撃科卒業、市l' 戸 j(; j等工業製校講師、 古探i Ei治建築事務所主にして

座談合「特科三建築を主題として」 に出 席 さる。

エ製士 、Z巨大建築事科卒業、F自信建築事務所主にして座談合 「特 ;1砕三建築を 主 とし

てに」 出席さる 。



特 輯 三 建 築 を 主 題 乞 し て

池 田 賓 氏

武 田 五 一 氏

波 江 悌 夫 氏

南 信氏

六月十一日 二|て脇目。 ζ の日天然快晴。

椎 原 兵 市 民

瀧 j畢 轟 弓 民

富士岡重一氏

高 橋 鑓 治 氏

淀 谷 五 郎 氏

稽 政 金 吾 氏

古 壕 正 治 氏

( 出目i者五十音順 )

座談合に先立つて現地見与を願った方が灯都合と忠ひまし て ，l f 後 3 時大阪城内紀州御殿 lく参集を

願ひ先づ第四 日市閲制令部は 7p.1ll 防軍技師の御案 内で見せてャたピ き、次 に大 阪城k 守閣と同公閑の

方は 11主江、信士岡 、tfI原 の諸氏を阪はしま した。夕刻日本和ii 業 合 館 に到 策、見与を済まし て 同似の

小談話ｾＮ［で座談合を似 しま した。以下 はその速記録 であります。 ｣ 記者一〉一一

L 一 一今日は御多用中のととろを御tl1m; 下さし、まして有期I! う存じます 、 も一人古宇 111先

生が見へる笥で し たが ， ［ｊ［，主支へのためｾＺｉＧｌ御ＯＺＱＧ ， でが出来なく友りま し た ｯ それでは御見

皐を願ひま した順序で大阪城天勺: 開. 第四f:i1i図司令部臨合、中li; 業命館等について夫 k 忌J問1

1主き御感想! を伺 はせて頂 くと大へん主計'1'.¥と作 じます 、ではA 先生座談合の進行の方をよろ

しく沿願ひ致 します。

大 阪 市 天 守 閣

ａ 一一 天守聞の方をーーつ ｄｾ ん貴方の設計だ力ら、 ｄ さんの苦心談を初めて貰って 、 そ

れから; f oくに J 君 l乙質際の段取を伺って、それから 1 f j  I ' L 公閑計霊の大要を移jl 話願って故後

l亡皆さんの今日御究に なった感想を必話願ひませう、では D さん簡単 K 要領よく一つどう

ぞ。

D 一一あれは御大典紀念事業として大阪城本丸を公闘として開放し天守間を建立しゃう

といふ ｾ Ｍ ｉ 喪 が起ったととを突然 ｩｬｩ 長から沿話があっ て、第一出来るかどうかといふととで

ありまして、その時( l : t - ! I，来るととは/ +¥米ますが、成るぺくは鎖jdI 或は餓什の永久的建物に

したい 。それからも 一つは考識の方から 云った ら随分六ケ敷い訟来もしなければならぬ、

大惜の庭で非難のない程度のものを他へるととに制l承認が聞はれる友れば仕合せであると

巾上げた庭、 1tjJ 賛成になって向よく J[i(調 べ よとの事。そ とで篤と考究を遂げました底幸に

基礎の}U¥況構造上の研究並 K 設計l こ闘する材料蒐集が思つ? と程困難で友かった様に感じら

れま し たので、一週間住経って改めて Ｏ Ｍ ｐ，来るとＡ主く 信じま すといふととを ｲ ｬ ｾ 上けＧました。

併 し 賓際に首って見ると随分困難を感じたのであります。 ｴｦｾ ー構造上餓筋コンクリ ー トで

やるといふとと が困難で、、 どうしても鎖骨でやらなければならぬし 、市 も木造の建築を鍛'目-

でやら なければならぬといふ困難が ib T  ，地耐力の方は段々調べて見る と地山から石垣が
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出来て居るので現在の石暗に荷mを掛けぬ方針でやらねば友らぬ、も一つはその地耐力が

約 I 噸と見 ても地長の影響とか云ふ ものにしても ioi-i へら れる丈けの ベースをとると とが出

来ると いふもととが判ったものですから 、大慶都合が よかったで・す。意匠方面の資料蒐集に

ついて は. 幸といひま すか、 徳? 可さんの 「近世日本間民史ー| や大類|尊士の「城壁の研究」

や問中博士の「桃山時代」小野百! ? 氏著「大阪城誌 l 等の良著書が深 rlJ あり まして、 元組天

疋時代に於ける築城術や大阪城K 闘する資料があり ましたし、現存せる各市の天守閣は生

きた資料を提供して居 りますのでそれが大慶参考 I'L 1t. りました。庭が大阪市史の編纂の時

分 l亡斯う云ふ ととがるった 、黒問家 lに亡落城後霊茜古家 IL亡c f抗I苅自肋カか当した町

分の肝! 風艮臥.ltc亡書書.いて革あうる主沿=天人守) : は「五R暦雪」でで' . ｾるうつて、 それから史料編纂の方から云ひますと

「八霊」であるといふととが書いてるる 、誌として「五居」であるに拘らや、史料文献の

方1 0; : 1 : 内部から上った消息が書いである、それには「八重」といふととが書 いてある 、太

閤も「 八重 ｊ と稿 へて底 ｫ 室長附された 、それから 京都の御公卿さんが来 た 時分 ｴ｣ ｾ 案内した

時の手紙 lとも「八重」と升いである 、天正十四年K 小早川隆景が毛利元長会と 共 K 家主/<: 1  

Ｔｾ 人を連れて訪問した時 ｬ とも自ら天 Ｇ ＮＧｰの「八重 ｊ まで上った と いふ様友事貨が ある 、 それ

からその昔時の西班牙宣教r:rli の「 フロイス」といふ人が大限域を訪問 して本丸の中には

300 人から女が居り男はノj、数であ った 、主テ天守tと秀吉自らが「 へ重」ま で案内したといふ

様主主主が史料tて載っ て 居る。されば、そ の蛍時黒悶家のJ J r ' 風といふ ものが大 した問題で

なくオミットされてしまった それで・私が黒岡家を 訪ねて界風を奔見に行った時に散々厭

味を云はれた。 来してとれが史料になるかどうかと言はれたけれど、今日はとれより外に

好個の参考資料はない是非K と言ふので. 雨の降る日に 、雨降りはいかぬと言ふのを無理

陀見せて 白 買いまして大館スケツチして何へってうｾてそれを纏めて「五 ｪ 芹 八 重」 の大穂楽を

作ったのであります。乍然黒 IJI 研風の天守は誌であって. 質際の石上庖亘の大さ東西 1日8 問南

北 2却0 間の大きさをもつ7たと炉

はない。あれは武田博士も色々釣合のととを御研究に友ったが丁度疋方形を二つ置いた位

の航形の型民主主つてゐる。それから御天守の研究が進むに従って約 13，4 問の御天守には

釣合ってゐるが 13 問 20 問と言ふ大きなベ ースにのせる天主):ではない。どうしても天疋

初期の御天守を調べる必要があると 言ふのぜ、 建築資料の方から 言って天正四年lと出来た

織田信長公の遣った安土城の七重の天守、それから今残ってゐる天守の中で日本ラインの

犬山白帝城それから踊井の近 <tc ある丸岡被の天守、それからもう 一つ一帯参考ーになりま

すのは松江の天守、近 〈では岡山、知路K 質際の御天守と言ふものが. 生きた資料を提供

してゐると 言ふ王が判 うた、との文献並に給茜たど賞在の天正気分を持った天守なぞに よ

って案を樹て棋型を作りました。市の方で御天守の三一|聾 lて制する委員舎が出来ま して、武

間博士、片岡博士、天沼 博士の御三人それから文献の方で西岡博士、府立|品l書館長の今井

さん、官時の市民博物館長の場i居さ ん、女子専門事校の魚、法さんそれから京大の故津村専



太郎さん、とれらの方が委員に主主られまして 、段々御議論がありましたが、前後三四位の

舎合があり三奈以上。訂正をすまして結局黒田町二風K 洩ってゐるフ イーチ ユア ーはプロポ

ー シ ヨンが 惑いけ れども、戟字直後に黒出 長政侯 が戟 ｾｋ 従 事 し＿と人で苗の出来る人 ｩ 亡 、 鹿

長元和雨 j交の戦跡を残し度いと言ふ希望を以って八郎右衛門と言ふ歯家を探し出 してそれ

に告か した日一風ト- 双でありますが、 一つの方 l亡は大阪城本丸二の丸を大掴みにした大阪城

の一つの概念として御天守から初主って追手から茶臼 山までを六枚折の肝風の中 l亡纏めた

ものです、そうして資料の方からゆきますと締識の方でもその首時 つ風俗武具旗指物その

他可成り的目住友参考材料であるそうでありますし人物はその昔時の有名な人々を皆それに

書き 込んで、あります。一双の好風の中 l乙 1750 何人ですか 書き 込 ん でb る非常に丹念友

肝風でるります。との八郎右衛門と 言 ふ人はその肝ー風で帰ど完成近くなった時に精姥%f

きて逝く なった 、と 言ふのはi捺り考滞が難しいのと、もう 一つは黒旧長政伎の色々のサゼ

ツシヨンが難 しかった ので、その後で久左衛1"] と言ふ茜書きを探 し出して後を纏めさした

此一方の六校折の肘風l亡は淀川の落城の光景で'ii t 川方商lて人人が逃げ込んで・行く、一寸筆

付が泣よ‘ んですが、そう 言ふ風K 由緒があるので古賀の方から言っても参考資料として差

支へないものであります、ですからそのフイーチユア{ はなるぺ〈傘重して行かうと言ふ

議論に纏った、幸l亡建築構造の方から言って外観は「五居」でdうってもその首時の御天守

は内部は「八重」のコンストラクシヨンを持って居ってちっとも 差支へ友かった。それで

「屠」と「重」の狂があって、「唐」の所t亡、か友らや「霊」があるとは言へ友い。現lて姉

路の如きは外から見ると「五居 J ですけれども内部は「七重」である、安二1 : : の御天守の如|

きも外観は 「五暦」でしかもそれは 三暦桜花二暦棋が飛び出した様なもので、内部は 「七

JTU である。との狂があるのは石附の中が大抵倉} ! j [ fL 友って居り初重と隅へ? と震にw. が増

へる . それから三府の屋根がったき〈友って居って柿 iiE上砲で-w: J:f1カ11する大阪城などは; 厳ー

上腿の下 IC/ノ包の彫刻のある底がー・重増加l して八重 fc t : J : る、それで「暦」と「ょI U とは意味

の泣があるので「暦」は外から間たとき「重」は内からの隅披で大|波史談合の人々も初め

て「五居J i 八重」 といふ意味を知られ大阪J };占御: 天守の今ま での挺問であった所が僻¥i)とさ

れたと言って苔ばれたが、そう 言ふ誌です、それで幸に設計も委員合を通過し、施工上に

於ても土木方面 ｋ 於てコンストラク手ヨンその他の方 ｋＱＡ｜ｾ 理がないと 宵 ふ様なと とが誰明

され、叉一面経憤上の ｌ ｬｊｾ迫から穆算の上 ｬ と於ても苦しみもあったのでありますが、それは

先程沿話し申上た様l亡、御大典紀念事業の守三分は rrrli W1 I 司令部の建築設で、あって、成 た三|三

分の叉字分が御天守の費用で後の字分が公園費であると 言ふ苦しみがあったんですが幸 lて

時期が大鐙適首主主時期であり大林組さんの非常の努力で比較的安値友建築が11 ¥来? とのであ

ります。私は大開設計書を纏めた所ま でで職を退いたのでありまして、後は J さんが随分

苦心をされて賓際の 「ヱ キゼキュ ーシヨン」をやられたゐ話しが興味ある乙と L 思はれま

す、さて徐談でありますが. 天守閣復興計A聾が殻表されたときに、多少の反封がありまし
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て、 市の嘗事者は頭が古いとか . 今時天正時代建築の復興は滑稽だ とか . 時代の進運を知

らぬとか、首時建築家の聞にも色 k 議論がありましたが . さて出来上って見ると大阪 1打の

中心と主主る所の記念建築物と友 りまして大阪市民の大満足を得た様なわ けで、 流石は大阪

で友ければ出来ない仕事だとの論評を聞いたととがあ ります。総じて一つの仕事 を講すに

首つては広、歩質成者と反封者と 50 パーセン トづつある ものでありま す。従って、 事業を

完成するべき責任を負ふて立つ技術家は雌と した主張を把持してたとへ多少の非難はあら

うともその目的に過進す るの骨| 吾が必要だらうと思ひま す。とれは天守閣の復興事業に限

りません、 議論の多い建築界の仕事はそう云った場合が多々あると 思ひます J 今一つヱピ

ソー トがるりますO その首時設計に携はって居りました古川 と言ふ人が大慶不平があ った

のであり まして腕の問題或は釣合様式とか言ふ様なととを新Imlζ書 いたり 、パン フレ ツ ト

を配附した りし ましたが . 古川氏の意見は大安片寄った個人の号、見が多ャのであ りまして

委員舎な り市の方では大して、 問題にして友かった 、然 し一時一寸騒が したのでありま す

が ‘ 航の如きも天正初期から民長までの問の航を出来るだけ調ぺて、 叉域内から出て来た

殻ぬ ｩ 物をも参考 ｬ 亡 し て 、 天正初期の ｾｫ としての品位の孫らえ ｅ い程度の創作をやったのであ

りまして釣合の上から云つで も最も 油首友釣 合を持ったものを置いた つもりであり ます、

それで・その官時古川氏の議論 しました名古屋の御天守の蹴が 8 尺dうる から大阪も 8 尺友け

らねば友 らん と 言 ふ様 友議論 であ ったの でありま す が、それはーをｾＺ ｉｬ ってこ を 知 ら ないの

で、大阪の御天守は釣合の上lと於て三居楼の上l亡二月雪機がのって居る様友釣合であって三

屠の棟の長さは名古屋の仰天守の棟の長さの殆んど牛分で 、名古屋. の御天守は慶長後期の

作品で、あってコンス トラクシヨンの上からすっても 、釣介の 上から言つでも殆んど法長後

期の型であ って名古屋の は第一層 と二居と は同じ院さであり 三居からセットパック して下

から上まで知形 l亡な ってゐる 、大阪の桟I<:: rri形の上l亡TF . 方形の ものがのってゐる 、正方形

の二府桜がのってゐるので 3 階の所 1[: 一つ段が付いております 、それで棟の長さが名古屋

のものの字分K 友って3なり ます 、 とれに釣合女子い践K 約 7 尺の脱がのってゐるので基うりま

して 、釣合その他可成研究されてゐる 11'.1題でるります、 1; ' ，- j ' 天守闘の歴史的資建とか言ふ様

t. d i¥1題K 就いては別に私が今杭を起しかけて出りますのでその方で申 し上げ度いと思ひま

す、大関の要領だけで、す。

J 一 一私は D さんの十分御苦心をなすった立がえな設計ーをその通り施行し? とにすをないの

で 自分の苦心と言ふ程のものはありませんが、大韓数字的i ' L I1
1し上げますと建築J'( は H

阿 7 千回ばかり工事費だけに 凶 りました、それで・延持政は1 . 535 坪であり ますが内) ¥，1¥は

御覧の様l亡、極的草なものでありまして 、もう少し金を掛けると向ー居内部も装飾 '1句の

ものが出来たと思ひます、丁度起工致 しま したのは昭和五年五月六日で 、竣工は六年十

一月七日で了度一年 半 掛って居 ります 、途中基礎の時に初めのコンク リ{ ト を打っ とぎ

地盤が割架ばかりでその時に筈 ｉｊｾ がくＭｲＮｴ ｬ 落ちるのを防ぐ ｋ はどうしてい ｌ かと言ふのぜ
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困難しました。それを基礎敷まで堀り下げるまでに周閣の石垣が崩れると云ふ !l k態 C それ

には更に周囲をコンクリートで閉め乍ら降りて行きました、基礎 l亡於て I' I 此古f I くや L 苦心

しました がそれ 以後順 調に進沙しま し た ｲｬｦｕｾ の ｩ 待部とＡたの彫刻をどうしたら小 ｌ かと云ふ

ので相官頭を悩しましたが‘ 幸 lて武田 |専士が共| 品| 案の美術家をお世話lてなりまして 、先づ

あの1J i . の程度 l亡出来上りました。それから瓦は、コンクリートの上lとt ! 占りつけるんですが あ

すとは極めて風首りの強い所です、風にめくれはしないかと 言ふ事を叉i I 汗先の五が 、弱く

ないかと 言ふととを心配しました、今でも II が班、( i火く時は常に気 l亡!騒 り頭を悩して居り

ます、幸にして相官確り軒先だけは架の垂木型を取り付 け てそれに結びつけてるり、風 ｩ 司ｾｾ

1て:tlt へてゐるとと lて安 心して とまず、 f古I竣工期の十，ー月の前陀至ってどうnしで も期日 迄 f[.

竣工せしめねばならぬと云ふので施工者の大林組の人共工事の促進1[. J ; ! t ては相訪苦心した

ととろであります。私の施行上の苦心に就いては 一向取り立て L 言ふほどの事はあ りませ

んですn

A 一一それでは I 君に一つ公閣の大惜の方針及び苦心談を一つ願ます。

I 一 一考へて見ますと 、今から約十二年前大正九年四月私は大阪市都市計査部に拝命 し

た1首時、その時の部長日主木同士から一つ大阪城を公固化する 号|置をやってくれと 云は れた

ので、とれは商白いデ{ 夕{ だと思ひ、早速考A 主主にとりか L りまして、大大阪としては将

来とれ位の中央公園も必要だと信じ大々的の立案をしました。その規模 I' I 本丸、二の丸は

勿論西方ては谷町通に入口を設け今の;旋図司令部 、憲兵隊、元の輔Mi : 兵器loJ li のー閥、北方

では借行材、及同ノl、事校から、陸軍工耐の一部、南の方は今の陸軍射製; 場を含む、之れが

総耐杭約 23 寓坪ばかりを取り入れまして立系 しました。その内容は別 lζ 記事と して 本

誌の方 l亡II 記せるから、と L では簡単 r[. ｲｬｾ したい、本丸では今 と 紀州御殿 ｩ て古殿を建て増し

て大前官その他で行 幸瞥 になりました時 ｬ ζ 官中の ｩ｡ｾ 用 Ｑ ｛ＮＱｊ ｉＺへぷる事が 出来 る ｴ 去に、それか

ら今回出来た司令部の敷地に は医史記念館を建て 、夫人'r 凶跡で‘ すが 、その頃は今回の様に

昔の天守IUJ そのま L の物を 1M興する丈けの元気はたかったが 、あの長:j v、所 l亡夫人)二l紛の小さ

いものを ｉ Ｚ ｾｉ ) ( とに建て、展望粂休想問 lてと計霊: しました。それから二の丸の方は可なり 1;へい

から大手I"J を這入つゼ 左の方医大運動場 、武徳殿 、音柴堂. 松I"J の前は大JSl 拐で点の突 泣;

りl亡、その訪日寺mH' r : 募集されてゐた大阪美術加を建て L Hひたいと，lι って配置しました、

三玉iik門内に大温室 、月fTi -1，1仮下1[. は柄物i主|を配世して 、大建築物をr J l 心として風致| 刊誌:nを

しましたＮ又大手門前は外苑とし今 の ｽｦｾｦ 臨前の電車も他行 Ａｉｩ上下から地 一 下級として交通の呈ヱ

査を計りま した。身 、 ｬｾ 弊場からま治 ｲＢ ｊ 前 は輩公 ｩｬｬｬＱ Ｑ ｩ ｬ 止境内とし ました。 此 の Ｚ ｮ Ｎ 案は可な り人［剖

校. で貰現のjiEびlて到りませんでしたが、今同fdil 大位氾念事業として一部分では あ りますが

核心にあたる本丸を公閣として開放し 天 サエ閣の復興がｉＫ｜ｾ七たのは私としては欣快にたへ友

い失却で、とうして皆さんに一昔し前 l乞計楽したものを追想して会話しする 事だけでも愉

快です。終来二の丸の中 lとある兵務廠、刑務所などはいづれ何底かに行く級友時期が到来
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して私の初めの計霊が完成される機舎を願ふて居 ります。

さて今回公闘に た主りました地域は 司令部敷地を除いた本丸一闘と二の丸の通路で面積は

約 22000 徐坪です 警と れを陸軍劣から永久 lと公関敷地と して無償貸輿を受ける事にたり

その代償として あの司令部を 市ーから寄附したのであ ります 3

とれを 公悶と して設計考笑するに首りまして 、何と巾せ歴史的匂ひの最も強い石垣や階

段だのi竹友どが残って公園の要素として必要な樹木は殆んど友い、此の歴史的のものを 、

どう 一言; 羽dて: j : &って 一般公氷 f亡手Ij mさせたらよいか色々と考へま した。

先づ何庭迄でも ｴ Ｑ 城 ｾｊ ｉＺで［ｾうる概 念 は忘れてならぬと心底にひそめて 、 石垣、階段 、 等の

ｊ 波とし て の基礎的遺 ｾｊ ｉＺは 慶更せ友い棋に 、担 ってゐるものは護射 し て原形 ｬ て直したい。叉

地割の如きも友るべく質}/i 的の大ま か友ものとし、 手法 も雄f往左建築的強い紘美 を失はな

し、様 f亡、/ト*[[1工を一切さげて大まかに大まかにと思って仕事を致 しました。しかも現代人が

利用する公園 として、十二分の機能を強揮する施設を兼備させ友けねばならぬ野il ' L 、色々 苦

心があ りました D 昔しの{ をに復興する 事は nH全か達ふから 一概にそれは出来ません O 例へ

ば大手門や標門前の阪 i通は何れも 大きな 11階段がありま した 、そ れを陸軍が使ふ; 隊になっ

てからと思ひ ますが主/1めて車の通行 K 便利左様， - しであ ります。之れを掘り出して階段に

する事は復興に友ると同時l亡槻賞J-.I 乙も 城山美は附される 事 と思ひますが域内 lては兵総廠

や司令市;等 もありまして交通上、許されない事です 、それから 大阪城に這入るのには大手

門が あるのみで、天守閣等を見て北方の山阜の ill ] !命ま で参 りまして、さてどちら K 行くか

と'1
1 しますと再び前の遣を伎に仏ll らねば友りま せ人。古は山史的陥から二の丸i C1:[¥るには

Ｑｾｾ 手の極柴椛が架せられであれました 、 今 ｐＧ Ｏ も之れを復興して京橋 Ｚ 11] の方に1:/11 る計 if{ を立

てまして見ましたがどうしても兵制 ｩ Ｚ ，ｾＨのブ ｊ で ［｜Ｇ Ｑ 両 ｝ してくれませんでした Ｎ そ れで止むを得

十、復路を他 lて設ける事としました、r . ; t IC干I 11( I C航 。ヘを穿ち階段を設けねば友らぬ事とな

ったのです 、と れも賞川上致し方ない ｾ ｊｩでした 又雄大の気分を 1/1すには道路もなる べ く

少なくして!おい草原として世けばよいかもう.:IIUませんが数?dJ; の1( 裁 を一時lて入れて本K 翻

問、 休養 、!と.¥3('を求 めさせるには、迫itf ，も古川上 多くを裂し II
l'[A(i 也や 、動物合等の慰安

的設備も設けねば友らぬ ｾ ｪｩＮで単なる翻立と Ｇ､ＺＯｊ は ＯＮ 足分矛盾する史ｾが あ るのは致し方はあり

ません。

ダく l亡布! ( 樹の事ですが. バ- L ｾｾの Ｇｾ ｲ ｊ 攻や 名古 屋 ｊｊＦＺ や近くは和歌 山 ｊ 攻 、姫路 ｊ 攻 、どと の ｊ 攻 ｅ 止で

も ｗ￮ 若Ｚたる大本 ｩｊｾ 石 ｪｲｪ の上主主どに森々とし森を友してゐますが、大阪城 ｬ 亡於きましてはｉＡ佐

虻州 ｩｊｐ 肢の京に也 ｩｩｾ 尺位のものが五Ｎ本叉玄闘前 ｉｃ 公孫樹の大木 一 本 Ｎ 天人ｽニ ｬ 耗 ｪ の ｉＡｧ と ｭ の方

lてニレの可なり大いものがあったばかりで 他 ｬ 亡は ｾＯｉ 畏丸 ｬ 亡桐の荒木が ｊ 、 Ｔ とえ ｅ つてゐたの

みで・す。石川上友どには殆んど樹木は あ りま せんでした。今 日天守閣内部で術f認に主主りま

したあの大阪J攻の校型 l亡は大型の上等 fC{平山本が航ってゐま したが. あれは間泣ひだと思

ひます。と云 ふのは石垣の上はこl 挫の rl Jが 31UJ 徐りありますが全部架石で主11められて土壊



は少しもありませんから 昔から木は楠へられなかったのです。叉卒坦地でも 随分各所土木

工事をしましたが樹木の大株は全く 出て参 りませんでした。公園の生命? とる樹木の利 用す

るものの少なかった事も公国設計上悩まされた貼で②りま す。

さであの公閣の大館の地割を申しますと 大手門から入りまして機門迄では 主として主幹

道路で多少その周囲を芝生植木で修飾した伎で桜川内から紀州御殿前J天守閣迄では( l rli 国司

令部荷庭も控へてゐて所調公舘前庭 と見友して賞用を主 とする地割と しました. それから

紀州御殿の裏 は原則として紀州御殿の附属庭園としたらよいと ，思ひまして、以前Jは平坦地

で・した が幸ひ司令部の 地下 工事から Ｑ Ｑ ｜ た 残土 を利用し築山を築き ｪｪｾ 池を功 ｮ りてや ｌ 箱庭式

ですが純日本式の築山泉水式の庭園 としました、イl可と 云ふて も大阪では日本式御殿風の建

物としては紀州御殿でしかも 睦代帝 皇の御行在所に 充て られた由緒' a ' > る建築であるからそ

れに隠はしいえ園としてはやはり純日本式庭闘を設けてやった方がよいし、外国人などで

も来て喜ぶだらうと思ひます。

それから天守閣の西横から 北K 進みますと姉門の桝形が ありまして 左に 入ると 昔煙消倉

跡があります、そとを帯曲倫と申 します、と L は他 と関係があ りませんから 子供の運動後

兵を備へまして児童遊戯場と しました】 それから 右の方K 大友階段を降 りて 行ったと とろ

が山里の曲輪叉は山里丸と 申しまして盟公時代に は御常御殿があった庭で叉淀君秀頓の足

後を遂げた陰惨な幽 輸で ｢ り ます 、 何でも天 守閣や御殿等の焼瓦は主と して 此ｾｴｺＺ捨 て た

と見へて四五十立坪の焼瓦が山をなして荒れ果てたぬかその僚に陸軍で約二十年ばかり以前

に桐の木を養植の目的で津山植へてわりましたが誰れ も足を踏み入る 者 もない程に荒れて

居ま し たが、今回と ｌ は 散策 地 匿と して在 来の桐木を利用し て中央 ｾｏ ｲｻ フ ｫ 他を 置き、そ れ

を中心に道を交叉せしめ、四方 tとは庚場をとり/ 1 < 禽合、藤棚等を設け又東方片菱抑制、には

片 菱 ｬ 診の木造休憩所を逝 って幾分でも昔時ｾ追想せしめたいものとしました 、此 の 地 区か

ら前市しました復路にあたる隠道を設けました ‘ 何分八1m何分もるる 石i互に階段を設ける

と素般に大きな高いものとなって子供や女等の打降に不便で且つJ波監美を損するから地盤

から、約字分上った庭迄で階 段を設けそれから石町民横穴を穿ちて ￟ｾ 道で 三 ｬ 二 品 Ｎ の 内 Ｈ ｗ Ｉｬ ｣ 11¥ 

ましたから階数も非常に 少なくうて桝みましたo 此の石坦に| 娃遣を設ける 司iーは如何かと思

ひま して 武回先生等 ｋ も御相談ＧＱｾ上げましたが Ｔ ・の 基礎的のものを鎚 ム Ｑｬ｟ する ｾ ｬｦ は面白から

ぬが 、と う言ふ笹川的のためには大友壁面K 一つの航火を| 片j ける誌も lトーむを得ない事では

ゑいかと申され寅行しました、 !fl 際U¥ぅk1<ζ ものも大して j瓜致 を害し且つ歴史的のものを悦

廃 したとも思はれません c Jl tのI渥遣を上に Jf- って水迫Jtj' ｉｊｾ 地の求方をぬけて ｉｉｔ び紀州 御殿

前l ζIHる事になりますo Ｍ ｴｬ ｩＡうった各 ｲｾ￭ の附 ｾ ｉ ｉＺ にはなる べ くそれに相Ａ色しい建物の休ＺＧｩｮ ｍ や

藤棚. 又は展望華に禾Ij川 しました 、例へば紀州御殿:去の具足方i J i りn主主的出1:にはJ J : f{ J)1手の

手 、 天守閣西下弓方預り村Ｈ， ｜ｾ ｬ ｬｬ 三も凶 ｩ 置の休古川等を設けました。序 ｬ 亡休養設備のー控のベ

ユイチですが従3 f < ・の滋部友木製ぺンキ塗 りのもの を排して 石材 を以て普通の大いどっしりし
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たものにしました、 多分一度に 11 00 人が腰掛けて休む事がtl1*ます。

次に樹木の事ですが、前述ペました棋に利mすべき樹木は少友いし、イl司底 を射つでも 石

ゴロのみにて全部土を入れ答へたけねばたらないので工費需み 、しかも石垣の上には風首

りが強いので大きい樹木を植へ られない駁i等も困難した一つであります、 何分楳のゐ城で

石垣が高いし、その周囲をどうするか建物だけ大きな物が建つでも樹木がなければ困るぢ

ゃないかと市長から質問されましたが賞際樹木を植へるのは閉口しました. それで石垣の

上 tて大ぎな木を植へるには土を持 って来て撤へましたが少 k の土を入れ換へでも仲々生育

しません、それに風の強い所ですから始終風に吹かれて根を十分に張 らない聞に ') Iき切ら

れてしまって根がつかない、従って貧弱で、ありますけれど小さい木を植へましてそうして

自然に大きくなるのを待ってゐます、樹木の種類は成る 可 〈周図の土設に近い所は常盤本

を撰ぴ冬枯の時でも域外から穆苔?とるJ感を興へるぺ〈松、相、 山桃、椎、ウ パメカシ等を

粧 へ ました、そうして こ ＱＺＺ挫内 の平 地の所は落葉樹をｾぴ、 天 守閣の周囲は成可く脊の高い

ものと思ひまして降、椋の木などを 撰びました、叉所々に機等 をもあしら って 武士と慢の

精 iMI もと り入れました 、下車額ではツ 、夕、 サツ キ、アテキ. ヤ ツデ、ト ベラ、馬酔木、

等選びました 、芝生地は 陽光地 を東京芝 とし陰地を野芝 とし蝕の!岳地を龍の髪を楠へまし

たそれからあ の 公闘が Ｒ 寓 Ｒ 千 坪でイ ｬ ￯ｊ Ｚ 研工 事 貨を 使 ひまし た かと ｱｾ しますと約 ＲＰ 蔦闘、

坪 首・り 10岡 lてつきません、反f図工事の 中l亡は総坪 120 坪 1コ古庄: n' t食堂を初め無料休悪所

その1也;事二 ケ所・藤棚だの も設 けました 、それからそ う言ふ建造物や日に見へない地下の排

水工事 やら或は電流の地下机の工事 だけでも 1寓弓千四ばかり使いました 、と う云ふ建築

的土木的のも の も右工事貨の中IC刻1 _， てゐます、 普通素人の考へる樹木などは極くさ L い

のもので東 京の復興公闘がTp. 首 り 31) 間内 笠 40 副1'1:' ，品・って居 りますのを見ますと非常 l乞

安 < H1*て居 ります、そ れから公国の経費 として 27 高凶] 頁識 しましたが後の 7 高閣は楼

の官公闘の鏑 Ｑ 長 約七千 坪 ｦ ＱＺｾ し ましたそ の中で 要 地 買牧 建 造 物 柿 償 費等 ｬ モ Ｒ 寓 Ｕ 千回ば

かり 掛り ましたから工事費 として は 4 寓 闘徐で出来ましたか らと れも fl JPF-首 り6 闘位です

それで まだ完成 して)t! } りま せんが大手前前の方から ズツ ト借行祉、 京橋から樫の官公闘の

方 l亡連絡の路が出来る事になってゐ ます、路幅を整理 しまして 歩道車道 をちゃんと分けて

制袋 して完全友 、い L 鈎? にする僚になってゐます、 今後希望 して居 りますのは大 き危問題

で二の丸の全館公闘化です天守閣には一 日見物人が 2 寓人這入った ととが あ りますが . 此

記絡はj成多 iとあ りま せん l7.if; 人枕天守閣に這入った 日は度 k ;;P ります公圏内 f1: 2 商人位這

入 りますと 随分追手門機門では促雑します、向同じ注を財へって予l<i るのが少 し商 白く泣い

から、 iJ E非先程申しました桐kfi lか ら二の丸陀渡る橋 を設け ましてこの J U1: 渡りそれからす

ぐあそとの京橋門 11: 出て行き、それから楼の官公閣に連絡 する路を設け度い希望を持 って

ゐますけれども 、何分二の丸には兵総支廠がありまして随分危険物や大切なものもあるそ

うで. どうもあすとの rll を公国道路として抜かれるのは-困ると 言って陸軍が反封で貰現が
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出来 ませんが是非共之れ等の建物を取り除けて理想通りの公闘にした いと 思ってゐますO

A - : x ぎに皆さんの御感想があったら 一つ、 C君は如何です。

C 一一私はい L 機舎と思って初めて奔見させてもらひました 、今公闘計高をきいていか

にもと感じましたが 、私の想像 して沿ったのでは哲;域内の全部が公闘にでもなったの と思

って大きな旗揚でも出来たのかと思って見たんですが案外ー 少部分であったので貨は私は

落婚 し?と篠友事であそとに例i図司令部のるるのは削i閣の関係で むつかしい事でせ うが . 普

域内が全部公陸! とたって初めて之れが大大阪の公闘らしくたるのでは友いのでしょうか、

(f!]i 国司令部をあそとに浩った事は惜しい乏で陣軍省の承諾が友 かったから 11:.むを得んでせ

うがどうかしてあれを外K 持って行く位の陸軍の度量があったらよかったらうと思ひま す

自分の強想から考へて 居たも のから見ると 、今日公闘を拝見して見て惜しいなる ーと言ふ

感が起きました . 経桝上や色々のととで質現はむつかしいでせうが、将来I ' L j 甘いては本首

の大大阪の公園としてもっともっと 、規，肢の大きなものに漸次してもらひ度い棋に感じま

した、然し大阪市民の自分の金で天守閣も出来司令部 も出来公国 も出来ると 言ふんであっ

たんですから 、そ の範囲のものとしてはあの寂度に沿いて完備されたものかと思ひます 、

一寸そんた様なととで… …

B - E さんはさ っき伺ひーましたら何かお話の材料を御持合はせの隊で・したが・… 一

E 一 一先刻から非公式に話d しをしてゐますが自分は天守閣の 再興の問題を可成り古くか

ら提唱したととがあります、 l !) .;2fi 年でし たか ら大 正十四 1 ですか . 共 年 比 外国民行き

ましたがその前に私は、大阪に長く居た闘係で、共の春頃に大阪をはなれる時或る雑誌記

者が米まして、大阪に針する希望はないかと 言ふ帯ねで 、その時t L 大阪城天守閣の再建を

可成り誇張して書せたつもりでゐます、その動機はどうかと 言 ひますと丁度府醸の建築が

出来た時lて一帯上の厚様7から 天守閣を見て天守閣の石. 1 .13土 殆んど同じ高さであ る. 可成り

高居建築 をやったと言ふプライドを 以って天守閣の跡を見たら共石町だ けでそれと 殆ん ど

同じ高さでるった 、 その時 ｬ 亡県太閤は偉 大 な建築をやったと 言 ふ ｾ ｔｦ を傑〈頭 ｋ 持ちました

妹 l亡大阪は太聞に よって出来た街でるり ますから 、1皇太聞に感謝する意味をもっても、と

の天守閣の再建は最 も必要ではないか. も う一つは何か土地に はポ イントが必要で は友 い

か . 丁度人の顔の中に必があるとかイliJ とか言ふ様に日艇が必要でないか 、とう 言ふ一つの

考へも 持つ?と、丁度n守臆l亡も共時 100 尺位のタワ ーを立てると言ふ案があった 、それはや

はり 一つの 回棋を作ると言ふのが主で あったんですが 、そう言ふ考へから して天寸:附の 再

建と言ふととは向ー唐意味深く考へたわけ です 、所が11止近Tli 長が同じ棋な考へて、従現され

たのは非常に路 しく 考へてゐると思った弐第であ ります。

D - T I i 長の御考へと言ふよりも市合議員の rl.tの長 .trが非常IZ:熱情さ れたらしいO

E -ー それは市民の聾 と同じ様な…

B一 一つまり輿論で すね
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E 一一? とまたま私が雑誌に書いたのI ' C 過ぎ友いので内商的に さう言ふ意見が多分に臨成

されて居たのでせうね

A- ー さ う言ふ御希望を充分に達してゐるとた思ひですか

E 一 一更らに私はもう少し天守開を生かして貰い度いと思ひます。大韓此の天守聞を し

ヒゅう遠くから見たり近くに寄って見たり して ゐま すが、とと に土佐堀筋から見ると裾の

方が少し足りない撲に思ふ、石垣だけが見えてその上に建物が見へるために細ったり した

様に見へる、とれはどうしても袖をつけて] 頁き 度ぃ . そうし友ければ天守聞がもう少し雌

りした完全なものにならんかと思ひます

A 一一御もっともですね、そ う言ふ御意見の方も大分世間にある様です、幸ひ小天守の基

礎も 残って居 りますから 其れを建てると よか らふと思ひます 、視覚料金も大分徐ったそう

7ぎからそん友方 i亡向けて貰ったらよろしいね

D一一1)、天守は首時K も市長にも相談をしま したが、 小天守まで作る必要はない、その

首時には賀金の上tても 制限があった様ですしまあ大天守だけiit らう、作った上で どうする

か. と 言 ふ質問もありましたが結局郷土史科をるすとに充賞してはといふので. 建築設備

委員の方々の字分は郷土史科の方面に就いて特別に研究を進めら れたのであります。私 は

最近調ぺましたが現在の松山城の天守は安政年聞のものですが、 加藤嘉明の作つ? と所謂松

山城は七重の大天守で今は木が茂ってゐますがその首時は樹が友くって殆んどスパツと し

て非常K 物足ら主主かったと 言ふととが古老の記録K 残ってゐます。子規の令W:: も「絶頂の

城頼も しき 若葉か友 」 と言ふ何があります 、とれは今の松山城を 明治年聞に詠したのであ

りますが大阪も年を経て木が段々 大き く友ると思ひ ます。

A 一 一F 君何か御感想、をと一つ ・・

F 一一私は大阪に縁がil J i ぃ方ですが先日波江さん K 苦心談の 一部を質は伺って 、共時 lて

大事警興味を感じたのは波江さんに外抑江居で内部 8 階と言ふ 互の可能で、 dうると 言ふ ととの

符観的に讃明されたのは私は波U さんの向]鷲見と思ひますが之を大慶興味深く感じま した

その昔時自分の周閣のものが. 一躍大阪城の復古と 言ふけ れどもはたして太閣官; 時のもの

があの通りであったか、ど うかと言ふ芳明が1+¥来ない隊な 質問を私がまあ建築の専門家だ

と言ふのであびせかけられまして閉口しました、 iJlj_ 江さんに伺って色々研究の方法と 言ふ

か材料の肢ひ方と言ふか‘ 伺って大盤商 白いと思ひました、とれは大阪城が太|件! の時のもの

が治んどまうの通りでるったか? 少くともあれに近いもので必ったかどうかと 言ふととは恐

らく i歯切な讃明が失はれてゐる以上、仕方が友い. 今日可能の材料でもっとも合理的にや

られた . 現在の隠史資料を、その資料を JlXt投ふとと、とれは近頃メトーデと 言 ひま すが、

復古の基礎になったFlji' の施史限イ1' ，) のメトーデと 言ふと とが非常 fC雌りしてゐると 言ふ百li lC

感心しました、 それからあの通りかどうかと 言ふととは恐らくさう 言ふ問苗に無関心に調

ぺたらあるひは起り 得るか知らんと思ひますが 、資料を如何K して取t放ったかと言ふ王を



一つ判然と詑鋒lと残して歴史皐と言ふものの一つ方法論的の立壌をのj然とさせて]頁 くと大

慶謬界を稗益するぢゃないかと思ひます 、結局方法論の問題 lと基準するものちゃたいか 、

メトロギ ーの質際をどうしたかと言ふととは直接のj皆様がたい以上宇IJ らぺのでモれより問

題はメトロギ ーの柁Jtt 性があるんぢや友いかと 言ふ珪だ漠然たる感想と 、そ う言ふ製JJi で・非

常 l亡傘し、試みであったと思ひました可も 一つはとれは先程、A 先生からお話しが②りました

が或ひはた差 しさはりがあるかどうか， 司令部を 作られる時 l亡も少し大阪城の石以も矢倉

もるるんですから、 あれ IC シヴクリとも少し近い建築の様式が考へられた主主ればよかった

んぢや主主かろうか、今日は二度目 lて見たんですが今日もつくづくさう言ふととを感 じまし

た、大分そう言ふ鞘で惜しい株主E気がする 、lト，'nc 西洋の中世紀の城周; の様式でせうが、中

世紀のもの l亡、イ ンテレストを感じるなれば向更日本の中世の様式を考慮されたなれば 、

と言 ふ今から取り返しのつかたいととですが、そ う言ふ感じを抱いて居ります

A - Gさん何か … …

G -一 私は皆さんと同じ桜K 司令部の様式が何んとかなったらなと思った位で大した1 n J

はありません 、H さ八は何か天守閣の建築l亡就いて御直見があった様ですが… …

E 一一弓たほどA 先生の仰 言った様lてノj、天守 と大天守とーまとめに最非纏めて 、裾を前iっ

てもらったらと折角 あれが完全に なりはせぬかと忠ひます、 慾 を云へばノj 、天守 だけで・はも

のJ . E らぬ様K 思ひますが・・…-

D 一 一IJ 、天守が出来たら、きっとその: j ，くには矢倉だ 、:jjHt <ごと次 l乙次にと全部をやらなけ

れば納まらぬ様( ' C t J : るでしゃ う

A 一一此次↑ 耳目合でも あった|時l亡後か ら、主主しでもい L から、やって見皮いものだね

ｅ 一一・ 私の ｉＺ Ｍ ｜ｾ 題は Ｊｉｈ いで す がディテ ー ルの方は削究 してゐね から Ｇ ｉ Ｇ ｉｊ らんですけれど、入

母屋を狐格子でやったと 言ふのは構造があ L 言ふ様になってゐますからでせうが. 若し銅

; { 1 X か何かで- 包んだら、どうかと思ひますね

1 : - ーあれは特民主主111 ＢｴｉｕＭ Ｚ Ａ 二 からの仰注怠で 、 参 与としては高 ｾＺｉｉ ＮＱＩ ＦＺのｻ放風であ ります 高知

j }&: の出来たのは些長十一二年闘でシック て司狐絡千を 、あ L 言ふもの にしてゐる、さ う言 う

世例があ ったものですから非常に心似く友って武川 tILt 士の御指導でi風格子 l亡なったんです

ａＭ ー あの時分包八だのは Ｎ 銅で包んだのはない 、イｾ ， めば銑阪ですね

E 一 一瓦は室のいきを自分で吸込んで叉反射 する、 或るもの を. 何かしら出す椋lて思ひ

ます 、 長 ｬｾ の金属板 ｬ ま光りますが 、 光Ｅｾを吸込んでしまって吐き出さたい椋な気がします

E 一 一瓦を使いたい底です UI し制収屋根の材料と しましたのは全 く重量軽減の矯で‘す丸

岡城の虫11 きは石を使ってゐる ‘ 批 も石です、金津械の如きは鉛で、茸いてゐます、名古屋

の御天守は寛永時代の大修制の時l亡瓦を銅 l亡直してその場合場合で、適切友材料でやって

ゐます、それで目的は重量を il 怪くするためにやってゐます 。

A 一 一城と言ふものは徐程能率向そのもので機能的の考へが非常に多い‘ その場、その場
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で材料を使って、むし ろ歴史を無硯する様なとと を津山やつである 、だから今 日天守閣が

鍛筋で出来た以上は相話新 しい材料を使った方が、い L と思ひます 、形だけは背のま L で

E 一 一私は城た んか. ちっとも判らんから、今日 D さんの仰話しを伺ひまして、殊に今

伺った椋に 10 何高踏l位で豊太附のやったものを復古するにも外部だけでも復古されたと

言ふ ととは徐りに経費が廠過き・る主張' I ' . J . ! ぷじがするのです 、最少し立添えE ものでなかったか

と言ふ感がするので・す。

A 一一御忠言ですけれども盟太閤の建築したのは峻の全部です . 今度のはほんの一部分

だけで 、あれで 40 高固定工ら安くないのです. 全部ゃったらあの調千でやったら 1 千高聞

はか L りま す. 本丸、二の丸、三の丸まで行けば・…・ ・

E 一 一先程D さんの御研究tとよ りますと急:f L 出来たものと 言はれましたが、その似の経

費 でできたとすれば急:I ' C出来たと思ひますね

D -ー 柴悶退治記に「危巧人目を驚かす J と言ふととが書いでありま す、 あ L 言ふ もの

がスパツと建ったと すれば可成り人目を聴かしたものであったら しい. だから天守を 一千件

先に建てたもの で、すc

E 一一ーそれが太闘の特色ではないんですか

A 一一非常に速くやったと 言ふのは恐らく 、上屋か何かで憾 して置いて出来上って急: に

それを取り去って危巧人目を幣か したのでせう

D 一一天正十年tr : . 明智光秀をやっつ けて しまって天正十一年四月には購ケ織の戦を し

て四月 廿一 日北の庄岐を取り囲んで廿四日 iと柴町勝家を切腹させて 、五月 l亡先づ天守の土

事を作り初めて十一月 i乞出来たと書いてあります、五月 b、ら十 ー月までに兎I ' Cf (4天守を や

って しまったんだから 、前後三年掛ったのは域全組 コ事です 、安土も約三年掛ってゐます

大臨三年1立掛ってゐますが全程ですが而し天守としては五月 l亡初めて十一月 l亡出米たので・

あの年K 出来たのですからそ うする と戟をし友がらあれだけの事をやった と言ふのは非常

IC偉大友 感じに打たれます、それから方 k の天守を 見ま しでもーっとして同じものがない

色々苦心して千溢一律で、左い、それぞれ工夫しである、そうして豪)11:でb り武家建築の ほ

とりを持つ 、 寺で も友ければ ｾＧｉｉｾ Ｎ でもたい、 デ ィテールそ の ものは日本建築 ｬ て採ってゐま

すけれど妓盤建築としての旅回無を持って居るそれに感心 して居りますがね

E 一 一大さは 日本ーですか ?

D 一一名古屋と安土と大阪と は南北 20 聞東西 18 問です

A 一 一熊本は如何です.

D - 20 閉までない . 江戸披のも少刈、さかったと思ひますが

A 一 一;妓 を見るとデイテ - ) 1 . - は徐り注意せす' IC何でも早くやっつけたのは面白い 、速く

か ら見? と形を よくする J践にやって居るら しい

E 一 一太閤記在見ますと秀吉が洲の股岐を作らへ ますが一夜に して築いた と言ふ 、本首
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の記銘では 友いでせうが少 くとも秀吉は非常に築城術に長 けてゐ ?と ょうです

A 一一非 常に辿くやった ものですね

D一一清 i1'I'; :械の話 しによりま すと 所詞役割を定めて人夫書IJ を定めて分擦を 定めて 、つま

り ｻ 同人 進捗奨 ｾ ｊＺｊ Ｉ 法をや っ た 、 今 まで 、 便々ダヲ リとやっ て ゐた のを ち ゃ んと仕上げ た

且一一つまり 現代的 K 能率的 IL ゃったんですね

D 一一それに官時の天守を児 ます と形も異って. それ それ特色を持ってゐます

E 一一 つ まり 各競走して工夫 した様亡すネ今の了度軍艦ですネあれを各闘が深 〈肺究 し

て出来るだけ新式の ものを緋へてゐる様 lと.. .・ H ・.. ..、

D 一一ヱ ピソ ー ドが るり ますが… … 弘の友人l亡海軍造枯少絡がるるんです 、最近日 本の

造船g J : 瑳達して議論 と質際との川題が非常 IZ: 細く 友った 、それで aうたたは抜を研究さ れた

なれば戦争の真只中 の抜と事卒時代 との J攻が遠ふ 、どう言ふ犠 l亡泣う か と質 問 された とと

がありま す . それから手紙lて嵩 いて 、所213天 iEI 時代の城は非常 に地l似てFE じ. 右徐 IJII 折 、

そうして到 る所貰I ' H本位のカー ブが 多い ‘ 融VCJ .lit. じてゐますから 、それで千義高別 D 月三を

もって ゐる、瓦でも なんでも千発誕百 IJ 、j苛が若手平時代の 11:: ＱＺ主る と 先づ名古屋 Ｚ 城の様 ｬ と論 厚 ｴｾ

がはっ き りして 直線に近い外廓 を持ってゐる 、建物 ものんび りしてゐる、j昔の月il L !応、十重

があって、泰司三策分が充' 丘 して ゐる 、要する に泰平になればなる程の んび りして大 まかと

言ふて は可笑 しいんで・すが jリi謂泰平策分が流れて ゐる、そ う言ふ見地 から見る と日 本の軍

艦 も非常IZ: "丘質的で食堂の問 にも大砲が るる、階段 C も目方 を減すために火11)1きの板が使

ってる る、ボル ト一つでも 研究 してゐる. と言ふのは日 本が如何に 、fi. m11tz: ili 市i して居 る

かと 言ふ1ff を説明してゐる 、とれが泰卒l時代て・あったら 、も ちっと 、のんび りした ものに

なる、だから 今議論だほれ l亡なる棋に市111かい研究を進めて尉られるのは 、所Hi 'j5iぱ也天正の

戦 国 時代 ｋ 似 て居ると 言 ふととを Ｏｊ ｾ え し てゐる ん ちゃないか 、 と言ふ意味を返事 し てや り

ましたが一寸 そう 言ふ所がある

第 四 師 圏 司 令 部 臨 舎

A 一一ぢや天勺: 闘はとの位 l亡して今広はf: ilil 鍋司令部の方vc ，f 多らうではありませんか、あ

れ ｉ ｚＺ就いては ｄ ［｛｜ が折 ｩｾ Ａ Ｎ ｪ 1と首ってfJ: jJ 苦心 したと言ふた話しをき L ますが 、大慌で も一つ

D 一一あれは先時、 I さんの主主話しの様l亡-I! iの首局者 と陸軍の首局者と色 々折簡された

んですが、市 として はr:i1i凶|司令部を城外 IC して欲 しい、叉陸軍の方の意見として も府腐の

建築 と並ぺ、あのF付近 l亡f:i1i匪l司令部を持ってくる意見もるったらしいのですが 、市し一面

色々陣箪の都合もあ りま して城内 lと司令部を置かれ る犠になったんですがとの建築を城内

に逃るなれば、多少風致隊式と 言ふ様な 問題もある し市にやら して央れんか 、と 言ふ とと

を進言 したんですが 、陪軍の方で自分の方;で巡る建物でるるから して 、自分の方のf足利の

核にしたいと 言ふので建築 も陸軍の技術家に よってやると言ふととl'て大腿 沿話 しが似った
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様でありまして 、大阪域内 lと建つ建物として将来市の物産館ぷはJ tj の考古舘と言ふ様友も

のに 、代 JIj出来る時代があるか も判らんか ら. そ う言ふ意味で市の方でや らせて欲しいと

言ふ とと を私 も話 したんですが結局陸軍の方でや りました、大館内藤技ffrji が腹築を ?とてら

れて其の案l乙依って向折衝した諜です、丁度公園課長と その簡に古って約 2 千坪建物を、

成る可く公闘計ー葺に陣らぬ様に 、東の方 t亡道から後退してもらひまして 、それと同時に、

城内に立つ建物だから様式なんかも考へて欲しいと言ふ事 を進言 して置いたんです、その

結果、遊就舘の宜例もありますし陸軍の方 も大分考へられて 、あ L 言ふ中古の:峻砦建築に

範を取られ? とんです、克もとの桃山時代の様式、日本風の様式に あれを設計されるには伺

蛍の苦心と 研究が必要で・あるのみならや 、速急の問題としてとれを朗i国司令部の賞際の建

物とするには相官の期間が要るわ けです. その男都『が友かった闘係と 思はれます、只師国

司令部としては殆ど全閣に冠たるものであって、今日も卒岡陸軍技印ji の御話 しがb りまし

たが大抵 20 高国見首の建築の範闘であるの K 約その四 1fi の工費が掛った、陸軍で も異例

である 、 これは大阪と言ふ土地が然ら しめたんで自分として も非常に感謝してゐる と言ふ

治話しで iうりましたが、その通りで、 H佐、大阪市民の寄附余で出来て居るんですから大阪

j成ー鱒が公園化した場合に は再び市民の建物 となりはせぬか と思ふのでる ります、

A - F  狩何か御意見はあ りませんか 巴形 l乞就いてピ も… ・・・

F - ー さっき 言った位の ととで・…・・

A - ー もっとあるんぢゃないんですか ? Gg - 何か… -

G ーーー先程話し?と様な ととで同 じ中i ! ! : のものでも、も少しうまく . 行かえ泣かったかと 言

ふ . うらみがあるのです、日本式にやると 言つでも、 先き桂 J ) さんの言はれた理由 もある

と思ひますが同じゃ : 友 ら、も少し器用に出*なかったかと思ひます O

F -一一私は前後 しますが1"] を這入って行く時l乙追手1' ，を見て、較ぶぺからざるものを較

べる矛盾もありますけれども あれを見ましでも司令部の建築の形には我々のため他の新し

き建築の形がある様に思ふ、 今度出来た天守閣の形友り 、あっちとっちの隅櫓に しても 、

我々の現在求めてゐる建築の美しさと或る共通友ととを見出す、我々が比較的新しいと思

ってゐ るものを 、日本の中古建築の形の中 K 鷲見し得る様 l亡思はれます 、と れをうま く取

った友れば新しい興来る りそ うして且っ とう 言ふ環境に調利する様な形が出来る様 K 考へ

られる。此製Mz: 此i際何故考へ及ばなかったか、と 言 ふ様なととを迫手門を見た印象で、特I亡

さう言ふと とを感 じました 、云ふまで もなく迫手門のMはあの昔時の澗創 l亡友るもので必

要からあ L 言ふ形のものが出来てゐる 、少 々議論がましくな りま すが建築のJr:bの必然性と

美と が甘く 調和してゐる 、所がfa! i 図司令部は英図のJ攻廓の形を模したけれども貨は建築内

容よ り来る必然性 と美的表現がはなればなれに友ってゐは しな し、かと思はれます 、かへっ

て新しく出来戸d:rji 閤司令部に古 くさい陰欝さ を感じ、古くか ら出来てゐる 撒 . 塀門の形な

どに非常にモダ ーン友後れた感じを見出した様l亡感じました



A 一一同感です、 私 もそう 思って居りま す 、少〈とも外聞の中古建築をもって来て現代

のrrm図司令部の外形 K 腔用 す るのは問題だらうと思はれます、明治年間友ら知らんとと昭

和の今日になってまで外閣の中古の城の形を模すると 言ふその考がすでに、どうかしてゐ

る、あ L 言ふ 日本のい L ものがある 、 ととに域厚'11建築がすぐ傍にある、それを 'Vしも考慮

せやしてH住外聞にある形のみに撮って立案すると 言ふ、その態度は如何にも建築家として

不用意で、あったと 云はれでも致 し方は友い、その出来、不出来のととは第二 と して基礎感

念に甚だ疑を持ったのであります、軍部の方では兎角、あ L 言ふ様式なんかには、無関心

でやって居 られます例がるりますけれども闘民精紳とか或は日本料niJ ll 、或は大和魂と 言ふ

事を極力言って居らる L 方々が建築の様式にあ L 言ふ外闘の様式をつかつて平気で居らる

L ととは少々たかしいと思はれます

H- 一 兵隊さんは知らないでせう

D 一一軍献のサ{ ベルを提げてゐる人には無理も主主いととかと思います

A 一 一 あれだ貯穏牲を桃ってゐるんで、すから

D 一一此度の遊就儲も日本風の建築をやられた、同じ陸軍' 設計で日本趣味の建築をや

られて殆ど同じ伐に出来てゐますからそれを思 うと 何か残念の棋に思ふ

A -ー，あ L 言ふ建築は事務所建築だから 、美なんか考へてゐる必要は甚だ少ない、もっ

と:fF務的態度でやって貰い度かったと思ふ、何にも天守閣と競走してもらふ必要はたい‘ む

しろ天守閣を ') Iき立たたせる虫f I き簡単怠る形で共設備内容 を充分に充質した建物に しても

らいたかった

E 一一そふ云ふ制は私共大いに強調したければならぬと思ふ 、軍部の方々 も技術家がよ

く話しをすれば判ると思ふ、 陸軍は軍鮮でも戦術でも常に新しくてもっとも 先端に行くと

とを心懸け 一歩でも時世に 沿くれる ととを恐れてゐる、建築も兵器戦術の如く考ふ可きで

あると言ふ事を技術家が，. i宣明さへすればよく理解せられると思ふ、司令部は今A さんの仰

ゃった様t亡事務所建築の一部ですから全く簡単友外形で充分で且つ共の方が城の形に調和

すると思ふ、大和魂にもそれが遮合すると思ふ、日本人のー稀い L 特色は早純主主形の上に

美を見出してゐるのが世界一ぢゃないかと息ふ、日の丸の意匠を見ても判る、外岡建築ω

形を模するととが日本椅IliJ ll を護者11するととでない、そう 言ふととをするととによって、む

しろ本誌・の日本情耐111の瑳揚が常に妨げられて居ると云ふ感じがしますD

A - ー さすれば経費も 40 寓か 5 0 高でも出来たかも会J 1 れ主主い、合が掛って喜んで居る

と 言 ふのは軍人精 ｾｩｬｬ ｬｬ ては添はないものだら ふ と思 ふの です

E - ー との間荒木陸相の演説をき L ましたが丁度政蟹の前でしたが荒木さんの御考へは

今 A 先生の仰言った級友精inill lで、すね、今までの陸軍の態度にも 誤りがある 、所詐i外聞模倣

があったが今後は日本と 言ふ ものを中心にしてやるん7でと言ふととを言 って居られました

が 、荒木さんの意芯が今後永続して行く友れば、今の様な考へが技術者に及んで来ると思
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ひますね

A - 私は奔見しませんでしたが. 中に佼つである材料 lて外園の材料がありましたか ?

E 一 一 ラワンが使つであるよふです

G- ー ド アーなど南t学材があったと思ひ ますがね

J 一 一主 として 園産材料を使ってゐる様です

D一 一御参考までですけれども 、今まで陸軍としては 、質質なものと言ふととを要求 し

て居られた閥係から、二の丸にある倉庫なんか 、皆煉瓦です、 目l亡友れてゐますから之れ

は調和の感じが友い . 二の丸l乞這入られますど煉瓦活りの建物があります 、共れが共倉[111

です.

E ーー あれは目陣で すね、一方が煉瓦堺で一方に木が陥って何だか 日本J! l と西洋の謀長

屋の倉山の聞をあるいて行く、ゴ チヤゴチャし? と聞を這入って行く様友感じですね

D 一 一明治初年大阪鋲益の時分に紀州、| 御殿を 、紀州|の和歌山J攻から 移しました

E 一 一紀，/ 十|は徳川|ですね

D一 一安政lて出来ま した

E 一一豊! 宅 か ら云ったら敵です が. 重うれを 取ったらば、昔を偲ぶ と言ふ意味から云つで

も. .. ・H ・

D- ー さうすると二の丸に ある 納が. 同つありますが文化文政の時に出来た、追手門が

文化文久の時 l亡出来たのです

I 一 一私は建築の方 l亡口を出すのは如何かと思ひますが簡単な四角友ものがい L ぢやた

いかと言ふ沿話 を聞いて思ひ/ J J したのですが、多分大E 二 、三年頃だったか東京の内閣の

官舎 が出 来ました 、 共時あの大き主主石泊ーを壊し幼 ｾｩ 等を駒Ａ，めて共土地 に建築しました 。 そ の

出来た時K 或る技f ; rji が訴されました 、君随分馬鹿な ととを やるね 、掘を埋めて 、 さうして

前場をとしらへて 、それからその上 K 家を建てる 、，その家を見給へ、何か澗温風の家をと

しら へてゐるではないか。外磁の前 l亡、ある 凶ffJ fJ.. ピル デ. インク. があるが、あの方が後つ

程気が利いてゐる 、と宵ふ批評をして歩いたととがありま す. 今考へると 、全く もう少し

あん なも のよ り極〈簡単友建物にしたらゴ1 . かったらふと思はれます。

H - 司令部を建築したあの世; 時K はゴルフ場をと しらへると云って居?とさうです 、軍

人がi背けないと思つ?と、之れは 今度の (:rji 回長が泌されたさうですが 、扱て建物の内部を見

ますと荒木さんなと、から 見られでも勿論喜ばれ友かったらうと思ふ 、ま るで御殿風かなん

ぞで如何にも 帝雑美やかで丸で ・一

C 一一奈良の即物館が 、公闘と調不11 し友いといった話を 1mきましたが、之は随分誌のと

とですが 、それか らそん友ものは 1:11来友いかと思って居ったら 、今日あれ以上の打壊しが

ｾＱＱ 予 ｉ＼ｩた んですからね

A 一 一博物館主主ら少 k ぐらい飾 るのもい L が軍人のやるととがあれぢや卒素の主張と矛



盾すると思ふ

D 一一賓際問題と して、あの設計K 自分が首った場合、随分間り はしたいと思ひます、

質際問題と して・ ・

E 一一それはさっき A 先生が云はれましたが、前1翠K うまく やれるやうなととは出来そ

うなとと L 思 はれま す

ｄ 一一併 し富際問題として 、 ｾ友る話 で友く 賞際問題として之をやる時 ｴ 亡 、 我 ｫ がそ れ

に劃する用意が充分まうるか 、之を主主互に考へなりればなら ぬと思ふ

A - 出来なくても 、さう云ふ策持丈け は持って貰ひたいと思ふ

D - ー さういふ場合が出来て来た場合我々はその時のf f J 窓が あるかと いふとと を、 !j;C土

時代の ととを考へて見 ると 妻考ーに友 ると思ふんです、例へば信長時代の EPの護事TI されたの

を見ると 、共形はオランダ形のやうですが、デテ ールは日 本流で信長の創案と思はれ る跡

が明らかに 残って居る 、叉陣洞織が差益って居る ii:i t紗を使って居る肩や折返しの鹿に金モ ー

ｊ しを付 けた り、鹿の 角のボタンが 付い て居る 、 ｾは支那椴下 、 ￮ ＭＧｦ ｋ は Ｔ ｮ ｈ［ ｲＮ の紋が 付いて

その下 lモ信長の紋が付いて居る 、之れにも 信長のお1J . t ! がある 、材料は各臨の材料を使って

居るが皆日本人の考案といふと とがrifj らかに考へら れる 、その他刀の鍔の南出銭vi こ以って

行って六文銭の銀のｍＧ ＧＨ ｮ ｾ がある 、 後 世Ｚ の徳 川 時代の鍔から見ると非常 ｋ 固い ｊＱＦ がある 、イ Ｑ Ｑ 二

し南国鍛lモ六文銭。の銀の散しがあるといふ様友ととは儲かに信長の創築で、も 一つ朽木越

の戟K はいて居った皮袴が、最近十三代目の村長の家に停って居ったのを紙、見寺に寄贈さ

れた 、それは皮袴ですが概の庭に脚件、が付いて居て その下の底K 鹿の角のボタンが二つ付

いて居る 、それ等から 見ると信長は時代の先脳者であるが、同時K 一つの古IJ 築を持って居

って 、それを宜行した人でるる、それを思ふと今まで三11i : の天勺: を 五重 K し、而 もその中

に自分の居室まで作 る、そ のむ;時の重芸術の梓を集めて安二|二の沿天守なるものを作った 、そ

れも 一つのかl渠でるって、而 もれlj 築を質行した人であったといふととが、矢張りさういふ

意味か ら見ると 、我々が今の時代K 於て:fi IJ 笑とし ‘ ふものが少 し見らぬぢゃないかと b、ふ様

たとと が思はれます

F 一一貫際といふた話ですが、既 l亡D さんが交渉されて希野付 きでせう 、それが第一非

常に遺憾の意を表 します、 t 一つ明治大荷崩御以来相官; 日本建築も研究を し明治天皇勾御

意志を如1向It: 何へるか、そう 云ふ問題を考へでも日本趣味の建築が長き研究を粧た後であ

り、而して此の析しい時代に左棋なものを虫nf l可l亡調和するか 、況んやIbM! U' ，点災後のその時

代K 陸軍省が②んな笑を 出したと言ふとと は陸軍の技術家が如何に時代から、むしろ超越

して ゐ? とかピ宇IJ る

H- ー さっき卒同さんの御設 もさう思はれますね 、 20 前回イ，' r. の ものしか建てたととが

たいと 言ふ陸軍で恐 らく綿来も とう 言ふ大き友事は友いと 言ふ御設だから無理もなかった

らうと思ひま すね
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I 一一結局大阪市が金を出し過ぎたと云ふととに友る

C ーーその位出さ友けれは陪軍がウンと云は友かった

A 一 一玉を 抱 u、て罰ありですか

｣ ｾ ー ー 天守聞の ー とから ー リ ー チライ トを やる犠友ととはなか ったですか

D-一ーそれはそう云ふ場合が起り得ると云ふととで配線だけはしでありま す

A 一一軽機関銃たんか据附ける場合でもるったら. . ..・ H ・...

D 一一陸軍では初めさう云ふととで‘ あった、高射胞をあれに据へると 言ふのを断ったん

です

ｊ 一一 あれだけ高い所に高射砲を据へて直ぐ聞に合ふ様にしようと云ったが軒が ｉｾ ｐ ， て居

て高射砲の仰高度がし、くらも取れ友い極〈僅かなもので、質問 K 油し友いと思ひましたか

ら、伎は後に参謀長に逢って談して見ま したら司Iれがそんなととを云い出したんか、あん

な所K 高射胞を泣いてはつまらんぢゃないかと云って居られました

I 一一何かr: nil 羽司令部品問仰股が除り向い合って目をむいた様な事をせ判亡市の方で

何か、とう……・・…・

A 一 一蔦でもあの外壁K 這はせるんですね

F 一一それでも今はったない以態で… ・・… …-

I 一 一乾誌があるから蔦は植へられないです

A 一 一蔦は植木鉢l亡村11- ＧＭたってゐ い共 ｾｽｩ で ・はあえ ｅ たの方に 何か妙 案があるで せう

E 一一それはまあ rrrl i図司令部が大阪市のものになってから… - …

綿 業 曾 館

ａ 一一 大費時間が ｬ 見く 怠った様ですが綿業合 ｾｴｬＺ は次に延しますか ・・… …・…ちＭや大急Ｚぎで、

とれも施工者として D 君の術l閥係がるりますから共御 立見を 一つ叉とれに閲する皆様の御

感想も一つ… ...

D 一一岡と 言 ふ人が百寓固を中lil 業{ f I . 察部氏寄附になった、その寄J付の下に出来たもので

設計監管は波溢師さんの建築事務所. 敷地約 350 飴坪 . 建築商積 280 坪、延坪 1814 坪 、

8 階建、餓骨餓j坊コンクリ ー ト迭でありまして殆んど圏第: 材料を使って居る 、工事は下請工

事だけ競走入札であって、下市! ? 工事が定ってから直費精算式の工事、並に直営工事を力Hへ

まして起工が昭和六年四月五日竣工が昭和六年十二月末、とう言ふことになってゐます 、

経費総額が 110 飴寓ぬlで延坪首り 50() 悶それ位です
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A 一一C 京どうですか

c- ー との建物の前聞と側面との道路の道 rI1が何間あるか女¥1 らないが徐り成くも友いや

うだ、中Ｚｾ業合舶の如き と れ Ｑ 去の ｅ 貨をかけて建築されるなら色々事ｼ背もあらうが切角 廿四



間の日t路が出来ても、との雨側の利用が不充分友今日ではとの険路を完成する一助として

も斯ういふ立誠紅建築は そと lて持って行って頂きたかった、つまり 都市全惜の計霊の上か

ら見て・. . . . ……・

F - ー で しゃばりますが感想を私から . 物を見てゐ友いので A 先生ーに後院御伺 ひし度い

と思ひますが . 極〈古い様式 と言ひますか隠史的のものを傘重 して新 しい気分を出したい

と思ひますが、そ の貼でス トツク ホルムの建物を l櫛想、 しました 、日本でとれに近いものと

して 或は此れよりうまく行つてないかも知ら んが交筑祉のイ兵楽部が一寸 とれに 似て ゐます

とう云ふ古いデ 1 テー}L- f L 遺ひ主主いが新しい奥ゆかしい気持を出 して ゐる多分文a翠-のもの

K とう言ふ ものがあるか と思って想、ひ出して見ま す と今の記憶で北原白秋が書いた「惣ひ

出」と 言ふ文章が賓にとの i哀しい祭持を新 しい形式で表明 して ゐる 、無論建物で言ふとと

う云ふ桜な 印象は 、ほんの印象ですが或は芥川龍之介の「或る者」にも 、あの人は古典を

調べた椋友人ですがその中に新しいものが盛られてゐる、一寸l防J旬、ですが 、と れを見て そ

んた感じがしました、之れが自分と しての感想です、しかし自分 としては とう云ふものを

作らうと云う考へには友らない 、それは別問題です

A 一一近来 スノミ ニツ シユを盛んに使ふが日本に持って来て使ふと とを最初からの侠は唱

導者であり 自分でも好んで・やって居り ますが スペインと云ふ所に行って' 丘際の ものを見る

と如何K も、ち L むさ い、ごみごみしてさうして消 I与なども出来さ うもない、隅の方11: 1ct.!I誌

でも 居は しないか、 天井には! 腕l妹 の *でもありは せんかと云ふ気持のする所なんです 、ス

パニツシ ユを飴り使ふと そのきたない t の L 聯想が侠 lてつν、て来る 、ど うもフ レツシ ユな

明快友同時ーに永久的の感 じは、どうも 聯想出来主主い . 支那の建築も極力校倣すると それと

同じ感じが出る 、それで とう云ふ式を使って而も清主rr 友趣をと wし叉明るい気持を出さ うと

するには相首苦心がいる、名前を丘ふと悪いがさ る住宅が此頃出来た . それは主沖IJ りでせ

うがスパ ニツシユの珍らしいものが出来た . 行って見ると内部も本; 立のスパニツシユのも

ので・道具から敷物から世物 l亡至るまでスパュツシユのものを持って来たi捻りにスパニツシ

ユに な り過 ぎて居る矯めに共本物を見て来たもの ¥1Mにはきたならしさの駒想、が甚だ しく

起り 大いに美的感情 を殺がれる心地がした. 所がとのおi1業合侃の建物を見るとスパニツシ

ユを使つでありながらきたなさの聯想が全然な い新しく明るい気分のみを Jlit って 、スパニ

ツ シユの 宜い所を使ってゐるのは技量の優れた所ですね 、歴 史物もとう云ふ様ｦｌ ｦ ｾ はれ ｌ

は. 賛成ですが徐りに 間定 し?と、古いレス トレー シヨンと云ふものには賛成 {I' ，米ない 、とう

云った気持のもの主主ら 、いくら やられで もま: し支へ友いと思ってゐるんですが 、而し ー聞

から云って思ひ付きのもっと新しいものがあってい L が古い所もとれ日新しい策分が盛ら

れ L ばとれで丘いと 感 じてゐます

H 一一私は製校K 閲係してゐる上から 云つでも非常にい L参考材料に たるとも思ふ賞fyl J

として出来た材料として生徒をとう云ふ所K 辿れて来て話しをすると良く判ります
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A 一一教材に使ひますか

E 一 一談話室ですか 、あすとらを見ると如何にもよくタイルデコレ ーシヨンをむ: にもっ

て行った様rc 思はれます

G- ー スパニツシユ式の部屋もありますが、あそとは・… … -

D 一一 一躍此の建物はコロニアルの式のもので… H ・H ・...

A- 一ーとの部屋左んかピドア ーと云ひ、天井のやり方と云ひ殆んどスパ ニツシユです

G一 一むしろ談話室友ぞは俳I品i西式でやっばり色々なものを 集めて 4うるのは日本式で、す

ね、

D 一 一2 階の中食堂がるります非常にモダン主主意匠です

A 一 一地下室のグリルも非常にモ夕、ンで、すね

F -ー グ リルはモダンの感じがしました

H -ー あれが一帯い L 様に思はれますね

A -一 色々のものを集めて而も矛盾なくやってゐるのは優れた所があると思ひます

H - l 階の南側の食堂はどん友ものかと思ふ 、石の柱の上にやっばり天井の装飾を

A- ー あの食堂は窓の所に織の鋳物があったでせう、あそとには困ったものがあるです

ね. それから僕は 直入った入口の正面K 伊太利のトラパ ーチン が使ふである 、あれ等あ L

云ふ風なものは日本で使へば先刻の園体主義に師へるけれど も いくらでも図 書ｾｾ 日があるの

であるからそう云ふ風なものを使ったらい L ぢゃないか .主主んで も絹逸のもの、伊太利の

ものを使ふと云ふのはや は り時代錯誤: ぢや友いかと思ふ. 今日我闇の縦横j伏態では大いに

考へ友ければ主主らぬぢゃないかと思ふ

E 一 一玄関を這入ってホ ールがあります、あそとに立って外在見る と透明な面白子で徐り

るけすけな感じで自動車が通ったり してゆっ〈り話しを した りするには落ち附かない気が

する衝立は立て L はるるが・ ・… ・・

A 一 一簡立を置かねばならぬ桜花 したのは設計の不備です、 とう 云ふ建物に誌うっては問

園が公固なんかでるって初めて生きます、せまい通りで自動車が十基と並べないと云ふ所

に作るべき様式ではない. 建物のみを考へて建築以外のデ ータは無関された様です、とれ

はおil業合i簡を使はれる人々が云って肘ります 、自動車のパ ーキングなどが出来ないと 云ふ

様なものは管際{ 吏ふとして非常に不都合です

E 一一ー要は土地が足りえEいからでせう

F - A先生の仰言った様に周囲を考へ友いと 云ふ事は 日本人の昧劉ぢゃないか、スタ

イルだけを考へて

D一 一而しそれはむしろ計 霊の方ぢゃなし、ですか

A ー ーとう云ふ位置に置かなければ友らぬものはもっと 別の隊式を使う可きものだと思

ふ 、との建物を見ると非常に何で・す よ、 建築家が遊戯をやっ cゐる綾な感 じがする 、周闇



や外のととは全然 Ｑｮｾ 硯して ＱＱ 佐面白い丹 ｊ￭ をやわ度いと云ふ遊弘的な所が多い様 ｬ 亡思ふ

H- ー しかしとなすのには' 円・が折れたと思ひますね

A 一一外は宜いです 、主闘と入口の調子、とれはとう云ふ筏集 した土地の真中 l亡建てる

ヱレメン トぢや友かったと思ふ

H -ーー! 末の高さ を種々にして使ふNi は気持が1 いで‘ すね

A 一一宮際良〈出来てゐま すよ

F 一一而 も優れてゐる

D - - 8 階の大ホ ール友んか屋線事を出来るだけ利 )Ij してやって凶 ります、それは建築

規則のためにですが 、それと音響の防青材料の llil 倣ひ } j 友ぞ非常K 此練されて居りま す:

A 一一仕上げは質 lと良〈出来て居りますね、グリルのホ ーノしなんか今日の技巧の組の様

ですね

E 一 一銭の俸を曲げてやっただけですが . 官舎によく I:l H:: てゐます

J 一一あれは大阪で出来たんですか

ａＭＭ ［ｉＧｾ品展だと 言 ふ話ですデＮコレ ー シヨンは商品屋ださうですね、あれは宮内省にゐ

た永山 Rがやられたと聞いて居ります

G- ー ととにあ L 云ふスタイ }L は陥ーですね

E 一一隣りの部屋と視しみ易くて 、るる境が出来てゐる M1 i . ぞは上手な倣びを してゐま

す

ｅ 一一 餓の刺 ｼ 工は仰 ｉ 品 ｩ 凶が上手ですね、スグンドの小さい奴など全部餓でやってゐまｾ

がね

G 一一大食堂とのIliJ f亡叫j 子が二重 l乙世いてる りま すね. 硝 f がはなして置いてるります

A 一一掃除がしにくいでしょう

B 一 一兎に角色々と議論もるりませうが大局から見てとの建物は{ 共栄部建築と して最も

俊れたもの L ーと云って 裳支へないものでしゃう

A - ーそれでは此の溢で閉会しませう 、皆持御苦努でございました

( 午後十時散舎)
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談 室話

書 き 制 式 の 家

津 田 懇

伊太脅迫 ｉｊｾ 行常持々見交けるのは立汲な，ＱＧ蛇腹窓

ＲｫＮ入口の舟 ｬ 悶戎 ､ｾ Ｒ 華 の 手摺苦手を 援 に ベ ンキで書

いて、御 IITn事均成は総務 に忠貨か四十五度の陰影

迄 附 しであるのは 少 なからず商喰った。ぃ〈 ら名

衝の本初の図ヲ 7 ヱノL 、 ミケロ ア ンピロ 、の 子 孫

が うじようじょし て居 るとしても箱の様 な署長を造

P 、之 れ に 以ー上り粧飾をして喜んで居るが民盛岡か

イ y チキも又甚だしい洛諸にある書き制の 111:笥以

上 のF骨稽で はあ と7まい か と忠ひっ h 。

坪 ・坪 ・坪

土|ヱは周] ち三十 六 平 方 尺。 之れ が我・凶 の建築物 の凡

ての単位とせ らる る。随って建築費にも影響する

公館では其れ程もないが、個人の住宅しかも中以

下では 大 問題。いつも坪で背努する f止の rlJ に会と

士Fとがな かった な らばと 、つ< . つぐ考へる。何主F

になるが主lヱが」、えた、へった、宇 れ 宇れ うるさい

事 だ 。 何 坪 何 合 何LJ ql 乙丙丁プ ラス設計者、施 工

者、敵も味方も背くなったり亦くなったり。

折 衷 料 金

注 文「主白 の懇願不1fl 止 書記相厳に同道 の役 目 を 仰せ

付 か る設計者として 、1'1: に光祭 の歪 り、官U: i 庁浴室

門 の位置そ れ からそ れ と建てる方 には相放 の痛手

とちら も色々折衷設を持出して希望; i 1 i りに起 工 し

ても差支ないと予寄付〈。先づ一安 心 見 料 は掲示に

! i 9. . I l ¥倒也とある五回キL一枚差出し、いくら待つで

も三三闘のおつりが出て来ぬ一一五分、十分、先生

のまn : に穴のあ〈粍見つめて居ると隣室に控 え て 暦

る次 の依額千平に 向 ひ、き あどうぞおはいり彼下る

ようとには驚いた。大枚三闘は之 れ折 衷 料 ? 家栂

は先づ大抵こ んなもので御座候。

懸賞住宅案の批判

松 室 重 光

人 標 準の尺 度 私の m..l、る 尺度 は次のも ので

す現時我閣は留民全鐙を 共生活苦から救ひ上げね

ばならぬ必苑の場合にある。下層階級の人塗は先

づ物質的に 、上層 階 級 の人主主は精神的に共に非常

な難境に墜しているか ら、之を 一定の「レベ ノ" J 迄

VI I  I  1 0  

引上げて其生活を 共 iili なる 、 而して安定したる基

礎の上 に立 てしむる のが 最大台; 務なリと 信ずる。

t主村 の救済 は無 論 兵 一つである。 しかも商 工業

者も 、俸給衣食者も、i i ) てともに救済せられねばとE

らぬ答である。

五互慮で |却 民 生活 D 上 か ら見た往築こ 共表倒的機

構論議 を綴 けて ゆく時か否かを一考して 見 ると よ

い。根本的で あ って内 苦手第ーと 言」、のが私 ο: 意見

であ る。此内 容は 必ず上下士通じて 一定したる よ基

準の上に泣かる L 嬰あ りとする。

科E弘とJ i t '-祭 と、歴 史 ゃ[ 事統 や凶情環境に即し て

住み よ い 言 誌をつ〈る のが 今 日の ，｢Ｎ ｉ ［ ｾ なりと 訟 は 主

張する。[ 前洲閣を即時に承;te. L 、其b包へ百部員t 百

7JT.の 大m図移民を 主主って日 i前一家の 億 兆 前 年の大

策を樹立 しよ うとする時 、 さて 此毒事修 l-i'; の箆 に其

生 活 の基 礎 を最も 安全堅固 なら しむる 家を 考案し

てゐる人が あらう か。

濁り ｩｾ 白洲 にの み限ら れ たる ｾ ｬｴ で は ない南米へ で

も何盛へでも 、凡そ 通話 ・に生 前 し Ｑ ｾＱ ら る ｌ 土地 へ

移りゆ 〈日干 の生 活 基 礎言|鐙と しての伎2誌の鐙築が

何人 の手で47へら れ、暗 示さ れつ L あ るか 、m築

家が Ｑ 止ｉｩ ｜｝ ｾ ｬｴ 著者と 波交渉 ーな聞 は 国民 の 第 ｩ￪ は ｅ た し て

根本から救はる L もので ι まな u、。

2. 米突迭のJ ! : 所 濁 立 歯毒えの体統 と文化 とを

↑ ｉ ｮ ｾ 試もな く 放郷 して 採 ｊ ｉｊ し た米 突 の ｎＮ 皮 ［Ｎ Ｑ 兵 制

論 的以外に来 してど れ だけのや 盆 を国民 に瓜' ct に

奥へてゐるであら うか。

さて米失 1去に よりて住 居を設計 して 最も位ひよ

いも のた ら しむる 方議 ｩ￨ ｾ ｬｉ ｦ 可。之が此懸賞 のｊｩ民 目 で

あっ たと思ふ。米 失 1i;./1t の中 に取 りとめて長 とす

る・貼あ りP と言 へば 、 とれが 従来 η 民よ りも 大 な

りと 言』、 ことで 、之 に より て従来の nUJ 再伎を 一割

増とな Lnると 言..¥. 駄にあるの で は ないか都の物

を大き く取扱 ひ似る のが此 尺皮乃和l主主で はなν、か

Jl nち大 さ筑山 の基 準と して、従来よ りも一層 の

寛 容 さが 符 られ る鮎であ らうか。

1宝は剤、 は資 料餐員舎に闘係 して建築材料の規給

制 定 をなす J主一部分と して今必 η す 法; 汲定を考へ

てゐるが、此機舎 に於 て米 突 }辻皮が本家で如何 に

取扱 はれ 、ど れf立主主現賞味を力日へてゐる かを知り



たいと思ひ相常j切符 をしてゐたのであるが 、事Ji果

は利意外であって 、一 向に主題 l亡合 合 し て 居 な い

様 に 見 ゆる。

3 審 査 員 の 言 葉 由来懸賞題案 の保仰に際し

て其般￯ｅ公ＺｺｰＮなるべき森査 のＩ ｾ皮が 明 示 せられて

ゐないのをよく見るがこれは必ず公表して泣くべ

きである。グ十翻に闘する意見 は l当分の方から言へ

ば第二義 的 の ものであるか ら問」、 lfr ではな ν 。 故

に之 を除外し て単に「プラ :.--J の選定 亡霊訪する審査

員の) I J ひられた 尺Ea を見ょう 。

盛の大き に関する藤井君 の 意 見 は 余 の 抱 懐す る

ｪ 苅 に同じ 、 ｸ 柱を 「 十二 ｊ とせらるｾ ! l ' J ;も結構 で

ある。た Y 余 は何民主迄 も担売 {可の主にも共 ji IJ使!日

せらるべき様に! 去の大さ( 日本臥盤1設が本1)) : なら

ば) を規定する方 が{ む利 ξ 信じ 、f( 'J して居住の京

は、 それが壊に民待・と してのみ伎川せらる λ 場 合

と雌も必ず処数三盤 以上 となし て .)1 以 Fの大さを

許容せぬ様にした い と忠」。此，也 の大 さにつ ν ・て

は他の務査員花氏よりは何浮怠見 の表 ぷ が な い か

ら 如何 なる考へ か を生 ＱＱ リＧｦ ｾｲ なしヵＺ 、 選貸せられ た

案から推察する と藤 井 君 な ど 的 確 に 考 へ て 府 ら れ

ぬ人が多数 の様に，思はれる 。女中 室 と してニ似i敷

を文句なしに記、め らる L 駄がそれである。 'fJ ，、は持

論 として女中室と跳も 三 M政 を主張し 、!t.生: 内を

究裕に し てJ主人間 関1直に等 差 を附したくないと 思

」、。従って正ｦＺｾ主には ｾｱ 洋の例を郊旬、 たり監 ｬ ｾ＿ ｜Ｈ ド ｊ Ｚ こ

見たり して完の 立方秘を計 算 するに /え{f ぬ。 家 は

: A{}ゃ1ti で はな ν、。無論飛行機でもな ν・。会 位 が 飽

く迄静で 、安で 、楽であるべき部庭を た ピそれ が

録時にのみ j 日ひらる L が鵠の放に武帖敷 とし ても

足れりとするは徐 りに無残な心掛けであると言 ひ

たい。六是政 に三人 、 八 金 敷 に四人が臥主主する場

合などとは感じが問機でな ν 、。生活の相官 Ｇｩｾ 験者 ー

である若年査員刀考へ方が或 は不 徹 l点ではないか。

無論とれは科率的ではな い、)'11" (，;<;の み で 取扱 は ぬ

と言」、の 11 此事 で ある。

猫Ｕｬ ｬ ｊ に お野君ゃ雨君の言 ｾｂ もあるがま年査 に 直接

の閥f系がな ν 様 であるから 此選奨にl 'f して )IJ ひら

れぬ が、兎 に角本 111題 の三t 旨が住宅の吹" Y . ; . 進歩の

A に米 突』去を梓 川す ると言」・ のが主 か、米 炎 法 普

及のA に建 築 を 従 と し て 利 )IJ したのか 、一寸 其 限

界に不明な駄があっ て、紡 果 に於て米ラ理法治: 俗り

ミ;t. ;.JIJ せら れて ゐ ぬ 様 で あ る。

4. 個々の作品に就て 通じて見ると米突法 に

よる設計 で はな〈 て、 :(1:予1ミ本多111ミ皮の米 笑 換 算 記

入と 言った方が j皇賞である 。 少 数 の I翻案によりて

多数際募者の意志付度は出来ぬが 、糸 究f去が I E解

せら れ て 従 来 の 建 築計鐙の 卜. に更 に軍事展的 に有 剰

に使 FHせられてゐる 様 に恩 l'土れぬのをま豊憶 とする

之は出題者が建主ji の制限をし て ゐ る射 に もよ る

であらうが米突法を もっと自由 に使 用す可 であ る

J;¥i i君の案など も米突法 の乾} 目 を忘れて其端裁を

取った貼は改むべきであ る。此儀で は折 角 究 や か

なるべき集 も1央官: しい感 じがする。

他の言者案 に して も依然として奮尺皮が脳樫にあ

って. それが換算せられて表現し たも の L 様 に恩

はれる。盤敷本位で なν、、 洋風居住の 様式のも の

に於 て 殊 に此 駄 に欠 陥 が 多 い と 見 る 。 三 氏合 作 の

案の ILn きJ: t 一例である。 1曾是 等 認 案 共通 の欠黙は

J上勝三f 廻り. 0 Wi v、本である。語〈証工ー生前 々動 のj Jl: 姿

な る 鉾 苓 と し て の 炊 事jあや{夏見fr 廻 りは もっとt W; *

せぬと) 1 ; 川をなさぬ。

以 ｉ ｾ Ｎ の各家 に 附する ｾｴｲ 査 紙 汗が仰げ られ て ゐる

が 、 これ は概 汗とせず に もっ と立 入って批! J . ' I j す べ

き性質のも のであ る協合の位置よ りす る も、又 米

次11<に関 す る 智 識 普 及 の対 か ら 見 る も 遠慮せ ず に

諭 許せらるべ き義務 が 食事 者 にあるものと ，包」、。

i t: ' する に本懸1: 1: ・は自分 の主張 から言へば大した

意 義 を な さ ぬ もので 、凡そ ζ れ位の・毒〈を主u ; て得ら

るｾ 1' UJ の 持主は凶民中そ う多〈は ない。従って

j折箱Iの小 「プノ・ J 階級は 自分主主の欲する家を兵希

望油り に建 て る使宜を持ってゐる答だから 此 種 の

‘住 宅 の 改 者 な ど に 我 協 舎 が 大 に 力 痛 を 入 れ る必要

な し 寧 ろ一 般 に1.¥¥1却せらる L 最 下 級 生 活 者 の 銭

の謁〈が徹! 忠的 に考へられたい と思 ; 。而 し て 米炎

f去を泡) ! J するか らに は ーnu ｾ直 ちに二 主 ｋｾ となし

従 来 の } 主ji を四平方 米 と公」、様に大きく耳H 入 れ

て、此 ｾぃ ｊＺ ｴｬ ＮＦｊ に ありても ｬ 必民生前の根本叡念を

もっと や1大 ならし めて久しき n: J限 りあ る資源で .

jJ' 附的 に縮 1;，，1生 活を怠って来た沓 成 より離脱せ し

む・る様努力すべきであ る、 凶家災 厄 の此難 局 救 桝

の- m; ; r 分検 して仕事するこ とを考へて1" ( ひ たい

くプ可 月ー1- 三 日〉
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貝日 本 建 築 協 曾 役 員 及 委

祉 関

法 人

科分ifJ 

} 曾 山 新 卒

南 信

岩 尾 保 符

岩 崎 勇

魚 田 常 治

河 盛 盆 太 郎

小 林 三 造

丹 藤 良 雄

山 田 昭

事

査

員

幹

主

委

問

問

同

問

問

同

【定款攻正委員曾】

資

一

一

勉

安

釦

信

助

治

吉

二

郎

重

次

吾

雄

夫

郎

光

八

助

吾

王

ロ

ま

之

太

太

之

誠

此

加

藤

一

知

周

A

M

義

悌

蚤

儀

藤

去

悶

演

岡

原

井

晶

旧

民

賢

梶

E

F

橋

藤

口

問

湾

政

村

江

袋

一

本

野

部

笠

・
ヲ

豆

本

安

池

坪

横

片

小

鳥

松

商

務

川

見

芝

末

徳

中

波

藤

松

松

光

村

波

員

長

事

員委

幹

問

委

同

同

同

同

問

問

問

問

同

同

同

同

同

問

問

問

問

問

吉末尾松同

利

須 川 熊 太 郎

阪 弁 米 吉

撹 正 一

平 野 掬 J l ; ! J

山 中 茂 一

桐 問 主主

城 口 亀 吉

須 賀 藤 五 良11

{字 秀 雄

吾

士

口

茂

雄

平

郎

官世

史

雄

科

背 柳 貞 1止

矢 閉 鎖 語長

井 手 E 雄

大 野 直 平

川 勝 源I 兵 衛

川 口 一 二

桐 本 柿 mt

佐 野 後 三

谷 隆 夫

期 間 献 次 郎

【 住 宅 委 員 曾 ]

n 野 11.上 一 郎宅島民長

本↓

浅野ｾ波

小 川 安 一 員1¥

赤 松 修

佐 々 木 荘 一

篠 崎 俊 二

末 禅 問 次

中 村 義 雄

本 間 乙 彦

森 元 政主， ｪｾ

波 澄 義 三

渡 海 命 厳

分第

本

査

員

〔災害強度委員曾】

科

滋 藤

田

! l l l "茂

i翠 幸

原 太

烏 智

1甫 何

回 芳

分第

事

査

員

分ｾ＠

事

査

民

幹

主

委

悶

悶

同

同

問

問

d

u
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分

幹

主

委

問

問

問

問

同

同

同

幹

主

張

官

問

問

同

問

問

問

同

問

光

高 松 7 J ' 太 郎

白 石 :fr:}ヰ 男

布， ｾ id' 

稲 田 ｾ対 ｬ

分

渡

市

附

m

m

小

大

篠

中

三

山

委員長

第

事

査

員

【 敦 化 委 員 曾 〕

安 井 武 対H

i酒 井 58 三 良1¥

芝 聞 知 ll X

小 品 淳 吉

鈴 木 忠 五 民11

徳 致 命 普

f平 野 貞 三

松 本 儀 八

山 本 恭 7](

横 山 命 三

【 資 料 委 員 曾 】

1Ji: 

科

手ヰ

内

此

次

士

口

一

初

三
奥

西

岡

町

小

山

高

幹

生

委

同

同

同

同

同

【ｾＺｉＺ制委員曾 Ｑ

今 林 彦 太 郎

一 分 科

加 藤 善 吉

北 垣 熊 之 介

伊 藤 和 夫

イノ'f. Il U 日 出 生

新 名 締 失

松 原 兵 市

古 塚 J E 治

tt 里子 旗 吾

山 間 E区z p .

吉 閉 1M' jf日

: } 京 世 盟 次 郎

ｾ ｊｾ 坪井誠 一

員 石 川 ' n 三

小 川 久 市

工 藤 祭 治 虫11

楠 瀬 激

酒 井 藤 一 良11

武 閉 経 ー

内 藤 克 一

松 久 保 敬 三

委員長

幹 事

同

委

同

同

同

同

悶

悶

員

E長

分

委 員

委員長

第

事

査

員

幹

主

委

問

問

問

問

問

問

問

訴

主

幹

委

問

問

問

問

問

問

問

手ヰ分第

ヰ公委員長

第

第

事

査

員

査

員

主

委

同

同

幹

主

餐

員

片 岡 安

池 間 賞

武 田 五 一

小 笠 原 鈎

常 国 敏 雄

伊 東 宗 太 郎

小 川 陽 吉

大 原 芳 知

鳥 井 信

官 士 阿 :ill ー

阿 部 顛 J!lj

松 井 清 之 助

呼 子 J E 

高 橋 祭 治

中 山 祭 った虫11

1曾 悶 t青

森 本 悠 吉

池 田 1' 1: 

伊 東 宗 太 郎

岩 尾 保 衛

小 川 陽 吉

小 川 安 一 良11

大 原 芳 知

阿 部 類 則

落 藤 藤 吉

河 合 貞 一 良11

河 盛 会 太 郎

片 岡 安

加 藤 誠 二

小 寺 湖 一

小 西 一 良

酒 井 9 J 三 良11

白 石 主 主 宰 男

芝 周 知 ill

新 名 郡 : 夫

古ｾ 7. t t 築 二

末 湾 周 次

武 田 沢 一

高 橋 袋 、 冶

徳 政 合 否

鳥 井 信

中 村 義 雄

中 山 祭 太 郎

伴 野 貞 三

'i :f 土 問 : m 一

藤 本 賢 太 郎

期 間 紋 次 郎

牧 野 忠

松 井 清 之 助

松 本 儀 へ

増 田 前

三 木 来 三

村 野 藤 吾

森 本 勝 吉

八 木 !.ilE ニ

山 岡亙i . Lj三

日子 子 E  

渡 部 圭 吾

役

長

長

長

率

事

記

詑

詑

記

記

計

計

計

科

料

相

料

相

判

員

合

曾

議

品

目

制

副

監

監

主

主

主

主

主

主

主

主

綱

編

編

編

許

間

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

悶

悶

悶

同

同

同

問

問

同

同

同

同

同

悶

悶

同

同

問

同

同

同

同

問

同

同
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役 員 曾

常 務 曾

.. 
Eヨ

時 昭 和7年5 月30 日午後6時 ー一一向 10時 40分

所 本 協 合 々 議 室

出席者/ u l J曾 長 池 田 主 紀 伊 東 小 川 鳥 井

官 土 問 主 計 松 井 編 斡 高 橋 中 山

議 m 住宅情覧舎に腕する十l'

常 務 曾

時 昭 和 7年5月6 日午後5時30; 子一一ー 同 l C時

防 本 協 合 々 議 集

m席 者 高IJ合 長 池 問 主 記 伊 東 小 川 . 鳥井

信 1-問 主計 阿 部 呼子 *M将 高 僑

議 事 1. 6月例舎 に閲する j'l

時

所

1  派 員 勤 務 時 Il l I 改正 に附 す る 件

1. 言F議 員 舎 開 催 の 件

1. . 住 宅 設 計 同 案 懸 賞 募 集 に闘 す る 件

1. j朝日 ピノ" 404鋭 、405披 雨 家 借 入 契 約

のf'I-

1. 建 築 ク ラ プ へ l 部 貸 家 の 件

1. 1.i il o' 1頁 入 の 件

1. 1' l . 入飾品建築クラプへ賃貸の件

1. 昭 和 7 1，1:; 度 数 算 編 成 替 の作

1. 諸 合 1t'i 互月末] 反緩め支梯の件

1. 朝日 倶 集 部 へ 推 薦 合 員 入 合 巾 込 に

付 総 授 の l' ド

1.  ' i 古協合より博覧舎に住宅出品 の 件

1  佐 宅 肘l案集をま行のf ' I -

報 告 1. 住 宅 博質 合 経 過 報 告

1. 建 築 展 覧 合 経 過 報 告

1.  舎 館 建 設 調 査 準 備 委 員 合 終 了 報 告

1. 4 月分並5 月 分 合 計 報 告

1. 激 備 費 使 JIJ の件

1. 建 築 ク ラ プ I1長況報告

1. 衣 料 委 員 工 場 見 撃 の 作

1. 舎 貝 詮 衡

常 務 曾

昭 和 7年6 月 13 日午後6時 一 同 10時

本 協 合 々 議 案

報

出 席 者 削 曾 長 池 田 政 事 小 笠 原

主 記 伊 東 小川 富 士 関 主 計 岡 部

松 井 呼 子 編 特 森 本

議 事 ， 慮 務 細 則 l 部 俊 更 の f'T

1.  創立 満 15年 記 念 事 業 部 局 決 定 の 件

1. 雑誌様車且官施期 に闘 す る 作

l  交法 i宝問方 に就 き 中 間 報 告 の {牛

1. 建築士舎: I : t 祭料値上其他の 1キ

1  終身箕島JJ Ii!. に闘するI ' i '

l  建築倶楽部よりr ! 1越の 11γ 卒 lT. 倫品 f昔

JIJ のn

! . 合員詮衡

常 務 曾

時 日?i 和71，ド6 月22日午後5時 30分一同9時 30分

所 本 協 合 々 議 案

出席者 高IJ 合 長 池 田 監 事 小 笠 原

主 記 伊 東 小川 鳥 井 富 1:1河

主 計 阿 部 松 井

議 事 1. 削 Jr. i滞 15l t = ' 記念事業部局決定の件

1. 片 岡 舎 長 島 朝 に付 出 迎 に腕 す る 件

l  片岡合長寄附. ; . : . 使途に闘する件

1.  委 員 l 名 称 住 に 付 補 欠 の件

1. 職員1 -.4会期賞典其他の件

報 告 1. 6月例合意き了報告

l  建 築 倶 楽 部 へ 貸 室sdlil 品 賃 貸 契 約 の

件 報 告

1. 合 員 詮 衡

i皇 制 委 員 曾

時 5月25日午後6時30分一 一 同8時

所 朝 日 夕 ラ プ

出 席 者 委 員 長 今 林 幹 事 京 置

第 1 分 科 北 垣 山 田

第 2 分 科 工 藤 楠 瀬 武 田 内 藤

本2 久f，.j<

秘 告 1. 防火建築振興事聖胞に闘する陳情 の件

1. 1? ，: 図都市問題 合 議 出 席 の 件

議 事 1. 次回よ り従 来 の 特別 分 科 は 本 委 員 舎

と 合 併 の 上 工 事 請 負 規 粍 に 闘 し 務 議

1'1 3  V，1I 



を主主め る事を rl :1合す

i牽 制 委 員 曾

時 6 月 1日午後7時30分一 一同9時

ffr 本協合々議手・

出 席 者 委 員 長 今 林 委 員 村 野 吉 田 石川

楠 瀬 武 闘 松 久 保 阪 弁 高 岡

記 事 l. 建築競技執行規準に付大慢の研究方

時

f>'r 

針 Ｎ ｾｴ 根本的見方の可否の概念を得 た

p 次回よ P 各 論 に互り研究を ilii むる

ζ と L す

l. 建築工事前負規稗改正 に付第 9 僚よ

P 第 15依迄研究を進めたり

遺骨子j 蚕 員 曾

6 月15 日午後7時一 一同9時t，O分

本協合々訟手伝

出席者 幹 事 加 藤 王 位 委員 伊 藤 吉 岡

作 nn 小川 工藤 松久保

記 事 工 事 前 負 去l H-i の改正案 に付前凶 に引縦き

第 ＱＶｾ 長より第 Ｒ ＮＩ 保 迄 綜議をなす

教 化 妥 員 曾

時 5 月/. 3 日午後6時30分 一 同8時 15分

所 建築倶楽部

出席者 幹 事 酒 井 芝 問 委 員 小 島 鈴 木

伴 野 松 本 山 本

記 事 l. 大阪府大工業組合聯合合より申込 に

時

所

係 る 簡易建築講義録原稿主主附の件に

付協議 の結果向考慮する事とす

1. 問中正治氏所有 に係る i JYJ 松本陣」の

古建築と古庭闘との見撃をなす事 に

決定す ( 6月4 目録行の溌定〉

敦化蚕員曾古建築賓地調査

6 月4 日午後 l 時一一同6時

回中正治氏邸 rJl)J 松本陣 j

出 席 者 幹事 酒 井 委員 小 鳥 鈴 木 徳 政

f宇 野 松 本

記 事 1. 問中氏より家系其他廃史的事項に付

調査をなしたり

1. 1昔日問中氏の御好意 に依り調査上多

大 の使宜を寄奥せられたるは委員一

V I I  1 1 4  

同の多謝する次第なり

資 料 委 員 曾

時 6月2 日午後6時一一同8時

所 本協合々議室

出 席 者 委 員 長 松 室 幹 事 小 凶 須川

委 員 高 松 白 石 tri. 5 版 図 版 井

平 野 須 賀 伴

記 事 1  委員長より本委員令は次 lhl より F 記

の泊 三分 科 l亡分ちて夫 々調査研究を

進むる Zおとなりたる旨を報告す

第 l 分科・・・ 0 ・・石料l幣 知

第 2 分科. . ・・・・ テ ック スf .j¥

第 3 分科・ー・ ・衛生陶器類

1. 下記の jffi 本委員合委員の見接合を致

定す

A.  6月11 日 株式令市U: 王英最上

B.  6 月16 日 大阪石44i i工業株式合枇

資料委員見準金

時 6 月 II 日午後2時 一 同4時30分

見 製 株 式 合 最1:工英最上( 西成底橘ii1li 9丁目〕

出 席 者 委 員 長 松 集 幹 事 須川 委 員 数 井

境 高岡 zp.里子 山中

記 事 1， 浅野物産株式合最1: 佐野村山雨氏の案

時

見書終

出席者

記 事

内にて工 英証1: に至る

1  同肩上取締役核問佐右衛門氏よりアス

7 アノι トノ. - 7 キシグ其 の他 に閲す

る原料の 笈遷 生熊エ粍等詳細なる設

[ i f J を問きたる後工場内を一巡見製し

各員夫々意見を交換し且希望を述べ

後散合せり

資料委員見準曾並委員曾

6月16 日午 後2時 同8時

大阪石和11工業株式舎耐: ( 東淀川区中津苦言

;IIJ3 了目〉

委 員 長 松 主 幹 事 小 西 須 川

委 員 阪 弁 高 松 塙

1. 浅野スレート株式合最t市川氏の案内

にて大阪石綿工業株式合長t工場に E E

る

1. 悶枇取締役工場長藤尾官11次氏より現



時

目rr

{t の製品に歪りたる迄の経験並将来 閃席者 5 1名

にf- ，f する希望等 1<:: 付種々意見を求め } 機 記 首 日 折 怒 し く 朝 来 よ り 降 雨 な り し も 定 刻

且製造方法の詳細なる説明を聞きた 少しi f f ; i ( " る頃出席者5 1名に主主す鳥井主記

る後工場内を見母性 L 後 各 種 製 品 の 見 一 場 の 挨 拶 を な したる後2吉市場 の 建 築 主

本害事を見更 に各員は夫々: 意見を交換 } 任利i 戸市役所管繕課長藤島哲三郎 氏 を 給

L 後 一 同揃って協舎に引き返したり j  介 し 同 氏 より見撃に; 先立ち板紙説明あり

1. 夕食後定例委員舎を開催し衛生陶然 I たり同3時より余員を 2班に分 ち 各 被 に市

の 標 準 寸 法 に 付 決 定 案 を 待 た る に 付 : 営繕課員一名の設明者附添ひ見母性を始め

雑 誌 に於て宣車表する事を申合せたり :  たり 4 時 金昔日の 見 撃 を 移 り 休 憩 腕 に於 て

大倉土木株式合最t寄贈の多沼をも止さ快談

災 害 強度 安 負 曾 j  の詔¥1'こ夕食を終り司舎者の挨拶ありて散

6月14日午後7時 一 一 同9時30分

建 築I呉楽部

出 席 者 幹 事 務 族 主 査 黒 田 矢 田

合せり終りに嘗目前1
I戸 市 役 所 管 繕 課 、 大

倉土木株式合祉大阪出張所戦員各位の多

大なる御斡旋に封し紙上を以て多謝する

次第なり。委 員 柄 本 郷 田 大 津 三 浦

記 事 L  l ' l t 葬式鈴接標14' ¥示方 書の作成に付 研 究

を主主め下記の事項 にイ寸鈴接協舎& 工

大 と 提 携 し て 達 成 に 勉 め る 事 に決 す

A. 鈴 接 手 検 定 試 験 法

曾 員 動 静

入 曾 者

B. 鈴 接 規 絡 a 倉 員

時

1.  濁乙鈴接示方書を 「プリント J I 'こして

各委員i ' こ配 布 す る 事

住 宅 委 員 曾

5  t]  i3' 日午後7蒋 ー 一 同 10時

所 朝 日 夕 ラ プ

出 席 者 幹 事 浅 野 増 山

委 員 亦 松 岩 崎 小 川 河 盛 小 林

篠 崎 中 村 南 森 元 波 漫 ( 命 )

記 事 1. 浅 野 幹 事 よ り 過 般 大 阪 市 後住宅並 大

阪織物曾乱t工場を見署長せし旨を ?j証告

し同時 に 夫れ に ｾｊ する続々意見 の交

換をなしたり

1. 次 でWJJ 努階級向アパートに付ま聖書F者

側 の 立 場 に於 て 二三経塁手の計登を立

つる 事を申合し各員英の必要依1 ' 1 ' 主

主Eペ合ひ次凶委員舎 には各自プラン

を持ち寄り更 に研究する事を申合 す

例 曾

昭和7年5月21 日午後2時 間4 時

見 撃 紳戸 中 央 卸 賀 市 場 新 建 築

足立うす J l ) } 君此花区春日出町j ドl 丁目 34 ( Pt; i也

>I ll) 

秋 本 研 治 君 東成区三 組問 i 2 ( 竹中工著書! 苫〕

磯 島 信 一 君 酋 淀 川区停法町北4丁目 47 ( 尚池

組〉

伊 藤 一 市 君 西 成 医 ET山田)"4 Ｈ ｩ ，ｾ 池組〉

烏 野 民 男 君 港 区 八 嶋 庭 松 之 町2丁目 6 1 ( 鴻池

車且)

紳 谷 新 一君 市 外 吹 田 町3165 ( 竹中工t務庖〕

北 村 照 三君 西淀 川匹繭町 218 ( 鴻池 (11)

木 野 寅 治 君 港区 吾妻町 2 ノ3 ( 竹中工務! 苫)

浜田 主主市君 l向下泉北郡高石町南 1222

I当鹿 政 典 君 港区 j也烏町立ノ 92 ( 鴻池組〉

中村 松 一 郎 君 西淀 川底イ田町 154 ( 鴻池組)

西国 義雄君京都宇治町署名附i 松 本 正 吉 方

藤 田 差是君 主紅区清水谷凶之01) 374 ( 鴻池組〉

稲島 裕三君 南 区 間 尾 町6 4 ( 竹中工務庖)

和 田 久 治 郎 君 ー北区吉山町35 ( 竹中工務応〕

特別賞助員

浅 海 治 卒 君 兵庫版武庫 ￬ｭ ｬ ｜ｾＱ 尾村字寺ノ後 ＴＱ ノ

小 早川彦 一 君 兵 庫 際 武 庫 郡 芦 屋 1691 ( 朝日ピノι

支配人〉

1 1 5
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内

伊 藤 義 tjt; 君 北 klli 北 森01]" 19  Cf，>.J.)，l i m築 令物 1m

合〉

六 月六日 ロ ンド Y にて

片 岡 安

い よ い よ 明 後八 日常 地 出張アメりカ へ 向ひます 七

月十 四 日横街活( 秩父九 に て 〉の 激 定 は か え ませ ね

合 員役 員各牝脇氏諸君の御健康を新りま す

梅 山 正沼 東 成 M 骨i河野 11町東 1丁 目式 市議 雄

方 Ci 喝I也組〉 片岡盆長 lま七月十四日秩父丸に て績 演 着 、 同 十 六

佐々木伊之吉' f l 住 吉 凶 J1f1和111lJ中 2 -J・目 24森 幸 太

良1¥方 Ci .r.() i也飢〉

港 区 偽0l f2T 自首主主l l88 C鴻 i也組〉

西 淀川 匝停 法 町 北3 J ‘日 67 i刷 也組

佐 吉 区 南 国主豊田f l l lヲ Ci忠弘Il.組〉

住 吉 凶 阪 南町中 2J ・[1 5 ( 泌 ill! tll l

谷口利Ｑ￮ｴ ｩｾ

ｭ 、ｾ 祭 ｬｾ

三 浦 ニ 良1¥君

山本治 兵 衛君

山本 光 男 君

伊 藤 一 雄 君

波主量 斜 君

奥 悶 孝 作 君

稲 本 米 治君

日 午 前 八 時 五 十 六 合大 阪 曝着 の 御 湧 定 で あ り ま す

轄 勧 韓 居

曾 員

ｬｪｾ＠ 純 一 宏 事1
1
戸 市 須 際 悩 大 手 町

2 ノ83

東 淀 川 区十三 四ノ田f 1/  116 C大 阪

市役所長住築課 ) 高村 勝 君 此 花 区 ι 稲 烏4ヒ2 ノ l

成島市仁{ 与と町字大森 1163，1 C小中 小林 fJ !fl t 府 下三 島君sl. ¥閃 Olf 字登 01)" 98

建築事務所〉 。 河合貞一見I¥'lヴj 語111
戸 市 灘 l話以泥 164ノ l

港Iilli魁PIT3 ノ 13陸前j合 : 谷 M' i 夫' 1;1' i主.tn凶旭 01]"2 ノ 16

府下型古 ｾｮｬ｜ 豊中町 Ｑ Ｙ ( 竹中工務 伊 丹 久 古 将 兵庫似氏b j I : 郡 I¥! J 尾村 甲子 関 i抵刷40

庖 ) ノ l

凶 淀 川 区 加 烏 Olf 1306 C大 阪市 役

所 建築 課 )

問中 芳郎 君 此 花 魁 地 日 出 町 中 4 / 3 ノ2 ( 同〉

退 曾 者

合 員 河合三郎' f l '

合 員 〈 地 方 在住〕 古 林 義 敦 君

同 大 儒 粉 一 君

同 山 本 勝 14

特 別 賛 助 員 れ = 野 久一君

普 通賛 助 員 井上寺1) 太良I¥'fi

同 山'i!.:・7富美男 ol t

同 浅井ｾＡｑ次郎 ｬ ｲ

舎 長 j宵 息

指ii 谷 ;a; - :tj 浪速 悩飽j ' ，i: 町 1 3兵

曾 負 〈地方向{主〉

Ll I本 藤次 郎沼 山 総 収交 政 郡 大 岡町殿 町・

小 林麟 太郎君 静似，j ｦｬ￯ ￟ 草 馬 Ｑ Ｑ Ｑ｝Ｇ ＳＷ 大林組併問， ｪ Ｅｾ 業所

午 都iF;ヂ1; 士 君 双 山 市 外 日 本 恩 旭IU]" 1ノ27

井戸 IUI 必松官 名古屋市中邸主主老PI)"4ノ3

大坊 祭比IJ 君 ・ 姫 路 市 外71<仁村 1'1 凶738

藤 本賢太郎れ 姫路市イヒ彩田f 4

特 れ 賛 助 員

山内 洋麿 :(1 凶 i品阿波 陛 下 j邑1ノ4 5 山F; llIi合

普 通 貨助 員

前 内 世II 次 :(cl' 1](( ｊＺｾ＠ ｾ係依 ＨＨ ｉ ｬｬ 目指宝 山 静 ＱＱＯｾｪＺ ｗ 物館総築

臨む!f71<組事務所 内

井上掬ｾ，ｴＺ ｉ｜ Ｇ ｮ '!;( ，K1¥ ｲ ｬ ￮ 七五 Ｈ Ｑ［ＺＧＺ［ ＱＭ長之段 ｉ ｾ 前 Ｑ Ｑ 輿 Ｐ Ｑ ＩＢＲ ＶＰ

三 島 正三君 府 下三 品君1¥茨 木 町府 立 茨 木中 事 校

改築工事自! f7Ml l 作 業 所

総い たします
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協 合 先 六 月十三日 到 活

五月 二十七 日 ロ ｾ r- ｾにて

片 岡 安
改 姓

昨 日 とちらへ虫寄りました七月十 pq 日秋父九 にて 曾 員

被 演へ着くと とにきめま した令只読者へよろし 〈 平 井 幸 仁 :{l' ｃｐ ｩｫ ＧｬＺｉｬｩｬＧＺＺリ Ｚ ｉｕｾ［ 芥 ｩａ ｾ ［Ｎ ｪ・Ｇ ＰＱ｝Ｂ Ｘ ノ ＴＶ

協合t 1 i 六月 二 十二 日 到着
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垂11 稔

2 銭

7. 4 銭

債ー定重立加
b 日々降 りみ降 らやみの欝陶 しさで・す。 そ

銭
。

5  l 加

1  2 冊

してと のダくに は災熱D 夏が控へてゐる。世

回l6  

の 欝 ｻ 日 さは増すば か り 、 ＿ と と へｾ 青 む 秋が

管 沼 I 1 頁 I 1 凶 I 15.00 

一 一 一一ー ー
普 iJIt I  ｾ 頁 ｉ 1 凶 I 8∞ 

一 一 一
普 沼 ! 1 頁 I 1  I!!I I  45.∞ 

r ItqJ!l 郷 叩 1  1  -- : 一一一一ーー

普 通 I 1 頁 I 1 恒I I  40.00  
l 前附館慣 I 、 |  ー・|

一 一 一
普 通 I 1 頁 I 1  Inl  I  25. 00  

{後附w" 及 最終的 I ・ I  _ .  I  

一 一 一
ア ー ト | 寺 頁 I 1  Inl  I  20.00 

( 中 抑) 1 .  - ， I  - ・|

』一一- 一一
表 紙 2 I  1 頁 I 1 匝1 I  60. 00 

一 一 一
表 紙 3 I  1 頁 I 1 回 45.∞

一 一 一
表 紙 4 I  1 頁 I 1 但J I  80.00 

一 一 一 一建 築事 務所 録 I 1 欄 I  1 位1 I  I.JO 

一 一 一
{遇策 閣 閥 倒 的 1 1 欄 I  1 凶 I 5.00  

金料載掲告鹿

来ても 、との苦悩か ら菟かれ そう にもあ り

ません。

b 多年の宿題て・した左前組は本蹴から質現

します。 それには研究も しました苦みもい

?としま した 、綿てが更生の意気で あ ります。

御批判願 ます。

b  最新建築研究の第 2 jJ s'o 10民は市役所、

清水中且か らそれ ぞれ御借りしま した、協合

カット に配列で窮したのも大分る ります 、

記事は各闘係者を煩K 随分苦心し ま した

御 注 文

御注 文 は すべ て前 令で 本合 直接 叉は 特 約応 へ

桜:啓lti '4i'l叉 は: I t 替で御主申込を 蹴 ひ ます郵 券 代

用 は一 割』合 、 代ｾ 引 換は お 断 り 致し ます。

しましたコ特 l亡富士岡氏、惟原氏 、卒田氏

には馬民 l亡、記事 fC座談合に御謹 力を頗ひ

昭和7年6 月27 日印刷

一 ( 第15腕第7枕)
l昭和71; ド7 月 i 日強行

苦連行 ・紛 糾

印 刷l 人 ＨｬＺｾ 取 陽

兵庫 l篠武五II 郡今津田Ti市風56番 地

lfr 大 阪 活 版 所

大 阪市東区 内淡路町 1丁目 7帯地

所 紋 日 本 建 築 協 舎

大 阪市 北区 rl' 之島' / 3朝日 ピル

電 話 本 局( 23) 45005

据 替 口座 宍阪39.9i 5番

特 約 販n医 柳 k 堂 舎 庖

大 阪 市 西 区京 II IT姻諸君子板橋北

電 話 土 佐 堀 2440番

指替口 座ｾ 阪 Ｒ ＲＰＸ Ｔ 苦手

ました。深厚友る謝意 を表 します。

P 鹿談合はやI' k盛で した。l政江氏は三建築

方

主主らぬ御世話 K 友 りま した、 誌 上で改めて

物共に閥興せら てゐた閥係上現場共に

刷印

御雌申します。

b 八月は郷土建築で、九 月は建築構造です

行五主

来月披か らは少 し討伝説左ものにいた します

一寸赤字が出て来たから で・す。量 よりも 質

を採り ます。

P第十五週年紀念事業の準備で委員連毎 日

1 1 7  V I I  

禁 轄 載

本 誌 に偶 載せ るものは 、一切 乙れ を 無断 にて

将戦 し叉 は単行 本に上 梓 その{也の核 製 行 震 を

なす ζ とを禁 ず。

目を廻はして居ります。

片岡合長 もとの十四日 蹄朝 され ます。協合

もー居活気を呈 しませ う。( 高橋)
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